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断章　西の果ての地で







　遠い遠い昔のことである。

　高度に発達した魔ま法ほう文明は、ある地点を期に折り返しに差さし掛かかっていた。

　世界的な魔ま力りよく元素量不足。

　空気中に偏へん在ざいする魔力元素。この魔力元素を使った文明が発達しすぎた事による弊へい害がいであった。

　残り少なくなった魔力の取り合い――それは魔力が存在する土地をいかに多く領有できるかという事に帰結する。結果それが原因となり世界を戦せん禍かが渦うず巻まいた。

　時代は戦乱の世となっていた。

　そんな乱世の片かた隅すみで、ある山やま間あいの小国が潰ついえていく様子を、ナギ・ニキッシュは小高い丘おかの上から見ていた。燃え盛る母国を瞳ひとみに映し、あふれ出だす感情を必死でこらえる。

　ナギの暮らした小国は人口数万まん人にんの本当に小さな国だった。この丘から見下ろせば一望できてしまうほど小国。人々はみな賢かしこく慎つつましく穏おだやかでやさしかった。戦うことを嫌きらい、この山間部の盆ぼん地ちに隠かくれ住すむ民族だった。

　そんな母国が黒こく煙えんを上げ、灰になっていく様を目に焼き付けながらナギは唇くちびるを噛かむ。

　自分たちを生かすために死んでいった父や母たち。国の誰だれもが子供たちを逃にがす為ために犠ぎ牲せいとなっていった。その中でどれほどの者が生きて国を脱だつ出しゆつできたのだろうか。

　そんなことを考えるナギの横で、きつく奥おく歯ばを噛みしめ、その光景を見つめる青年がいた。

　血を分けた兄であり、そしてナギを護衛する任を授かったアステイリアだった。そんなアステイリアは悔くやしそうに呟つぶやく。

「許さない……俺おれは国を滅ほろぼした人間を、絶対に許さない」

　ナギにはどう答えていいのか解わからなかった。

　悔しくて、悲しくて仕方ない気持ちはアステイリアと変わりない。自分の無力さを呪のろわしくすら思っていた。

　ただナギの頭の中にはアステイリアのような恩おん讐しゆうよりも、どうしてこんなことが起こるのかという気持ちの方が強かった。考えれば考えるほどに解らなくなった。

　だからナギはただジッと押おし黙だまっていた。

　するとアステイリアが向き直りナギを眇すがめるように見た。

「なあ、ナギ……おまえは『竜の血』を受うけ継ついだんだろ？」

　ナギはその疑問に答えられなかった。

　それはアステイリアの言う通り、自分が『竜の血』をその身に宿していたからだった。

　この小国が造りだしてしまった驚きよう異いの技術『竜の血』。

　それこそが、この国が滅ぼされることになった遠因。

『竜の血』を執しつ拗ように欲ほしがった大国カイドラルドが、この国に侵しん略りやくを始めたのだ。しかし、国主はこの技術があまりに恐おそろしい結果を生むことを憂うれい、全すべてを隠すことを決断したのだった。

　本来的にこの国が造りださんとしていたのは、戦争の引き金ともなっている魔力元素を回復させるための技術だった。

　練成された非魔力元素を、元の魔力元素に還かん元げんする物質、『練成分解物質』。

　この技術が完成すれば、魔力の取り合いによる戦争を終わらせることが出来る。

　皆みなそう信じ、研けん鑽さんし続けた日々の果てに、この技術が途と轍てつもなく恐ろしいものであることが分かった。それはこの『練成分解物質』を持った生物が、同時に生物兵器として実用可能であるという事実が出てきてしまったからに他ほかならない。

　国主はその技術を隠し、同時に真の意味での完成をさせる為ため、二人の青年を選び出した。

　それが兄アステイリアと弟ナギであった。

　この兄弟は両者卓たく越えつした知性を持ち合わせていた。二人の兄弟は国の研究機関で若くしてあらゆる研究に携たずさわっていた。それは国主がどちらに、『竜の血』を与えるか熟考する為ためでもあった。

　そうして国主は、長く二人の様子を観察し、弟ナギにこの『竜の血』と、神代から現在まで国が保有してきた聖遺物『竜りゆう槍そう』を与えた。本当の意味で、この竜の血を魔力回復に役立てることが出来るのは、ナギであると判断したのだ。

　竜の血をその身に宿すということ。

　それはナギの身体の中にある魔ま力りよく伝でん達たつ体たいを全て取り除き、そして代わりに竜の血と差し替かえるというものだった。

　魔力伝達体は魔法を使うこと以上に、転生に関かかわる重要な身体の小器官である。魔力伝達体を欠いて生きていくということは、つまり死ねば二度とこの世界に生まれてくることは叶かなわないということ。それでもナギは構わないと思った。これで世界が救われるのなら、これ以上争いが起きないのなら……この身一つでそれが叶かなうのなら。

　ナギという人間は、そう考える者であった。

　また国主は兄アステイリアを、そんな大きな秘密を抱かかえるナギを守らせるため、護衛の衛えい士しとしてそばに置いたのだった。

　アステイリアはこの民族に於おいては珍めずらしく血の気の多いところがある。元来から負けん気が強く勝負事には熱くなりやすい好戦的な性格をしていた。

　それ故ゆえに国主は彼かれに『竜の血』を与えることを躊ちゆう躇ちよし、ナギに白羽の矢を立てたのだった。

　しかしそんなアステイリアの好戦的な性格のおかげで、今ナギはこうして無事に国を脱出できたともいえる。

　そういった意味で秘密を抱えるナギと、彼を護衛するアステイリアの関係はよくバランスが取れていた。

　ただそれもこの瞬しゆん間かんまで。

　向き直ったアステイリアはナギに詰つめ寄よるように一歩、また一歩と近づく。

「なあナギ。その血があれば、生物兵器としてドラゴンが量産できる。そうすれば皆の仇かたきが討てるじゃないか！　なあっ！」

「……仇かたき討うち？」

「ああ、俺たちでドラゴンの軍隊を作って、それであいつらを倒たおすんだ！」

　ナギは口を噤つぐむ。

　そんなことが許されるのだろうか？

　憎にくしみと恩讐がぶつかり合い続ければ、きっと悪あしき結果に導かれる。そう思ったのはどうしてなのかわからない。だからナギはただ口を噤つぐんでいた。

　するとアステイリアは尚なおも力強く言う。

「悔しくないのか！　カイドラルド国のやつらは私利私欲でみんなを殺したんだぞ！」

　そう彼の言う通り、皆殺されていった。あの黒煙の下で今も死への苦痛にもがいているに違ちがいない。それでもナギは復ふく讐しゆうを是ぜと思うことはなかった。

「兄さん。俺たちの持つこの技術は、一つ間ま違ちがえればとても危険な物だ。だから俺は別の方法を考える。ドラゴンではなく魔力元素量を回復し、戦争を終わらせることのできる某なにがしかの方法を。それがみんなの意志だよ。みんな仇討ちなんて望んでいない」

　するとアステイリアは目にいっぱい涙なみだをため、怒いかり狂くるったように声を上げた。

「おまえまで俺の敵になろうっていうのか!?」

「違う！　そうじゃない……それにドラゴンを造っただけじゃ、敵かたき討うちなんてできない」

　顔を背そむけるナギの心の裡うちを読むようにアステイリアは目を眇すがめた。

「……『竜りゆう玉ぎよく』か？」

　その言葉にナギはハッとした。

　アステイリアが『竜玉』の事を知っているとは思わなかったからだ。

「ナギ……おまえは全てを伝えられている筈はずだ。国主がひた隠しにした、ドラゴンを操あやつることが出来る『竜玉』の造り方を」

　たしかにナギは『竜玉』の精製法を知っていた。

　その為ために聖遺物である竜槍を国主から下か賜しされたのだ。

　しかしナギは首を横に振ふった。

「知らないよ。俺は『竜玉』の造り方なんか聞いたことはない」

「嘘うそを言うな、知っているはずだ！　聖遺物を媒ばい介かいにして造りだすんだろ。それなら、ナギの持っている竜槍を使えば完かん璧ぺきな竜玉が造りだせるじゃないか」

「これはそんなことの為ために渡わたされた物じゃない。竜槍はこの国の宝だ。すべての聖遺物の大おお神かみである竜槍だけは、奪うばわれてはいけない。俺らはそれを守る義務がある。それが聖遺物と契けい約やくを結べる一族としての……そして生き残った者としての義務だ」

　するとアステイリアは顔を歪ゆがめ悪態をついた。

「それが何になる。もう国なんて滅びてしまったじゃないか！　俺は……嫌いやだ……あんな人間たちはみんな滅びればいい！」

　そうしてアステイリアは燃え盛る自みずからの国に目を向け涙した。

「ナギ……どうしてもおまえは、竜槍もドラゴンの造り方も教えない気か」

　その問いにナギは沈ちん黙もくで応こたえた。言葉にすることは今のアステイリアにはあまりに酷こくだったからだ。しかしアステイリアにとってはそれで十分な答えだったらしい。

「皆の意志を無む駄だにはしない。俺は人間を救済する道を行く」

「……兄さん……それは」

「おそらく、おまえが思う救済とは違う。人は死んでもまた人に生まれ変わる。身体の中を流れる魔力伝達体が、延々と人を人として転生させ続ける。そして転生する度たびに、この戦いの歴史は幾いく度どでも繰くり返かえされる。ならば、その輪から人を救済しなければならない」

「それはどういう……？」

「………こういうことだ！」

　瞬間、アステイリアは腰こしに差した二本の双そう剣けんを引ひき抜ぬくと同時にナギに向かって振りかざした。避よけようと思えば避けられただろう。しかしナギは、アステイリアの悲しみと絶望を目まの当あたりにしたせいか、反応が一いつ瞬しゆん遅おくれた。アステイリアの一ひと太刀たちは後ずさるナギの胸むな元もとを浅く斬きり付つける。彼のその無念をこんな形でしか自分は受け止められないのだと思った。

　浅く斬り付けられたナギの胸から血しぶきが迸ほとばしる。返り血を浴びたアステイリアは、ナギを鋭するどい目つきで見み据すえた。

「ナギ、おまえは俺とは別の道を行くというのだな？」

「兄さんが復讐にその身をやつすというなら、同じ道は歩けない」

　決然としたナギの態度に、アステイリアはそれ以上は何も言わず、ただ背を向けた。それが兄との別れを意味していることはナギにもよくわかった。

　だからナギもまたそれ以上は言わず、兄の背を見送った。

　どうか彼の行く末に幸さち多からんことを、そう願わずにはいられなかった。




　ナギはそれから西へ向かい、海の見える岩石砂さ漠ばくに隠れるように居を構えた。

　誰だれ一人ひとり訪おとずれることのない砂漠で、ナギは幾いく年とせも魔力量を回復させるための研究を続けた。

　時折、東の小国へと足を延のばすこともあった。クインティアは古くから行商人の通り道として栄える小国だった。ある日そこでアステイリアの噂うわさを耳にした。

　彼は今、カイドラルド国の魔ま法ほう技術省にいるのだという。実権の多くを握にぎる存在となり、何か新たな兵器の開発をしているのではないか、という話だった。

　アステイリアが元気で暮らしているのならと思う反面、ナギの裡うちには言い知れぬ不安もあった。彼が嘗かつて言っていた通り、もし復讐のためにカイドラルド国を利用しているのなら。そう考えると不安でならなかった。







第一章　竜神信仰掃討作戦







　壁かべに掛けられた灯あかりが、チラチラと光を放ち室内を映し出す。

　さほど広いとは言えないその一室の片隅にあるベッドに腰を下ろし、シェッセ・リハエルは天てん井じようを見上げる。

　現在シェッセは王立魔ま法ほう騎き士し団だんテューレ駐ちゆう屯とん所じよの一室に幽ゆう閉へいされていた。

　先日のミキハラタクト捕ほ縛ばくの件を境に、シェッセの身辺の状じよう況きようは一変した。ここに幽閉された理由は竜人ナギとの接せつ触しよくが長かったため尋じん問もんをする必要がある、というものだった。最高機密情報であるため、一いつ切さいの外部との接触を断たつ、というのがあちらの言い分だ。

　しかし現在に至るまで尋問など一切行われていない。

　ただこの一室に閉じ込められ、何もできず、何の情報も与えられず、己おのれの無力さを噛かみしめる毎日。

　話によると両親や教育係のジゼルが連日やって来ているらしいのだが、面会は叶かなわなかった。彼らが来た、という事実だけが伝えられ、それ以上でもそれ以下でもない対応が為なされたのだった。他者との面会謝絶など重罪人でもそうある事ではない。

　ここが牢ろう獄ごくではないとはいえ、その扱あつかわれ方は牢獄以下とも言える状態だった。

　しかしそれはシェッセが持つ情報が如何いかに危険であるか、という事を示し唆さしている。

　自分が知ってしまった事実。

　ミキハラタクトの秘密。

　国を揺ゆるがしかねない程ほどの大事。

　国家の存亡の危機にかかわる事の出来ない自分は、秘密厳守の為ために幽閉ということか。

　ふとタクトの顔がシェッセの脳のう裏りをよぎる。気が付くと目め頭がしらが熱くなり、涙が零こぼれだす。どんなに我が慢まんをしようとしても、それを止めることが出来なかった。

「……………タクト」

　彼の名を呟つぶやく。しかしその声はどこにも届くことはない。

　シェッセの目の前でミキハラタクトが捕とらえられ、カティナから彼の真実を知らされた。

　タクトが嘗かつて世界を震しん撼かんさせ、ドラゴンをこの世に放った竜人ナギの生まれ変わりであるという事実。

　ナギの生まれ変わりが王立魔法騎士団によって捕らえられ、検けん証しようの結果彼の持つ血が竜人ナギと同じドラゴンの血である、という事実が王都中に知しれ渡ったのはその次の日の事であった。既すでに前もって用意されていたかのようなスピードで国中にその事実は報道された。

　そしてシェッセは今、この閉ざされた小さな部屋の中で、彼の事を思い出しては泣きそうになる気持ちを必死で押しとどめる。それしかシェッセに許された自由は存在しない。

　――ボクには何もできないのかな……。

　自分の無力さをこれほど痛感することはなかった。タクトが竜人ナギの生まれ変わりだったとして、嘗かつて世界を恐きよう怖ふに陥おとしいれた者の魂たましいを持っていたとして――そのことでシェッセの気持ちは変わる筈はずがなかった。

　この僅わずかな日々の中で、シェッセが彼から与えられた多くの気持ちは、そんな過去の魂一つで推おし量はかれるものではない。彼と出会わなければ、自分はもっと卑ひ屈くつな気持ちを押し殺ころしながら、ただ無理をし胸を張って、切れてしまいそうな精神を繋つなぎ止とめながら生きていたに違いない。こんなにも簡単に涙を流す、弱くて強い人間にはなれなかったに違いない。

　この数日間の幽閉。その中でシェッセがたどり着いた答えは、はっきりとタクトのことが好きだという気持ち。それはどんな事実を前にしても、揺らぐ気持ちではないという自信。

　だからこそ、ここから出て彼の為ために動きたかった。

　シェッセは涙を拭ふき、顔を上げる。

　部屋の窓は嵌はめ殺ごろしで開閉することは出来ない。ドアの外には隊士たちが何人も見張りをしている。少なからず今の自分は、重要参考人なのだ、かなりの人数がいると思って間違いない。

　――ここから出るんだ……タクトに、もう一回、会うんだ。

　シェッセは必死で部屋の中を見回した。




　　　　※※※※




　カティナ・イシュルダールは王立魔法騎士団庁舎の正門を、多くの貴き賓ひんや騎き士したちと共に列をなして潜くぐっていた。

　その顔ぶれたるや、他の高位騎士たちですら平へい伏ふくする錚そう々そうたるものだった。最高指揮官士将を筆頭に、王室執しつ行こう士官、騎き士し団だん内務部官士将、騎士団外務部官士将が居並び、そして中央には現ノルフ国王、そして第一皇子から第三皇子までが高位騎士たちの護衛を受けながら入庁したのだった。その最後方がウィリー・ウォーレンとカティナであった。

　騎士団庁舎に所属する全ての騎士が出で迎むかえ、膝ひざをつき頭こうべを垂たれた。

　カティナはその中にガランとリタの姿を探した。しかし二人の姿を見つけることは出来なかった。スサの一件以来、あの竜りゆう伐ばつ騎き士し二人とは顔を合わせることも出来なかった。それはカティナが知ってしまった事実が故ゆえにである。

　竜人ナギに関わる事実。そしてアステイリアに関わる事実。それはあまりに重要なことであり、外部との接触を著いちじるしく制限されざるを得ないものだった。

　入庁し緊きん急きゆうの会議場にされた大集会室へとやってくると、カティナは下座に着いて深呼吸をした。

　するとノルフ国王が、鋭するどい視線でその場にいる全ての者を見み据すえた。

「前置きはよい。事は逼ひつ迫ぱくしておる。まず議題、結論、対策を申せ」

　すると騎士団最高指揮官士将が立ち上がる。

「竜人ナギの生まれ変わりの捕縛成功に伴ともない、歴史的事実の隠いん蔽ぺいされた部分が解明されました。そのことにより、竜りゆう神じん信しん仰こうが目的とすることが明白になっただけでなく、近く彼かの者等らが行動に移す可能性が示し唆さされました。それについて、ウィリー・ウォーレン内務部大たい佐さから議題と対策をお話しいたします」

　すると下座で椅い子すを引き、ウィリーが立ち上がる。カティナもそれに続いた。

「儀ぎ礼れい挨あい拶さつを省略することをお許しください。これから話す事実を申すためには、事前情報が重要になります。そこで必要となる参考文ぶん献けんがこれです」

　そう彼が言うと同時に、横にいたカティナは一冊の書物を取り出す。

「王家の宝物庫にあった『竜人ナギの手記』です」

　するとノルフ国王が睨にらみ付けるような鋭い視線をこちらに向けてきた。

「何故なぜ貴様がそれを持っている？」

　本来決して表に出てはならない王家の所蔵物。それを一いつ介かいの騎士でしかないウィリーが持っている事を王は咎とがめていたのだ。

「お待ちください」

　その追つい及きゆうを断ち切きったのは、ノルフ王国第三皇子ラクラス・ラフィ・ノルフであった。

「発言、ご容よう赦しやください。それは自分の一存で、ウォーレン大佐にお渡ししました」

「ラクラス、貴様は私の断りもなく王家の宝物庫の財産を持ちだしたというのか？」

　するとラクラスは悪びれる様子もなく頷うなずく。

「はい、しかしこの書物の秘密を解き明かす事が出来るのは、ウォーレン大佐をおいて他にございません。そう判断できた故ゆえに、私は彼にこの宝物を下か賜ししたのです」

「それがどういうことか、わかっておるのだな？」







[image: ]







「はい、勿もち論ろんです。その結果、竜神信仰掃討作戦がこうして発案されたのだと、そう確信しております」

　笑うようにあっけらかんと言うラクラス皇子に、王は頭を抱え首を振った。

「………わかった、もういい。……続けろウォーレン大佐」

　気を取り直したように王は再びその鋭い眼光をウィリーに向ける。

　しかしウィリーはそんな王の威い圧あつにも動じずに話を続けた。

「王の遺い憾かんの意、しかと受け止めてございます。王家の財産の持ち出しへの言げん及きゆう、並びに処しよ罰ばつは後ほど厳正に受けるつもりです。ただその前にご説明しておかなければならないのは、この書物に記された事実についてです」

「言ってみろ」

「はい。まずドラゴンについてです。この竜人ナギ、聖竜伐騎士アステイリアが生きた時代以前には、ドラゴンは存在しませんでした。これはアステイリア神話23章に同じです。ではドラゴンはどこから来たのか？　その答えは、この時代にあった社会問題にあります」

「社会問題？」

　ウィリーは書類の一番上の一枚を掲かかげ、みなに見るように促うながす。

「現在の最先端魔法医い療りようの一部……練成式切除術や練成臓器などはこの当時使われていた魔ま法ほうの技術です。この当時、魔法文明は最さい盛せい期きを迎むかえていた。しかし最盛期を迎えた魔法文明は最大の問題に当たることになります。それが魔力元素量不足です。空気中に現存する魔力元素が使用量に対して不足を始めた。結果、多くの土地を所持する国ほど現有できる魔力の量が多くなるという事態を生んだ。その為ための魔力の獲とり合いの戦争が、この頃ころ盛んに行われていました」

「国同士で戦うというのか？」

「はい、その通りです」

　現在の状況からでは到とう底てい考えられない話だ。もちろんそれは王都セントウッドの北西にある霊れい樹じゆの森が、絶たえず大量の魔力元素を国内に供給してくれているからである。

　実際に今でも魔力量が少なく、魔法技術が発展していない国もあるが、それでも争いの火種となるほどの大きな差は存在しない。

「このナギが住んでいた国も、そんな小国の一つでした。ナギが住む国は魔法技術に特化した国だった。この世界の魔力元素量不足を憂うれい、どうにかする為ための技術を研けん鑽さんできるほどに卓越した魔法技術を有していた」

「どうにかできるというのは？」

「みなさんも魔法をお使いになるのならご存じでしょう。魔法は空気中の魔力元素を練成し、様々な事象に変化させる行こう為いです。では練成された魔力元素はどうなるか？」

「非魔力元素に変へん換かんされる」

　騎士の一人が返した答えにウィリーは徐おもむろに頷うなずく。

「その通り。その非魔力元素を分解し元の魔力元素に戻もどす為ために最適な物、それが練成分解物質……つまりドラゴンの持つ、あの能力なんです」

　すると王はそれに訝いぶかしむような視線を投げて寄よ越こす。

「待ち給たまえ。では何か？　君はドラゴンが魔力元素の回復に使われるために造りだされたというのか？」

「まさにその通りです。それが本来ドラゴンがこの世に生を受けた理由なのです。しかし皆みな様さまも知っての通り、ドラゴンはあの強きよう靭じんで鋼のような肉体を持ち合わせている。もしこれを操ることが出来たのなら、これほどの軍事力はないと言えるのではないですか？」

　その場にいた者たち全員が黙った。皆考えていることは同じなのだろう。間違いなくドラゴンを自由に扱うことが出来たのなら、これ以上ないほどの軍事力となる。

「アステイリア神話の時代、小国同士の戦争が長く続いていた。この軍事力を取ることが出来れば、魔力元素を得ることも出来、一石二鳥。そう考えたのが現在の『竜りゆうの巣す』と呼ばれる場所に国を置いていたカイドラルド国です」

　神話上にのみ、その名が挙あがる幻まぼろしの国カイドラルド。現在の竜の巣周辺がその候補地として挙がっているものの、ドラゴンの発生率の多さからその学術調査は為なされていない土地。

「このカイドラルド国はドラゴンの開発を推おし進すすめていました。そしてカイドラルドは自らが造りだしたドラゴンによって一夜にして滅ぼされた。その原因は、おそらくこのナギの手記にあるドラゴンを操る事の出来る宝具『竜りゆう玉ぎよく』の精製に失敗したからではないかと思われます」

　皆が口々に『竜玉』の名を呟いた。無理もない。初めて聞かされるその宝具の特性はとんでもないものだったのだから。

「この竜玉はドラゴンたちの制せい御ぎよ装置。つまり竜玉を持つ者は、全てのドラゴンを意のままに操ることが出来る………さて、そこでもう一つ。この竜玉の精製法ですが、ナギの持っていた魔ま装そう器き『竜槍』を媒ばい介かいにして造られているそうです。竜槍と竜玉は同位の物であるということ。二つが揃そろって初めてその効果を発揮するものなのです。そしてそのドラゴンを操る宝具『竜玉』を手中におさめることこそが、かの竜神信仰が掲かかげる最終目的なのです」

　その場にいた全員がざわめいた。竜神信仰の経きよう典てんなどからも、その目的が穢けがれた人類を浄じよう化かする、という概がい念ねん的てきな物しかわかっていなかった。しかしウィリーは具体的な目的を提てい示じしたのである。

　するとノルフ国王は静かにウィリーに質問を投げかけた。

「して、その竜玉はいったいどこにある？」

「それが一番重要になります。このナギの手記にある通りだと、竜玉を構成する基本構造は、ドラゴンの身に宿るあの竜仙華カラフと同じであるそうです。そしてこの竜玉を媒介にドラゴンを精製した場合、途と轍てつもなく巨きよ大だいで狂きよう暴ぼうなドラゴンが精製されてしまうという」

　誰もが口を挟はさむことが出来なかった。脳裏に浮うかんだドラゴンは、神話の中に登場する、あのドラゴン以外考えられなかったからだ。そしてその場にいる者の考えを代弁するかのように、ウィリーはそれを口にする。

「つまり……それが終マダル焉・ジユのーウ竜ルカです。世界を終わらせる唯ゆい一いつ無む二にの竜。竜神信仰の最終的な目的は終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを呼びだし、『竜玉』を手にいれ、そしてすべてのドラゴンを操り人類を滅ぼすこと。……現在私の調べによれば、それはもう最終段階に来ています」

「……既すでに竜神信仰は、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを復活させる算段を整えていると？」

「そう考えてもらって結構でしょう。提示できる証しよう拠こ品ひんがないのが心苦しいところではありますが、ここ数カ月にわたる竜神信仰の動きから推すい察さつするに、竜神信仰は既すでにこの王都内に終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを降ろすための幾いくつかの鍵かぎを運び入れている筈はずです」

　緊きん張ちように包まれた空気の中、国王が静かに尋たずねる。

「鍵とは？」

　水を打ったような静せい寂じやく。全ての視線がウィリーに注そそがれていた。

「終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは神話によれば異界に封ふう印いんされています。そのドラゴンを呼び出す為ためには、巨大な異界への扉とびらを開ける必要が有る。ただそれは通常の人間では不可能。しかしそれをできるものがある。それが朱竜イチカと翠竜トカカという二に対ついのドラゴンです。竜神信仰はこの二対のドラゴンを召しよう喚かんするため、大量の竜仙華カラフを王都内に運び入れている可能性が極きわめて高いと考えております」

　あまりに恐ろしいその事実に、誰もが耳を疑い頭を抱えた。この事態を他に予想できた者がいただろうか。広大な王都内で起きる事案から、その事態を予見することが出来たのは、やはりウィリーを置いて他にはいなかったに違いない。

「しかしそう悲観する必要もありません。竜神信仰の活動が活発になった結果、彼らのアジトがほぼ割れた、という事実をお伝えしなければならないでしょう」

　驚きよう愕がくに目を剥むく幹部たちを前にウィリーは鋭い視線を投げかけた。

「現在当方の調べにより、竜神信仰のアジト21カ所全てをリストアップしました。それがお手元の資料になります。現在までこの調査結果を皆様にご報告しなかったのは、情報漏ろう洩えいを完璧に防ぐため。そしてこの事実を公開したのは、この機を除いて竜神信仰を一いつ掃そうするチャンスはないと確信したためです。王立魔法騎士団全勢力を以もつて、竜神信仰掃討作戦を提てい議ぎします！」

　場が静まり返った。決して声など荒あらげないウィリーの有う無むを言わせぬ言葉に、誰もがそれ以上の何かを言えなかった。

　ただノルフ国王だけが大きく息を吐つき、そして立ち上がった。

「相あいわかった。ウィリー・ウォーレン、現刻より火急の事態に対し、そなたに竜神信仰掃討作戦の指揮全てを一任する。王立魔法騎士団の全勢力を以もつて竜神信仰の掃そう討とうに努めよ」

「はっ、そのお言葉ありがたく拝領いたします」

　その後、予あらかじめウィリーが用意した掃討作戦の建案書が提示され、一切の異論が出ることもなく会議は幕を閉じた。それはウィリーの書きだした布ふ陣じん、時刻の調整、その全てが完璧だったからともいえる。ウィリーが出したプランに口を出しても、それ以上のプランを提示できる者など誰もいなかったからだ。

　一刻を争あらそう事態、それも王都始まって以来の大捕り物である。これを機に竜神信仰を一掃できる。その可能性に騎士たちの顔は引き締しまっていた。

　そんなウィリーとカティナが書類を片付け、席を立とうとしているところへ、王族の一人がやってきた。

　それは先ほどウィリーの発言をフォローしたラクラス皇子だった。

「素す晴ばらしい演説だったよ。僕も君のプランには物申すところはさすがに見つからなかった」

　するとウィリーは慇いん懃ぎんに礼をし謝しや辞じを述のべる。カティナも深々と礼をしながら二人の様子を窺うかがった。

「お褒ほめのお言葉、痛み入ります。それもこれも、みな皇子のお計らいによるものです」

「僕はあの書物を君に渡したに過ぎない。それ以上もそれ以下もない。ただ一つ気になることがあるのだが、質問をさせてもらっていいかな」

「はい、なんなりと」

　すると皇子はウィリーの用意した書類をだし、付ふ箋せんのついたところを指した。

「このオルファン地区とイオ地区の二カ所なんだが、突とつ入にゆう隊の数が少ない気がする。これは大だい丈じよう夫ぶだろうか？」

　するとウィリーは顔色一つ変えず即そく座ざに返した。

「拠きよ点てんの数が多いことが問題としてあります。それを平均化すれば、逆に危険を招く結果となりましょう。人員の配置に於おいては最も危険な拠点に対し多く配しました。そう言った意味ではアルム地区、カラカス地区が外部からの流入がしやすく、多くの竜神信仰が戦せん闘とうに対する準備を整えやすいと考えております。なのでこれらの地区に人員を多く配し、それ以外の地区は少なめに配しました」

「なるはど、言われてみればそうだ。うむ、納なつ得とくがいった。すまなかった、門もん外がい漢かんの余計な口出しはやはり無用だったな」

「いいえ、何かありましたら、またなんなりとご質問ください」

「ああ、そうさせてもらう」

　皇子は変わらぬ快かい活かつで利発な笑えみを返し、その場を去って行った。その背を見送るウィリーにカティナは語りかけた。

「ナギの手記はラクラス皇子から拝はい借しやくしたのでしたね」

「ああ、彼は我々の協力者だ。おそらくこの国で最も過去の歴史や現在の政治的状況に造ぞう詣けいがあるといえる。頭の固い老人たちではこうはいかなかったろう」

　たしかに王家の人々は格式ばった儀ぎ礼れいや、昔ながらの風習に固こ執しつするところがある。それでいくとラクラス皇子のあの柔じゆう軟なんな姿勢は王家の人間に於おいては珍しいとも言えた。

　こうして全ての算段が揃そろい、後は竜神信仰の掃討作戦を決行するのみとなった。

　するとウィリーは徐おもむろに厳重に封ふうがなされた分厚い書類の入った封ふう筒とうを出してきた。

「そうだカティナ。これを君に預かっておいて欲しい」

「……これは？」

「今は必要ない。いずれ使うことになる物だ。保管しておいてくれ」

「かしこまりました」

　ウィリーはそう言い終えると足早に去って行こうとする。

　受け渡された封筒を手に、カティナはあることが頭の中を埋うめ尽つくしていた。

　もしそれを上司であるウィリーに懇こん願がんしたとしても、到とう底てい承しよう諾だくを得られるものではない。喩たとえその希望を口にしても一いつ蹴しゆうされるのは目に見えている。それでもカティナはそれを言わずにはいられなかった。

「………ウィリー様」

「なにかね？」

「お願いがあります」

　そんなカティナに、ウィリーは変わらぬ表情のまま、ただ真意を読み取るかのような視線を傾かたむける。一いつ瞬しゆん物もの怖おじするも、それでもカティナは声を振り絞しぼった。

「シェッセ・リハエルと、僅わずかで構いません。話す猶ゆう予よをいただけないでしょうか？」

　ウィリーは一切表情も変えずカティナの目を見た。まるで全てを見み透すかしたかのように、その目はジッとカティナをとらえていた。




　　　　▼　▼　▼




　リデュア地区の南なん端たんにある小屋の一室で、グレン・フォワードは時を待っていた。教主アステイリアからの命令が下るその時を、ただまんじりともせず息を殺して待つ。

　静かに呼吸を繰り返し、グレンは彼の教えを思い出だす。

『人間はね、放っておくといつも勝手に殺し合うのさ。どうしてかはわからない。捕ほ食しよくの為ためではなく、ただ殺し合いをする』

　現在のセントウッドを始めとする各都市や国の間で、アステイリアが語るような戦争が起こることはない。それはドラゴンという強大な敵があるからだろう。しかしグレンはアステイリアの言う「人同士が争い合う」ということに、ひどく共感するものがあった。

　それは彼が長く王立魔法騎士団を勤め上げたことに理由がある。

　騎士団の仕事はドラゴンを討とう伐ばつすることのみではない。国内で起こる犯罪の取とり締まり、少数民族同士の紛ふん争そう、宗教的衝しよう突とつ。そういったあらゆるものを治め、治安を守る事も騎士団の仕事だった。

　そしてグレンは、そんな民族同士の紛争や、宗教衝突を止める為ために尽じん力りよくしてきた一人だった。そんな人と人の諍いさかいを長く目の当たりにしてきた彼は、人同士の争いに対して常に疑問を感じていた。

　ドラゴンという人類を脅おびやかす存在が、都市の外にはうろついているのにも拘かかわらず、人は安全な城じよう壁へきの中に入った途と端たん、新たな敵を作りだし戦おうとする。

　どうしてそんな醜みにくいことをするのか。それをすることに意味はあるのか。何故なぜ、自みずから滅ほろびへと向かうような行動に出るのか。

　疑問を脳内に抱えながらも、連日の激務に身を委ゆだね続け、その答えを出そうとすることはなかった。そんな時にグレンは竜神信仰に関する書物に触ふれる機会をもった。捕縛した教徒から押おう収しゆうした経典を燃やすように命令を受け、興味本位にページを捲めくってしまった。

　最初に目に飛び込んできたのはこんな一節だった。

『人は生まれながらに穢けがれた存在である。僻ひがみ嫉そねみ、殺しあう。穢れた人間は、自おのずと滅びに向かい歩き始める。穢れは滅びに依よって漱すすがれる』

　極論だと思い鼻で笑った。こんな横暴な理論はない。そう思い本を閉じた。

　そうしてグレンは竜神信仰の経典を焼き捨て、再び日々の忙いそがしい任務へと埋まい没ぼつしていった。

　その時はそんな竜神信仰の言葉などすぐに忘れていた。

　それなのに、事あるごとにその言葉がグレンの脳裏に甦よみがえった。

　例えば隣りん人じん同士の諍い。

　例えば宗教同士の紛争。

　例えば民族同士の抗こう争そう。

　そんな人間同士がいがみ合う姿を目の当たりにするたびに、グレンの中にはあの言葉が閃ひらめいた。同時にずっと胸の片かた隅すみに追いやり、誤ご魔ま化かし続けた疑問が膨ふくれ上あがっていく。

　――どうしてそんな醜いことをするのだ。

　答えようのない疑問に、シンプルな極論はすっぽりと心の溝みぞを埋うめてくれた。

　そんな極論に身を委ゆだねてみたい、そう思い始めている自分がいた。

　気が付くとグレンは竜神信仰へとどんどん傾けい倒とうしていったのだった。

　ふとそんな過去を述じゆつ懐かいし、笑いたい気持ちになった。

　人の命の大切さを説くよりも、人の無常さを説くよりも、生まれながらに悪あしと言われた方がしっくりとくる。

　そして今、アステイリアが言っていたことが真実であるかどうか試ためされる時なのだ。

　汚けがれた人間を浄化するための滅びに、神は導いてくれるのかどうか。

　人の世の終わりを目に焼き付けられるのなら……。

　そう考えながら、また時を待つために、グレンは静かに呼吸を始めたのだった。




　　　　※※※※




　カティナは竜神信仰掃討作戦を前に、慌あわただしくなった王立魔法騎士団庁舎の中を駆かけずりまわっていた。全すべての布陣を確かく認にん。一いつ斉せいに襲しゆう撃げきを掛かけるプランは綿密に構成されているが、その中にほんの僅わずかでも間違いがあってはならない。

　ウィリーの立てた作戦に抜かりは一切ないように見える。だからこそ、その中に穴がないか確認する事が最も重要となる。

　そんなウィリーの作戦を一番理解している人間は、現在のところカティナ一人となっている。それもあって外部、他者への接触が極限まで規制されていたのだった。

　だが今はこの慌ただしさに紛まぎれ、他者との接触が僅わずかばかり可能になる。監かん視しの目もこの状じよう況きよう故ゆえに薄うすくなっていた。今、この機を除いて、カティナが自由に動くことは出来ない。

　カティナは大量の書類を手に、廊ろう下かを早足に駆けた。

　目的の人物。その人がいるであろう練兵所へ行く。

　すると緊急の待機場所となっている練兵所では、一つの小隊がこれから始まるであろう事態に対し、念入りな武器の手入れを行っていた。

「すまん、クローディアス・フォンブラウンはいるか？」

　カティナの呼び出しに、小隊長クローディアスが立ち上がりこちらにやってくる。その後ろについてきたのは、副隊長のターニャ・レインだ。

「ああ、なんだ？」

「忙しいところすまん。少し時間をくれないか？」

「いや、俺おれたち小隊は、今作戦で手て薄うすになっている庁舎の警備だ。掃討隊ほど忙しいわけではない。構わない、なんだ？」

　相手に緊張させぬように気を遣つかってくれているのか、クローディアスの口調は落ち着いていた。

「これから話すことは君たちにしかできない。もし……もしものことがあった時には、どうか力を貸してくれないだろうか」

　それを聞いたクローディアスはカティナのただ事ではない雰ふん囲い気きを察したのか、緊張した面おも持もちになった。

　カティナは覚かく悟ごを固める。そして、ある密談をクローディアスに話していった。




「…………話は分かった」

　カティナが話し終わると、クローディアスは腕うでを組み難しそうな顔をする。

　一方、横で聞いていたターニャは憤ふん怒ぬの表情でカティナに対し語気を強めた。

「そんなことできるわけないじゃないですか！　いくらカティナ様のお願いだって、それは聞けません！」

「……………」

「それじゃ……それじゃ、まるで騎士団を裏切れって言ってるような物じゃないですか！」

　そう、カティナがクローディアスに願い出たことは、結果的にそうなるに違ちがいない。予あらかじめそう言われることは予測していた。いやむしろ勝算がなかったと言った方がいいかもしれない。それでも今、自分に出来ることは全てしておきたかった。

　しかし結果は今の副長ターニャの激げき怒どの度合いでもよくわかる。

「命令ならまだしも……それはカティナ様の個人的なお願いでしょ」

「そうだ。だから強制するつもりはない。君たちの判断に任せる」

　カティナがそう言うと、ターニャもそれ以上責めることが出来ず気まずそうに目を逸そらす。

　クローディアスだけが腕を組んだまま、

「カティナの言うことはよく理解したつもりだ。しかしな……」

　そう言って顔を上げ緊張を漲みなぎらせる。

「もし、カティナの提案通りに我々が行動すれば、その瞬しゆん間かんに俺は騎士ではなくなる。騎士としての名めい誉よ、誇ほこり、その全てを擲なげうつことになる」

　何も言えなかった。カティナがクローディアスに願い出たことはそういうことなのだ。

　クローディアスは踵きびすを返すと、自らの小隊の隊士たちに目を向ける。

「俺は騎士だ。王都７００万の民を守る王立魔法騎士団だ。だから、どんな理由があろうと、カティナ………おまえの申し入れを呑のむことはできない」

　カティナは、ただじっと黙だまってクローディアスの言葉を聞いていた。

「それでもカティナの感情を無む碍げにすることはしない。この話は聞かなかったことにする。すまんな、俺はやはり騎士なんだ。どうしてもその話だけは聞き入れられない。……喩たとえリハエルの為ためであっても」

　クローディアスはそれだけ言うと、カティナに背を向けターニャと共に小隊に戻って行った。




　　　　○○○○




　王立魔法騎士団庁舎地ち下か牢ろうで、ミキハラタクトは鉄てつ格ごう子しの中で鎖くさりに繋がれていた。刺さされた脇わき腹ばらの傷がまだジンジンと痛む。

　応急処置は為なされたようだが、あくまで生かさず殺さずといった様子だ。鎖に繋がれた身体には力が入らず、手て枷かせに自らの体重を預ける。

　浅く息をしながらタクトは脳裏にシェッセの事を思おもい浮かべた。

　自分がナギの生まれ変わりであることを彼かの女じよが知り、何を思っただろうか。

　少なからずショックだったに違いない。

　それを思うとやるせない気持ちになる。

　いっそのこと、もっと早く真実を告げるべきだったのだろうか、とも思う。

　しかし真実を告げたとして信じてもらえるか、というと甚はなはだ疑問だ。ただはっきりしているのは自分の取った選せん択たくで、シェッセにあんな涙なみだを流させてしまったということ。

　ベストだと思って選択したことが裏目に出ることもある。しかし自分が取った行動がもしかしたら一番彼女を傷つける結果になってしまったかもしれない。そのことだけが悔くやまれてならなかった。

　自分の意思とは別の場所で、『運命』というものが動いている。そしてそれにシェッセが巻き込まれることになれば、選択の余地などなくこの事実を知ることになる。

　その結果が彼女のあの涙なのか、と思えばやはりタクトの胸は痛んだ。

　ふと竜りゆう槍そうの言っていた言葉が頭を掠かすめる。

『天と地の間に時の力が満ちれば、自おのずとニキッシュの血は動かざるを得なくなる』

　そういうことなのだろうか？　もしそうだとすれば、自分の前世のニキッシュというのは、ずいぶん意地がわるい。もっとやさしく教えてくれてもいいじゃないか。

　そう思いながらも、決してそうではないことをタクトは知っている。

　ナギ・ニキッシュという男が、心の底からシェッセ・ルシーニアという女性を愛していたことを、情報としてではなく心で理解している。

　あの時、竜槍が自分に見せた光景。

　それがすべてだった。あの光景で何もかも理解した。自分はシェッセという少女に出会う為ためにこの世界に呼ばれ、幼少の日々を過ごし、師し匠しようと暮らし、そして肉屋で働いていた。

　そして本当にルシーニアの生まれ変わりであるシェッセ・リハエルが自分の家を訪ねてきた時、タクトは心の底から驚おどろいた。驚いたと同時に、何も知らない彼女にどう接していいのかわからなかった。ナギとして接することは、ルシーニアの過去を知らない彼女には無理である。

　だからタクトは、ナギではなくミキハラタクトとして――そしてシェッセはルシーニアではなくシェッセ・リハエルとして、互たがいに接した。

　彼女が今抱かかえているもの。彼女が今そこにいる理由。彼女が胸に抱いだく夢。

　そんな彼女の言葉に耳を傾けた。彼女の幸せを願いながら、ただ彼女の声に耳を傾けた。

　シェッセと過ごす毎日は、遠い幾いく星せい霜そうの過去を忘れてしまいそうになるような日々だった。それはもしかしたら当たり前の事だったのかもしれない。なぜなら、ナギもルシーニアも、時の果てで、こんな生活を夢見ていたのだから。

　そんなタクトの思考を遮さえぎるかのように、コツコツと階段を下りる誰だれかの靴くつ音おとが聞こえた。

　誰だろうかと僅わずかに顔を上げると、そこには先日自分を刺した長身の騎士の姿があった。

「やあ、どうも。ミキハラ君」

「……………」

「そんな睨にらまないでよ。そりゃ、怒おこるのも無理ないけどさ、僕ぼくだって命令で仕方なくやったんだから」

　ヘラヘラと笑う長身の騎士。

「僕はフューゴ。フューゴ・シェーンヴェルグだ。よろしく」

　そう言って右手を差し出すが、鎖に繋がれているタクトを見て、「あ、無理か」と呟つぶやく。すっとぼけているのか、それとも嫌いや味みでやっているのかその表情からは判断が付かない。

「ねえ、ミキハラ君。実はね、ちょっと聞いておきたいことがあってね。……ミキハラ君は結構強いはずなのにさ、この前はあっさり僕の攻こう撃げきを食くらっちゃったよね」

「………それがどうした？」

「あれってやっぱリハエル君に怪け我がさせないため？」

　何も答えるつもりはなかった。答えてどうにかなる問題ではない。

　フューゴはやれやれと嘆たん息そくしながら首を横に振ふる。

「なんかそういうのやだなあ」

「なにが？」

「やっとまっとうに強い人間が現れたってのにさ、本気で戦ってくれないことほど失望することってないよ。ドラゴンってやつはさ、そりゃ強いよ。上位一級種なんかに至いたっては、僕だって結構苦労するんだから。でもさ、それはやっぱドラゴンだからだよ。いくら戦っても、違うものと戦っているんだ。人間じゃないモノ。そんなモノに勝っても全然嬉うれしくないんだ。やっぱり本当に強い人間に勝たなきゃさ、それって意味なくない？」

「言ってることの意味が解わからねえよ」

「だからさ、これが終わったら僕と本気で戦ってくれって話だよ」

「………これが終わったら？」

　タクトの質問にフューゴは一いつ瞬しゆん、しまったという顔をした。

「どういうことだ？　なにをしようとしてる？」

　視線を逸そらしたフューゴは困ったような顔をしながら咳せきばらいをした。どうやら嘘うそは苦手な性た質ちらしい。

「あー……その、よくはわからないよ。全部ウィリーのやつの頭ん中で動いてるから。ただ、まあ結構な大おお事ごとではあるらしいけどね」

　その言葉で、タクトの脳のう裏りにシェッセの顔が過よぎる。

「おい、シェッセは？　あいつはそれに関かかわってるのか？」

「知らないよ」

　そう言ったフューゴが嘘を吐ついているようには見えない。本当に何も知らないのだろう。だからこそタクトは不安になった。シェッセが騎士団に利用されないか、ただそれだけが心配でならなかった。

　そんなタクトの心配をよそに、フューゴは話し続ける。

「まあそんなことはどうでもいいんだ。それより僕と本気で戦ってくれって話さ。それで殺されても僕は構わない。それは君が僕より強いっていう証しよう拠こだ」

　楽しそうに語るフューゴに、タクトは大きな溜ため息いきを吐ついた。

「………断る」

　そんなタクトの言葉に、フューゴは幾いく分ぶん鼻白んだような顔をした。

「なんで？」

「俺は食うもん以外は狩からねえ。そんで俺はお前を食いもんにするつもりはねえ」

　するとフューゴはこれ見よがしに溜息を吐ついた。

「はあ……白けるなあ、そういうの………やっぱり肉屋か」

「ああ、肉屋だ」

　つまらなそうな顔をするフューゴに、タクトは笑いながら顔を上げた。

「俺はただ、働いて、飯食って、寝ねるだけだ」

「それっておもしろいの？　働いてご飯食べて寝るだけなんて、そんな人生で生きてるって思えるの？」

「腹が減るまで働ける、腹八分目の飯が食える、明日のこと考えながら寝られる。そんだけできれば十分だ。それ以上なんて望んじゃいねえ」

　そんなタクトの返答にフューゴは心底失望したような顔をした。

「君………つまんないな」

　興味を失ったような目をするフューゴにタクトは笑って返す。

「おまえもな」

　しかしフューゴはそれ以上何も言わず、タクトに背を向けるとそのまま去って行ってしまった。

　その姿が消えると、再びタクトの頭に浮かんでくるのは、やはりシェッセの事であった。




　シェッセは必死で外へ出る方法を考えていた。強行突とつ破ぱも武器を持たない今の自分には不可能だ。もちろん魔ま法ほうだって使えない。喩たとえ魔法が使えたとしても、この室内は魔ま力りよく障しよう壁へきが施ほどこされている。並なみ大たい抵ていの魔法では壁かべはおろか窓ガラスすら割ることは出来ない。

　万ばん策さく尽つきてもなおシェッセは頭を捻ひねり、部屋の中をウロウロとする。タクトのことが気がかりだった。あれほどの傷を負っている。ちゃんと処置をしなければ命にだってかかわる。

　そんなシェッセが幽ゆう閉へいされている部屋のドアがノックされた。

「入ってもいいかな」

　その声にシェッセはハッとした。カティナの声だった。

「うん、どうぞ」

　そう答えるとドアの鍵が開く音がし、そしてカティナが姿を現した。

　彼女の周りを幾人もの頑がん強きようそうな騎き士しが取り囲み、最さい後こう尾びには駐ちゆう屯とん所じよの所長までが随ずい行こうしていた。

「すまないシェッセ。こんなに大勢で押おしかけるようなことをして」

　そう言う彼女に、シェッセは首を横に振り、大だい丈じよう夫ぶという意思を伝える。するとカティナはハンカチを取り出し、それを椅い子すの上に敷しき腰こしを掛けた。

「本当にすまない。こんな仕打ちを止めることが出来なかった自分が恨うらめしいよ」

　悔くやしそうにそう言うカティナにシェッセは再び首を横に振った。

「仕方ないと思ってる。それよりもタクトは？　タクトは無事？」

「ミキハラは死んではいない。ちゃんと傷の処置は為なされている」

　それを聞きシェッセがどれほど安心したことか。大きく安あん堵どの息を吐つき、また泣きそうに目を潤うるませてしまった。しかし今は自分が泣いている時ではない、と心を奮い立たせる。

「それでタクトはどうしてるの？」

　その質問にカティナは少し困ったような顔をした。

「今、私は重要な任務に就ついていて発言一つ慎しん重ちように扱あつかわれる立場になってしまった。だからシェッセにこれ以上の情報は与あたえられない」

　そう言うカティナの後ろで、随行していた騎士たちが目を光らせている。おそらく彼かれらはカティナの行動を窺うかがう内務部の監視士なのだろう。

　シェッセはコクリと頷うなずき、彼女の今抱える激務の様子を慮おもんぱかった。カティナはそれを察したのか薄く笑みを浮かべた。

「今回の事、私はどんな言葉を君に掛けていいのか正直わからない。親友である君の力になれない私を責めてくれてもいい」

「ううん、そんなことはない。ボクは自分にできることをしたい。そう思っているだけ」

「そうか、それを聞いて安心した」

　カティナは顔を綻ほころばせる。

「君は君の思った通りに動くといい。私はそれを言いに来たんだが、わざわざ私がそれをいう必要などなかったようだ。やはり君は強いな」

　彼女はやさしく笑みを浮かべ、コクリと小さく頷うなずいた。するとカティナの後ろに控ひかえていた監視士が口を挟はさむ。

「カティナ様、今の発言は重要人物を刺し激げきする行動です。お取り消しになるか、その理由を述のべた上で他意の無い説明を彼女に伝えるべきかと……」

「今の発言のどこに問題がある？　彼女に少しでも元気になってもらうことに、どんな弊へい害がいがある？」

「……それは」

「問題だと思うのならば今の会話を一言一句違たがわずウィリー様に報告しろ。その上でまだ問題があるというのなら直接私がウィリー様と話す。なによりシェッセがこの部屋から出られるほどここの警備は手薄なのか？　廊下を埋うめ尽つくすように立っている騎士たちはハリボテか？」

　するとテューレ駐屯所所長が遺い憾かんな顔つきで口を挟はさんだ。

「そんなことはございません。なにより武器も持たぬ女性隊士を相手に、引けを取るような者を配置してなどおりません」

「ふん、抜ぬかりなしとでも言いたげだな。しかし詰つめが甘あまいな。この部屋の裏手の警備が薄すぎる。あんな様子では子供でも逃にげ出せるぞ」

　カティナの言葉を耳にした駐屯所所長は、それを鼻で笑う。

「どうやってこの部屋の裏に出るというんです？　この部屋の魔力障壁は、王都でも最硬度の造りになっております。喩たとえどんな魔法でも、そうそう破れるわけがない。それこそ人員の無む駄だというもの」

「ほう……そうか。どんな魔法でも破れないか」

　カティナはそう呟つぶやくと椅子を立った。そしてシェッセに向かって笑いかけると踵きびすを返す。

「私の目的は済んだ。すぐに掃討作戦の準備に戻る。竜りゆう神じん信しん仰こうが終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを呼び出す前に、我々は作戦を完かん了りようさせねばならないのだ。明日には決行だぞ」

　――竜神信仰？　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ？

　まるでカティナは自分に情報を伝えるかのようにそう言うと、監視士と所長を追い出しながら自みずからも退出していった。

　そしてカティナが座すわっていた場所には、ハンカチがそのまま置かれていた。僅わずかに血が染しみついたような跡あとがある。

　シェッセはハッとなった。すぐにそれを手に取ると、懐ふところにしまい込む。

　――もしかしてカティナ……。

　シェッセはそのまま息を殺すようにして、夜が来るのを待った。

　ある種の確信がシェッセにはあった。おそらくカティナはわざとこのハンカチを置いて行った。そしてハンカチについていた血けつ痕こんのような染み。これはおそらく……。

　夜が更ふけ、部屋の灯あかりが消灯されるのを待ちシェッセは起きだす。

　そして手て櫛ぐしで髪かみを整え、いつも髪を一つにまとめていたリボンを取り出す。そのリボンを見つめると彼の顔が浮かんだ。自分が前に進めないと思った時に、いつも後ろからその背を押してくれるやさしくて強い力に他ほかならなかった。

　――……タクト。

　彼に後あと押おしされるように意を決して、シェッセは髪をまとめ上げると、月明かりの下でカティナの置いて行ったハンカチを取り出した。そして支給された飲み水を指先につけると、その薄い血痕をそっとなぞってみる。

　すると途端にシェッセの身体が熱くなった。体内にある鍵げん型けい禁きん呪じゆ方ほう式しきが薄く崩くずれていくのがわかった。間ま違ちがいなくそれはタクトの血が持つ、シェッセの魔法を一時的に使用できるようにする能力。カティナはその事を解ったうえで敢あえて置いて行ってくれたのだった。

　身体の中に魔ま力りよくが漲みなぎる。シェッセは部屋の端はしまで行くと右手に魔力を溜ためていく。

「裏手は……警備が薄い……」

　そして全力をもってその魔力を壁目がけて放った。炸さく裂れつ音おんと土つち煙けむりが周囲を包つつみ、驚いた見張りの騎士たちが部屋の中になだれ込んだ。

　漸ようやく土煙が消え騎士たちの視界が開けた時には、そこにシェッセの姿はなかった。







断章　血けつ焔えんのルシーニア







　竜人ナギの確保。

　それがシェッセ・ルシーニアに下された命令だった。

　ナギという人間が何をしたのか知らない。

　何故なぜ捕つかまえなければならないのかも知らない。

　知る必要などない。

　ただ任務を熟こなせばそれでよい。

　成功すれば帰る場所が用意され、失敗すれば死を以もつて償つぐなうより他にない。

　そう教えられてきた。

　戦争孤こ児じであるルシーニアに、何かを選択する権利など存在しない。ただ上から言われたことを熟こなす。ただその為ためだけに生かされている存在、それが自分なのだ。

　任務に成功すれば明日も生きていられる。失敗すればその場で殺される。

　それほどの価値の命。

　そんなルシーニアは、今その安い価値の命が潰ついえる覚悟をしていた。

　自分の喉のど元に突つき付つけられた短たん剣けん。

　ナギを生いけ捕どりにするためにその家に忍しのび込み、機を見計らって彼を取り押さえんとしたルシーニアは、まんまと返かえり討うちに遭あってしまったのだ。

　正確に言えば、標的であったナギは、どうやら自分の存在になどとっくに気づいていたらしい。その証拠に、彼が油断しきった隙すきを突いて飛び出たはずのルシーニアの身体は、次の瞬間には足を払はらわれ床ゆかに仰あお向むけにされていた。そしてその喉のど元もとには短剣を突き付けられ、標的である男に組くみ敷かれる形になっていた。そんな標的ナギ・ニキッシュは、ルシーニアの眼めの中を覗のぞき込む。

　自分の任務が失敗したのだという実感はあまりなかった。

　ただこのまま自分は死ぬのだろう、そう思っただけだった。

　――死ぬのなら構わない。死んでも魂たましいが帰る場所がある。

　そう考えればルシーニアは怖こわい気持ちも生まれてこなかった。ただ、少しだけ命令を出した人間を恨みがましく思う気持ちだけがあった。

　なにしろ相手を跡あと形かたもなく消し去れと言うなら容易に出来たが、捕らえろという命令。どうして自分にそんな難しい命令をしたのだと思ったのだ。しかし標的であったナギと向かい合ってそれがよくわかった。この男は強い。たぶん他のどんな刺し客かくが彼を捕らえようとしても、返り討ちに遭あうのが関の山だ。

　抹まつ殺さつという任務であったのなら、今この場で全力で魔力を練成し自分ごとナギを消し飛ばすこともできた。しかし捕ほ獲かくという任務に失敗したルシーニアには、そんなことをしようという気力は湧わいてこなかった。

　失敗すれば死ぬ。

　ただそれだけ。何も変わらない。今まで通りのルール。

　しかしナギは一向にその刃はをルシーニアに突き刺そうとしない。むしろそのことにルシーニアは焦じれた。

「……早く殺せ」

　ルシーニアは淡たん々たんとナギにそう言った。しかしナギは動こうとしない。その代かわり、彼はルシーニアに質問を投げかけた。

「何故なぜこんなことをしているんだ？」

　質問の意味があまりよくわからなかった。

　ただ自分でも解かいする部分にだけとりあえず答えることにした。

「これがボクの仕事だからだ」

　するとナギはしばらく身じろぎもしないまま、ただ困ったような顔をした。

「そういうことじゃない。どうして君はこんな仕事をしているんだ、と聞いているんだ」

　――どうして？

　考えたこともなかった。どうしてこんな事をしているのか。

「上からやれと言われている。そう言われたらやらなきゃならない。出来なければ殺される。ボクたちはそういう風に教えられてきた」

　そう答えるとナギはまた困ったような顔をして考え込み始めた。

　それから徐おもむろにルシーニアにこう言った。

「なら、もうこんなことはやめるんだ」

　そんな勝手な彼の言い様にルシーニアは憤ふん慨がいした。

「うるさい！　そんなことは知らない！　はやく殺せ！」

　しかしナギはそのまま短剣をルシーニアから離すと立ち上がった。

「俺は君を殺したくない」

　彼はそう言って、そのままルシーニアから距きよ離りを取る。

　ルシーニアはその言葉に混乱した。

　こんな事を言われたのは初めてだったからだ。いつも周りから殺すと言われて動いてきた自分にそんな言葉を掛ける人間がいるのだろうか。

　――こいつは何を考えてるんだ？

　そう思いながらルシーニアは咄とつ嗟さに、その手の中に魔力を集め刃は物ものを練成する。

　砂さ漠ばく地帯のせいか魔力元素量が極きよく端たんに少ない。その為ため、ルシーニアの手の中に練成された刃物は精せい々ぜいナイフ程てい度どの大きさ。しかしこの距離ならそれくらいで充じゆう分ぶん。そう思い、素す早ばやく身体を起こすと同時に、ナギに向かいその刃やいばを突き付けた。

「……なっ!?」

　しかしどうしたことだろう。その練成した刃は、ナギを突き刺す直前に、パッと分解し消え去ってしまったのだった。

　目を白黒させるルシーニアにナギは落ち着いたまま語りかける。

「俺の身体は魔力で練成したものを分解してしまう。残念ながら君がどんなに魔法を練成しても俺を倒たおすことは出来ない」

「…………」

　ルシーニアはそのままその場にペタンと尻しり餅もちをついた。

　こんなことは今までになかった。そんな驚きがルシーニアの最後に残った戦意を根こそぎ奪うばい、それはそのまま今度こそ死ぬのだな、という実感に変わった。

　それなのにナギは一向にルシーニアに手を掛けようとはしなかった。

　それどころか彼はキッチンに行くと、沸わかしていたポットからお湯を注そそぎお茶を淹いれ、ルシーニアの元に戻もどってくる。そしてそのお茶を差し出し、

「これを飲んだらお帰り」

　と言ってそのまま自分の椅子に腰をかけてしまったのだった。

　ルシーニアはしばし毒気を抜かれたように、ポカンとしていた。そして、次し第だいに自分がみじめになっていくのがわかった。

　それは任務に失敗した自分には、もう帰る場所などないことが分かっていたからだ。

　喩たとえ大人顔負けの魔法練成精度を持つルシーニアとはいえ、まだ幼い子供の彼女には帰る場所がないという事実の方が辛かった。どんなに辛く当たられようと、帰る場所があったから今まで耐たえることが出来た。殺すと脅され、謂いわれのない暴力を加えられても、任務さえ熟こなしていれば、そこにいる事を許してもらえた。

　自分が存在してもいい場所があった。

　だからルシーニアはいつだって自分の居場所の為ためにどんな任務でも熟こなし続けてきた。

　しかし手ぶらで帰ったルシーニアを、大人たちは迎むかえ入いれてくれるだろうか？

　否いや、そんなことは決してない。任務に失敗し、そのまま極ごつ寒かんの外に吐はき出されるように捨てられた仲間たちをたくさん見てきていた。次の日には丸くなって凍こおった仲間の姿を目まの当あたりにしてきた。自分もきっとそうなる。

　元々何も持たずに生まれてきた孤児の自分が最後の拠より所どころを失って死んでいくことにこそ、彼女は恐きよう怖ふした。死という概がい念ねんを認にん識しきするより、自分が存在していい場所を奪われることの方が怖かった。

　あんな姿になるくらいなら、今ここで殺された方がよっぽどましだと思った。そうすればきっと魂はあの家に帰ることが出来る。しかしナギは自分を殺そうとしない。だとすれば、魂の帰る場所すら失ってしまう。そのことが悲しくて仕方なかった。

　気が付くとルシーニアはポロポロと涙を流し、終しまいにはしゃくりあげるように泣いていた。

　すると驚いたような顔をしたナギが近づいてくる。

「どうしたんだ？」

　一向に話そうとしないルシーニアに、ナギはいつまでも根気よく付き合い続けてくれた。捕ほ縛ばくして連れ去ろうとしていた相手なのに、彼は最後まであきらめずルシーニアの言葉に耳を傾かたむけてくれた。

　もしかしたら、ルシーニアにとってはこれが初めて語る自分の過去だったのかもしれない。そうして、ただひたすら脈みやく絡らくもなく纏まとまりもないルシーニアの話を最後まで聞き、ナギは一度コクリと頷うなずいた。

「それならもう帰らなくていい」

　ルシーニアはその言葉の意味が解らず、泣きはらした目を彼に向けた。

「………どういうことだ？」

「ずっとここに居たらいい」

「……ここに？」

「君の帰る場所はここだ。それでどうだい？」

　彼の言っている言葉を理解するまでにどれほどの時間を要したのだろうか。

　ただその意味が解ると同時に、ルシーニアの目からまた涙が零こぼれだした。

　それは先ほどまで流していた涙とは違う涙だったが、それがわかるほどルシーニアはまだ大人ではなかった。彼女がその涙の意味を理解したのは、もっと後のことだった。




　こうしてルシーニアのナギとの生活が始まった。

　ナギはいつも部屋に篭こもり何かの研究をしているようだった。ルシーニアが彼に、何の研究をしているのか聞くと彼はこう答えた。
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「霊れい樹じゆの研究だよ」

「れいじゅってなんだ？」

「遠い昔、この世界を魔力で満たした神木だ。もしそれを復活させることが出来れば、きっともう少し平和な時代が来るかもしれない」

「戦争しなくていい時代か？」

「ああ、そうだ」

　ナギの机に広がる様々な書しよ籍せきやメモに、ルシーニアは興味深げに眼を向ける。しかし彼女にはそのどれもが理解できるものではなかった。知らない文字と、知らない言葉。想像もつかない記号の羅ら列れつ。

「なあナギ、霊樹はどうやって作るんだ？」

「うん、それが問題なんだ。ヒントはいくつか貰もらってるんだけどね」

　苦笑いを浮うかべながらナギはその視線を部屋の隅すみにある巨きよ大だいな武器に向ける。

　ルシーニアがこの家に来た時からある巨大な槍やり。薄うす緑みどりに輝かがやくその武器はいつもその場所に立てかけてあった。

「あれは？」

「竜槍という聖遺物だよ」

　聖遺物。ルシーニアも話には聞いたことがある。おとぎ話などによく出てくる神々の時代の遺物のことだ。太古の神々が残したと言われる武器。魔法とは全く構造の違う造りをした遺産。それが聖遺物だった。

「へえ、これ聖遺物なんだ」

「ああ、俺の民族はこの聖遺物に最も近い民族だったらしい。だから遺物の言葉を聞くことが出来る。だから竜槍から遠い昔にあった霊樹の事を聞いて、今もその研究をしているんだ」

「そっか、なるほどなるほど」

　ルシーニアは実のところ、ナギの言っている事の殆ほとんどを理解できてはいなかった。それでも彼がしようとしていることはわかった。

　魔力元素量の回復。

　それがナギの研究の最終目標であるようだった。

　彼はたまに自分の国の話も聞かせてくれた。彼の国はずいぶん前に滅ほろぼされてしまったのだという。そしてその国では、今ナギが研究していることと同じ研究をしていたらしい。

　ただその研究過か程ていで出来上がった霊樹と同じ能力を持った生物。その生物を欲ほつした多くの国々。それら多くの要因が重なり、ナギの住んだ国は滅ぼされてしまったのだという。

　ルシーニアは、ナギも帰る場所がなかったのだなと、ふと思った。

　決して喜ばしい過去ではない。ただ、自分と同じだという事が、ルシーニアにはほんの少し嬉しかった。

　そうしてナギと一いつ緒しよに暮らす事になったルシーニアには一つの仕事が割り当てられた。

　それは食事の支し度たく。

　最初にルシーニアが作った食事はお世辞にも美お味いしいとは言えない代しろ物ものだった。焦こげだらけの卵焼きや、味のしないジャガイモのスープ、噛かみ切きることのできない程ほど堅かたいパン。

　どれも味見をしたルシーニア自身ががっかりするほどおいしくなかった。

　それでもナギは何も言わずに、ルシーニアの作った食事を食べると、

「ごちそうさま」

　と言って仕事に戻っていく。それからのルシーニアは、毎日必死で料理の勉強をした。

　調味料や香こう料りよう、保存食の扱い方かたに発はつ酵こう食品の作り方……。

　そうして毎日食事を作り続けたルシーニアの腕はメキメキと上達していったのであった。

　それはナギにおいしいと言ってもらいたい、ただそれだけの理由だった。それだけの理由でルシーニアは毎日毎日ナギの為ために食事を作り続けた。

　そんな生活が何年も続いて行った。

　昨日と同じ今日の連続。

　働いて食べて寝るだけの毎日。

　時折、いつもと違ちがうことが起きたりもする。それも含ふくめてルシーニアにとっては楽しい毎日と言えた。

　とりわけ大きな変化があったことと言えば、一緒に暮らす仲間が増えた時くらいだろう。

　ある日ルシーニアが浜はまへ行き魚を獲とって家に帰ってくると、見知らぬ鉄身の兵士が庭先に立っていた。

「すみません、今日からお世話になります」

　機械兵は何やら礼れい儀ぎ正ただしくルシーニアにお辞じ儀ぎをした。驚いて言葉も出なかったが、後でナギにそのことを聞くと、

「君と同じような理由でここに来たみたいだ」

　と笑った。なんとルシーニアの不在の間に、この機械兵とナギの間で一ひと悶もん着ちやくあったのだという。どうやらこの機械兵はカイドラルド国からの命令でナギを殺しに来たのだそうだ。

　ただルシーニアには、この機械兵が他人には思えないところがあった。

　それは機械兵が自分によく似ていたからだった。人を殺す為ためだけに造られ、ただ諾だく々だくとその任務を熟こなし続けていた過去。そしてここに至り、ナギに破れ、そして帰る場所の無い彼はここで働くことを勧すすめられたというのだった。

　そうして二人だけの生活から三人の生活となるも、あまり代わり映ばえのしない毎日がまた始まった。穏おだやかに時間だけが流れていく。

　幼かったルシーニアも次第に大人へと成長していった。

　こんな毎日がずっと続くのだ。彼女はそう信じて疑わなかった。

　そう思ってしまうほどに、ゆりかごに揺ゆられるような心ここ地ちよい毎日だったのだ。




　そんなある日のことである。ナギとルシーニア、そして機械兵が幾いく度ど目かに変えた隠かくれ家がに大勢の人間がやってきた。それが兵士であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「ここにシェッセ・ルシーニアがいるな？」

　家の裏で洗せん濯たくをしていたルシーニアは、咄とつ嗟さにその声を聴ききつけ身を隠した。

　間違いない。あれは自分がいた国の兵士たちだ。きっと任務に失敗した自分を殺しに来たのだ。そう思い家の裏で身を縮ませていると、ナギがそれに応対していた。

「どうかしましたか？」

「ここにシェッセ・ルシーニアはいるかと聞いている」

「いたとしたらどうなんです？」

「すぐに我々に引ひき渡わたすんだ」

　ナギはしばらく沈ちん黙もくしたかと思うと決然とこう言った。

「お断りします。どうかお引き取りください」

　すると兵士は顔をゆがませ急に横おう柄へいな態度をとった。

「調子に乗るなよ、竜人ナギが！」

　罵ば倒とうするように兵士は言葉をナギに投げつける。

「以前はうちの国もお前さんを欲ほしがっていたようだが、噂うわさじゃもうどこもおまえさんを欲しがっちゃいないそうだ。なにしろテメェが隠していた秘密を、カイドラルド国の魔ま法ほう技術省が解明したらしいからな！　同盟国の我わがダグジアもこれで安あん泰たいだ」

　その言葉にナギは一いつ瞬しゆん驚おどろいたように口を噤つぐみそれから、

「………カイドラルドが……そうですか」

　と言って深刻そうに爪つま先さきを見つめた。

　しかし兵士はそんなことはお構いなしにまくしたてる。

「おい、テメェのことはどうでもいい。シェッセ・ルシーニアはどこだ？　さっさと出だせば、命は助けてやる」

　詰つめ寄よった兵士はナギの胸むなぐらを掴つかみ凄すごんでみせる。しかしナギは依い然ぜんとして涼すずしい顔をしたまま冷静な口調で返した。

「何度も言わせないでください。お断りします。どうやらあなた方は、あの娘こをまた戦争の道具に使おうとしているようだ」

　しかし兵士は尚なおも粘ねばりつくような言葉をナギに放つ。

「おい、なんだ？　もしかして、ルシーニアと一緒に暮らして情でもうつったか？」

「だとしたらなんなんです？」

「なら教えてやろう！　ルシーニアが嘗かつてなんと呼ばれていたか」

「…………」

「血けつ焔えんのルシーニアだ！　あいつが立った戦場には血ち煙けむりが上がるんじゃない、血けつ焔えんがたつんだ！　あの女はただの人間じゃない。あいつが通った後には死体の山が出来上がる！　平然とした顔であの女は、死体の山を作る！　おまえさんが一緒に暮らしてる女は死神なんだよ！　ガキの頃ころから、死体の山を作りまくった悪あく魔まなんだよ！　どうだ？　あまっちょろい夢から覚めたか、ぼうず？」

　ルシーニアは頭を抱え震ふるえた。

　自分の過去が頭の中によみがえり、その光景に震えた。

　幼い日、自分は心を持たないようにしてその事から目を背そむけてきた。自分がしたことがどんなことか考えないようにしていた。目に映った光景は、その次の瞬しゆん間かんには忘れるようにしていた。

　それは人間の心という弱い器官がとる防衛本能と言ってもよかった。

　しかし今のルシーニアにはそれが出来なかった。

　心を殺してきたあの頃とは変わってしまった。心の躍るような毎日を過ごした今のルシーニアは、昔のようにその自分の中にある感情を殺すことが出来なくなっていたのだ。

　自分のしたことが怖い。

　それをずっと忘れていたことが怖い。

　そしてそれを知ったナギが自分の前から消えてしまうことが怖かった。

　どうしようもない気持ちにルシーニアの心は震え、一寸たりとも動くことができない。

　そんなルシーニアの耳にナギの声が聞こえた。

「それをやらせたあなたたちは、よく平然としていられますね」

「はあ？」

「俺おれはね……あんまり人に腹を立てることはない方だと思っていました。だが、あんたらには心底腹が立つ！」

「なに言ってんだ、この……」

　最後まで兵士が言い終えるよりも早く、ボコッと何かを殴なぐる音が聞こえた。

「さっさと帰れ！　シェッセをおまえらに返すつもりはない！」

　気が付くとルシーニアは走り出していた。動けないと思っていたその足は、ナギの元に向かって全力で駆かけていた。

「ナギ！」

　まるでぶつかるようにナギに抱だきつくルシーニア。それをナギは受け止め、兵士たちに向き直る。

　すると兵士の一人が怒いかりを露あらわにし、わめき散らした。

「こいつらを二人とも捕らえろ！　こんな家、燃やしても構わん！」

　更さらに別の兵士は、立ちあがるとルシーニアに鋭するどい視線を投げかけた。

「ルシーニア、これは命令だ。戻ってこい」

「…………」

「おまえのその力が必要なんだ。戻ってくれば、悪魔なんて呼ばれることはない。それどころか、おまえは聖女と呼ばれ、国民に崇あがめられるんだ」

　ナギの後ろに隠れ、ルシーニアは震えた。

「いまダグジア国には象しよう徴ちようが必要なのだ。そしておまえはこれから聖女として国の象徴となることが出来る！　あの圧あつ倒とう的てき魔ま力りよくを以もつてすれば国民は奮ふん起きする！　誰だれもがその背を追って戦場へ嬉き々きとして走る！　必要なのだ……戦いには国民を奮起させ力強く推おす者が！　それが血けつ焔えんの聖せい女じよシェッセ・ルシーニアなのだ！」

　ルシーニアは必死でナギの背に顔を埋うずめ首を横に振ふる。怖くて仕方なかった。嘗かつて自分が作り上げてしまった恐怖がそこにあった。

　そんな過去に怯おびえるルシーニアの頭をナギはやさしく撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、君を渡したりはしない」

　そんな二人に兵士たちが帯たい剣けんを引き抜きにじり寄ってくる。

「さあ、来い！　ルシーニア！」

　その瞬間、ナギとルシーニアの真上を何者かの影かげが跳ちよう躍やくし、兵士たちの中に割って入る。同時に両手に持った武器を素早く翻ひるがえし周りの兵士を斬きり伏ふせた。

「すみません、遅おそくなりました」

　なんと一緒に住んでいた機械兵が駆けつけたのだった。

「ナギさん、これを！」

　機械兵はそう言うと手にしていた片方の武器をナギに投げて寄よ越こす。

　ナギの部屋に立てかけてあった竜りゆう槍そうだ。ナギはそれを手に取ると、もう片方の腕うでで華きや奢しやなルシーニアの身体を持ち上げた。

「シェッセ、君はもう戦わなくていい」

「………え？」

　ナギの持つ巨大な竜槍が風を切って兵士たちを斬り伏せる。機械兵の持つ剣けんが途と轍てつもない速度で唸うなりを上げる。瞬またたく間まに押し寄せる兵士たちの波を割り、三人はその場から姿を消したのだった。




　月明かりが遥はるか遠くに立ち上る黒こく煙えんを映し出していた。

　それがナギと共に暮らした家が焼けている煙けむりだと思うと、ルシーニアは悲しくて仕方なかった。兵士たちを蹴け散ちらし、ナギとルシーニア、そして機械兵の三人はだいぶ遠くまで逃げてきた。宵よい闇やみの夜や陰いんを渡り、岩石の陰かげに身を潜ひそめ、追手を振り切ったのを確かく認にんする。

　そして気配がないことを確認すると、漸ようやく息を吐ついたのだった。

　ルシーニアは申し訳なくなって、ナギに何度も謝罪した。

「ごめんね……ごめんね……ボクのせいで……ナギの研究が全部燃えちゃった……」

　するとナギは首を横に振りやさしく微ほほ笑えむ。

「研究はまたやればいい。三人が無事なら、それ以上のことはない」

「でも……ボクのせいで……」

「シェッセのせいじゃない」

　ルシーニアはポロポロと涙なみだを零こぼし、その場に膝ひざを突いた。

「……ずっとナギと一緒にいたいだけなのに。ずっと、ずっと死ぬまでナギの横にいて暮らしたいだけなのに……もう……戦いたくないだけなのに……」

　ナギはルシーニアの言葉に耳を傾け、そしてゆっくり頷うなずく。

「ああ、一緒にいよう。この先も、ずっと」

「……え？」

「シェッセはもう戦う必要はない」

　彼のやさしい言葉が痛かった。自分の中に宿る力をこれほど呪のろわしく思ったことはない。

　こんな力がなければ、きっとナギと共にずっと静かに暮らして行けたに違いない。

　そう思うと悔しくて悔しくて、涙が止まらなかった。

「でも……この魔力があったら……またみんな、これを求めてやってくる……ナギに迷めい惑わくを掛かけちゃう……この先も……ずっと、ナギに迷惑を掛けちゃう……ボク……そんなの嫌いやなんだ……だから、ボクは……」

　言葉を詰まらせながらルシーニアは、それを言わなければならないと思った。

　これ以上ナギたちを危険な目に遭あわせない為ために言わなければならない。

　――別れの言葉を紡つむぎださねばならない。

「……………」

　しかし、どんなに絞しぼり出そうとしても、ルシーニアの口はそれを拒きよ絶ぜつするように動こうとしなかった。ルシーニアの心も身体も、ナギから離はなれることを嫌がっていた。

　そんなルシーニアの心の裡うちを察したかのように、ナギが微笑みかけた。

「なら、この魔力を封ふう印いんしよう。もう誰にも君の力を利用されないように」

「そんなこと………」

「出来る、鍵げん型けい禁きん呪じゆ方ほう式しきの魔ま法ほうの鍵を、他の誰にも解けないものにすればいい」

　身体に宿る練成魔法を封印する鍵型禁呪方式。それを解呪できないようにするということ。

「それって……」

「二人の婚こん姻いんの儀ぎを以もつて、シェッセ・ルシーニアの魔法を封印する」

「……え？」

「君の作る料理が毎日食べたい……結けつ婚こんしよう」

　ああそうか。ルシーニアはそう思った。

　二人でこの力を封印すれば決して解くことは出来ない。一人で封印するのではなく、二人がいなければ、二人の婚姻を以もつてしか解けないのであれば、決して誰にも解かれることはない。

　もう自分は誰かを殺さなくていい。

「うん！」

　ルシーニアとナギの婚姻は、砂漠の上でひっそりと行われた。

　月明かりがあたりを包む綺き麗れいな夜だった。

　風は息をひそめ二人を見守るように静々とそよぐ。少し距離を置いて二人を見守る機械兵に、ナギが向き直る。

「すまない、立会い人になってもらえるかい」

「命の無い身の私でよろしければ」

　機械兵はカタカタと笑うような仕草をして背筋をただした。

　そしてルシーニアは自らが展開した鍵型禁呪方式の上に、ナギと共に立つ。そしてどの神に祈いのるわけでもなく、ただ二人の為ためだけにこの魔法を発動させる。

「「遍あまねく世界を統すべる源よ、この禁は後のち、二人の婚姻を以もつてしか解くこと叶かなわず、二人を分かつもの無くば、永久にルシーニアの力を封ほうずるもの也なり」」

　砂漠の中を流れる僅わずかな魔力が、魔ま方ほう陣じんの中心へと集まる。柔やわらかな魔力の光は二人を祝福するように魔方陣の上を躍る。

　そしてナギとルシーニアの唇くちびるが重なり、鍵型禁呪方式は完成した。もうルシーニアには二度と魔力を練成させることは叶わないのだろう。でもそれでよかった。

　これでナギと共に平へい穏おんな生活が送れる。

　ルシーニアはそう思い、いつまでもナギを抱きしめていた。







第二章　闇夜の底で







　シェッセ・リハエルはテューレ駐ちゆう屯とん所じよから脱だつ出しゆつすると全力でサウスクインティアを目指した。

　捕とらわれたタクトの事、そして今王都の中で起こっていること。あらゆることを確認しなければならない。その為ためには、サウスクインティアにある肉屋フランシーヌへ行くしかない。咄とつ嗟さにシェッセはそう考えたのだった。

　夜陰に紛まぎれシェッセは全力で走った。おそらくテューレ駐屯所から本庁へシェッセが逃にげ出したことはすぐに伝えられたに違いない。急ぐ必要があった。

　どうにか夜警の騎き士しに見つかることもなく、シェッセはサウスクインティアに到とう着ちやくすると商店街の裏を駆け、物もの陰かげから肉屋フランシーヌを窺うかがう。

　するとなんということだろうか。既すでに肉屋フランシーヌの周りには、多くの騎士たちが取り巻いていたのだった。

　――どうしよう……あれじゃ中に入る事も出来ない。

　その時だった。シェッセの真後ろに何者かの気配が突とつ然ぜんあらわれた。

「!?」

「ごっめんね。騒さわがないように、騒がないように」

　聞いた事のある声。間ま違ちがいようもない。それはリタ・シュルツの声だった。そしてそれに続いてガラン・ストラヴィンスキーの声が続く。

「本当に現れるとはなあ……カティナの予測も大したもんだ」

　――え？　カティナが？

　シェッセは混乱した。脱出の手引きをしてくれたカティナが、どうして今度は自分を捕らえるような算段をしていたのだろう。混乱をしながらも、武器も持たないシェッセが二人に逆らえる筈はずもなく、リタの言うままに口を噤つぐんだ。

　するとリタは軽くシェッセの手を固め、その物陰から表の道へと出た。

「やあやあ、警備の諸君、ご苦労様。ちょっとそこで、さっき脱だつ獄ごくしたシェッセ・リハエルを捕らえちゃったよ」

　すると警備の騎士たちは一様に驚おどろきの表情を浮かべた。そんな外の騒ぎにフランシーヌのドアが開いた。そこからは心配そうな表情をしたクーミェ、オルバ、ラザ、そしてリュカが顔を出す。

「しぇっせ！」

　リュカは目を潤うるませながら、シェッセの名を呼んだ。すぐにでも答えてあげたかったが、現在のシェッセの立場ではそれは叶わなかった。リタに腕を固められ、リュカに向かって安心させるようにただ頷うなずくだけだった。

　するとその様子を見ていたリタがその場にいる者たち全員に声をかける。

「ああ、そのままそのまま。ちょっとあたしら、今から竜りゆう伐ばつ騎き士しとしてシェッセくんを尋じん問もんするから、君たちは静かにしててね。ご近所の迷惑だし」

「あのなあ、おまえが一番声でかいぞ」

「なによガラン。いいじゃない。あ、そうだ、、そこのお肉屋さん、そんなわけだから、ちょっと部屋かしてくれる？」

　その申し入れに、店主であるクーミェは何かを感じ取ったように、

「はい、どうぞ」

　と答えた。リタとガランはそのままシェッセを連れて肉屋フランシーヌの中に入る。

　入り際ぎわ、ガランが警備の騎士たちに睨にらみを利きかせると、

「おい、おまえら警備なんだから、しっかり外見張ってろ。中のことは聞くんじゃないぞ。機密事じ項こうなんだからな」

「は、はい！」

　と戦せん慄りつしたように騎士たちは震え上あがった。

　そうしてシェッセは久方ぶりにフランシーヌの店内に入る。と、リタがその手を緩ゆるめた。

「いやあ、ごっめんね、驚かせちゃって」

「え？」

「いやいや、別にシェッセくんを取とり押おさえに来たわけじゃないんだよ、あたしたち」

　シェッセは事の成り行きに目を白黒させるばかりだった。

　そんなシェッセの様子に、リタは解説を入れるように話し出した。

「あたしたちはカティナに言われてシェッセくんがここに来るのを待ってただけだから」

「ボクを？」

「うん、そういう訳なんでお肉屋さん、あたしらは安全だよー」

　その言葉に老人二人が安あん堵どの息を漏もらした。

「ふう、なんじゃそうか。まったくミキハラが捕まってから物ぶつ騒そうだったから心配したわい」

「うむ」

「え？　タクトが捕まってから何かあったんですか？」

　シェッセがそう聞くと、クーミェが困った顔をしながら答えた。

「ええ、タクトさんがナギの生まれ変わりだからって理由で、今お店の方も一時的に営業停止処分を受けてて……お肉の鮮せん度どが悪くなっちゃいますよね。でも大丈夫です。クーミェはそんなことに動じません。ただいま店を挙あげて精肉全ぜん般ぱんを保存用の干し肉、ハム、ベーコンなどにせっせと調理中です。タクトさんが帰ってきたら、馬車馬のように働いてもらいますので！」

　ちょっと話はずれたものの、肉屋も少なからず影えい響きようを受けているようだった。ただクーミェがタクトの事を知っても、前と変わらずにいたことの方がシェッセには嬉うれしかった。

　するとそこへガランが入ってくる。

「まあそんなこんなで色々あったわけなんだ。俺たちもカティナが予あらかじめこのことを予測してなかったら八はつ方ぽう塞ふさがりになってたわけだしな」

「それって、タクトが捕つかまったり、ボクが幽ゆう閉へいされたりするってことですか？」

「ああ、そうだ。この間の氷雀竜ラズリオンカを討とう伐ばつした後、カティナが言ってたんだよ。おそらくこの後、自分は自由が利きかなくなる。もしそうなったら、今から言う通りに動いてくれ、ってな。一応、何パターンか可能性があったんだが、カティナの言う『ミキハラとリハエルが幽閉された場合』っていうのにしたがって俺らはここに来たんだよ」

　そう言われてシェッセは思わず問う。

「そうだ、カティナはどうしてるんですか？」

　するとガランが溜ため息いきを吐つきながら難しい顔をした。

「カティナは今はウィリー・ウォーレンの指揮下に入っている。一いつ切さい自由は利かない」

　明日の早朝より行われる竜りゆう神じん信しん仰こう掃そう討とう作戦の為ため、カティナは現在、王立魔ま法ほう騎き士し団だん庁舎にいるらしい。そして捕らえられたタクトもまた、現在王立魔法騎士団庁舎の地ち下か牢ろうに投とう獄ごくされているという。

　その経けい緯いを話しながらリタは溜息を吐つく。

「んでね、こっからが本題。シェッセくん」

「は、はい」

「シェッセくんはミキハラくんから、竜槍の事どこまで聞いた？」

　先日の竜りゆうの巣すへ行く途と中ちゆう、タクトからいろいろなことを聞いた。それは彼かれの過去にまつわる事。その中に多くはなかったが竜槍の事もあった。

「確か霊樹の森で昔とって来たって……」

「やっぱそうか……」

　リタは顎あごに手を当てながらガランに目をやる。するとガランが話を引き継つぐ。

「その竜槍、神話の通りであるなら、『霊れい樹じゆの剣つるぎ』と関係があるはずだ」

　そう、アステイリア神話に出ている通りなら、聖シェッセ・ルシーニアは霊樹の剣と共に霊樹の森へと消えていったのだ。

　するとガランが真面目まじめな顔で腕を組む。

「さてそこでだ、リハエル。もしかしたらだが……いやもしかしたらじゃないな。確信的ではあるんだが、おまえさんがこの竜人ナギとアステイリアの神話にちょいとばかり関かかわっているらしい」

「え？　それは……どういう？」

　シェッセには事の成り行きがさっぱり見えなかった。どうしてそこで自分が関わって来るのか。むしろ自分はあまりに関係がなさ過ぎてどうしていいのか悩なやんでいた程ほどだったのに。

　ガランは一つ息を吐つくとシェッセを見み据すえた。

「おまえさんは、どうやらシェッセ・ルシーニアの生まれ変わりらしいんだ」

　そのガランの言葉に全員が息を呑のんだ。当のシェッセが一番驚いたくらいだった。

「あ、あの、全然話が見えないんですが」

「ああ、悪い。おいリタ、この場合どっから話したらわかりやすいんだ？」

　助け船を求めるようにガランがリタを見る。

「えっとね、シェッセくん、前にカラセナ地区の北の連れん峰ぽうであたしらと会ったことは覚えているよね」

「はい、幻精竜フイニカと戦った時ですよね？」

「そうそう。あの時シェッセくん、あたしの持っている両もろ刃は銀ぎん零れいの声を聞いたっしょ？」

　たしかにあの時、剣が自分に語りかけたような気がした。そしてその瞬間、一気に自分が加速していくのがわかった。

「普ふ通つう、聖遺物と契けい約やくを交かわすには、それに見合うだけの時間と技術が必要なの。聖遺物は持ち主を選んで契約を交わす。それなのに、シェッセくんときたら、受け取ったその瞬間に契約を交わしちゃったでしょ。いや～、さすがにあの時はへこんだなあ……」

　リタが困ったように笑いながら手をパタパタさせた。

　それを聞き流しながら、ガランは話を続ける。

「あれは全すべての聖遺物、魔装器と呼ばれる物を扱あつかう事の出来た一族のみが持つ力らしい」

「それって……」

「竜人ナギ、そして聖竜伐騎士アステイリアの二人だけが持つ力だ。神話を思い出してほしい。ルシーニアはナギの力を自らの裡うちに取り込んだ。つまりおまえさんは……」

　全員が息を呑む。ガランは一呼吸おいて徐おもむろにこう言った。

「竜人ナギの力をその身に宿した聖シェッセ・ルシーニアの生まれ変わりだ」

　肉屋フランシーヌの全員があまりに現実味のない事実にポカンとしていた。

　そんな空気を意に介かいさず、リタはニコニコとしながら補足をする。

「まあ、最初は半信半疑だったんだけどね。城呑竜グライ・オンカの時に確信的になったかな。あんな魔ま力りよく、普通の人間は操あやつることは出来ないしね。普通の人間は魔ま力りよく伝でん達たつ体たいの12％を使いこなせれば大魔法使いって言われてる。あたしだって８％くらいしか使えないし。でもシェッセくんのは、たぶんあの時、魔力伝達体の40％以上を使わないと出来ない練成精度だった。たぶんルシーニアが使いこなしたのと同じくらいだろうね。どういった訳で、それが封印されたのかはわからないけどね」

　たしかに以前、城呑竜グライ・オンカや四複眼竜ノクヤブイカとの戦いの時に、一時的とはいえ魔法を使ったシェッセは、到とう底てい普ふ通つうの人間では練成しえない量の魔力を使いこなした。

　タクトを介して限定的に使える状態であったために、自分がそれほどの魔力を使えるという認識よりも、彼のおかげでそれが使えていた、と思っていた。

「……あの、本当にボク……ルシーニアの生まれ変わりなんですか？」

「ああ、それは間違いないと思う」

「ただねー、ちょっと確認しなきゃいけないことがあるわけよ」

　リタはそう言うとリュカをチラッと見る。

　リュカはビクッとするとシェッセの陰に隠れた。

「ああ、ごめんごめん、別に驚かすつもりじゃないんだけど……その娘こが冷蔵庫の中に入れてる『竜槍』を出してほしいだけなんだ」

　するとリュカはおずおずとシェッセの陰から顔を出す。

「りゅうそう、だすの？」

「うん、お願いできっかな？」

「…………」

　リュカは持ち主であるタクトが不在であるせいか、自分の一存で出していいか迷うように視線を周囲に送る。すると店主であるクーミェが力強く頷うなずく。

「いいんですよリュカちゃん。今はタクトさんがいないから、私の権限で出しちゃって構わないはずです。何しろクーミェはこの店の店主なので！　タクトさんの物は店主の物です！」

　どういった理論かはわからないが、そんなクーミェの言葉に後あと押おしされ、リュカは店の奥おくから冷蔵庫を持ってくる。そして冷蔵庫の蓋ふたを開け中に手を突っ込むと、

「りゅうそう」

　と言った瞬間にバチッと電気が走ったかのような音を立て、中から竜槍が姿を現した。

「……はい、これ」

　リュカは身体に見合わないほど巨大なその槍を抱かかえ、みなの見守る中心にそれを置く。

　すると、その場に今までいなかった者の声が響ひびいた。

『漸ようやく此こ処こまで来たなルシーニアの御み霊たまを持つ者よ』

「え？」

　その声にシェッセは驚きを露あらわにする。それは声を発したのが竜槍だったからだ。しかし周りにいるクーミェやリュカ、オルバ、ラザはどうしたのか、という表情をしている。

　彼らには聞こえていないのだろうか？　そんな疑問が過よぎると同時に、まるで頭の中を見み透すかしたかのように竜槍が再び声を発した。

『其その者等らには我の声は届かぬ。我の声が届くのは聖遺物の使い手のみ』

　その声に反応するように、近くにいたガランとリタがコクリと頷うなずいた。

　聖遺物と契約を成した二人には、どうやら竜槍の声が届いているらしい。

『扨さて、ルシーニアの御霊を持つ者よ。主が我を呼び出すという事は、如何どうやら運命が動き出したと解かい釈しやくして善よいのだな』

　そう言われてもシェッセにはなにも解わからない。だからその問いに対し正直に返答した。

「ごめんなさい。ボクは今いったい何が起こっているのかわからないんです」

　そんなシェッセの答えにも、竜槍は別段呆あきれることも困こん惑わくする様子もなく泰たい然ぜんとした態度を崩くずさない。

『致いたし方ないだろう。ナギの血が運命に呼ばれ、ルシーニアの血が運命に呼ばれた。其それは予あらかじめ定められた運命に他ほかならない。然しかしルシーニアの御霊を持つ者よ、其貴そなたは覚かく悟ごせねばならない。運命が動くという事は全ての過去と現在が同位として動くという事。其貴そなたらの運命が動くのなら、自おのずと終マダル焉・ジユのーウ竜ルカもこの地に降りることになろう』

　竜槍の淡たん々たんとした言葉に、シェッセだけでなくリタとガランまでもが気色ばんだ。

「え、え、どゆこと？」

『両もろ刃は銀ぎん零れいの契けい約やく者しや、そして六ろつ鹿か戦せん斧ぷの契約者よ。そう急せくでない。凡すべては遠い昔に決められたこと。ナギとルシーニアの誓ちかいの定め。数多あまたの人間の意志の介かい在ざいにより歯車となった運命という車輪の脈動。其それ故ゆえに、我も本来の力を取り戻もどさねばならぬ』

　そう答える竜槍の話に、耳をそばだてていたシェッセは頷うなずいた。

「………はい」

『其それでも尚なお、其貴そなたは定められた運命を打うち壊こわすことが出来る唯ゆい一いつの存在。絡からみ合あう数多あまたの輪りん廻ねの歯車を、其貴そなたならば解き放つことも出来よう。故ゆえに覚悟するがよい。目前に迫せまるあらゆる困難を。故ゆえに案ずるでない。我がいるということを』

　シェッセは力強く頷うなずく。

　自分にも何かでき得うることがあるというのなら、タクトの為ためにでき得ることがあるというのなら、どんなことでもしたい。そんな意志が、シェッセの裡うちに明確に形を成したような気がした。

　その時、突然バタンとドアが開け放たれた。

「王立魔法騎士団内務部ウィリー・ウォーレンである。全員その場から動くな」

　店の入り口に立っていたのは内務部のウィリーと白竜伐騎士フューゴだった。フューゴは侵しん入にゆうすると同時に、息もつかせぬスピードで腰こしに差した八やつ束か蒼そう莱らいを引き抜ぬくと、目の前にいたリュカに突つき付つける。

「あ、暴れないでね。暴れるとこの娘この首が飛ぶから」

　フューゴは子供を盾たてに取ることに悪びれる様子もなく笑いかける。

　一方でウィリーはメガネを僅わずかに上げると、戸口に立ったままシェッセに向かう。

「シェッセ・リハエル。その手にある物は竜槍で間違いないな」

「……………!?」

　驚くシェッセにウィリーは掌てのひらを向ける。

「それをこちらに渡すんだ」

　思わずシェッセは竜槍を守るように身構えた。

「どうしてですか？　これはあなたのものじゃない！」

　そんなシェッセの態度を意に介することなく、ウィリーは微び動どうだにしない。

「リハエル、おまえにそんなことを言う権限は存在しない。さあ竜槍を渡せ」

　淡々と言うウィリーの後ろで、あの時タクトを刺さしたフューゴが八やつ束か蒼そう莱らいをリュカの首元にあてる。

「………ぐぅ」

　選せん択たくの余地などない。

　そう思った時だった。更なる闖ちん入にゆう者しやの影がウィリーの真後ろに立った。

「その命令を即そつ刻こく取り消してください」

　そして闖入者は、その手に持った剣をウィリーの首元に突き付けた。

「ウィリー様……あなたは竜槍で何をしようとしているんです？」

　それはカティナだった。だが眼前の刃やいばにも、カティナの気き迫はくにもウィリーの表情は変わらない。







[image: ]







「やはりついてきていたか」

「はい。あなたは必ず行動に出ると踏ふんでいました。さあ、私にも話していない、あなたの計画を話してもらいましょうか？」

　その光景にシェッセは息を呑のんだ。自分の周りで起こっている事に緊きん張ちようが走った。

　竜槍の言う、『絡み合う数多あまたの輪りん廻ねの歯車』という言葉が頭を過よぎる。自分の与あずかり知しらぬところで、多くの人間の意志が動いていることだけはわかった。

　このカティナの上司であるウィリーという男もまた、運命の中に介在する存在なのだろう。

「カティナ、何度も言わせるな。我々には時間がない。選択の余地もない。追いつめられているのはリハエルではなく我々なのだ。つまらんことで時間を取らせるな」

　そしてウィリーは身じろぎもせずにカティナに注意を移すと、ほんの少しだけ笑った。

「それにカティナは、私が説明などせずとも、既すでにわかっているのだろう？」

「ええ………ですが私の予想が間違いであってほしいと願っている」

「間違いではない。君の思っている通りだ。君の頭脳なら十分に気づける筈はずさ」

　その言葉にカティナは緊張を飲み下すようにゴクリとつばを呑み込む。

「…………」

「しかしわかっているのなら、私を止める理由が見つからんな」

　淡々と言うウィリーに、カティナは気色ばんだように声を荒あららげた。

「止める理由はある！　あなたが考えていることが現実になれば、王都に多くの死者と甚じん大だいな被ひ害がいが降りかかる！　私はそれを是ぜとしない！」

　カティナは何かを知っているのだ。シェッセたちが知らない何かに感づいている。

　そしてそれがこの王都に途と轍てつもない被害をもたらすということも。

　それがいったい何かは解らない。だが、彼かの女じよの様子を見ればただ事でないことだけは察しが付く。そんなカティナの勢いに、ウィリーは一切動じる様子もなく返した。

「前にも言ったろう。私が救うのは１００年後、２００年後の未来だ。目先の事に踊らされるな、カティナよ」

「目先の人間を救う事こそ、１００年後、２００年後を救うこと。未来を造るのは、生きている今の人間たちだ！　それが散りゆくことを解っていながら止めないのは、もはや悪だ」

「残念だ、カティナ。やはり君は私の見解には付いてきてくれないか」

　ウィリーがそう言い終えると同時に、どういう訳かカティナの身体が仰のけ反ぞった。

「……あがっ！」

「カティナ！」

　声をあげたシェッセからは、カティナが自ら飛んだかのように見えた。

　しかしそれは違ちがっていた。

　なんとカティナの脇わき腹ばらに深々とフューゴの剣の柄つかがめり込んでいたのだ。カティナはそのまま投げ出だされるように店内に転がると、痛みと苦しみに悶もだえる。

　そんなカティナに追い討ちを掛けるようにフューゴの靴くつの爪つま先さきがカティナの腹目がけて蹴けりこまれた。

「……くぁっ！」

　苦痛に顔を歪ゆがめるカティナを、フューゴは執しつ拗ようなまでに蹴りまわし、ヘラヘラと笑いを浮うかべた。

「あれ、もしかして殺しちゃった方が良かった？　殺さない方が良かったよね、この場合」

「ああ、リハエルに逆上されても困る。ただ……カティナを殺す殺さないはリハエル、おまえの行動次し第だいだ。おまえが余計な事をすれば、この場にいる者を順番に殺していく。おまえの目の前でだ。時間をかけてリハエルが従したがうと言うまで、ゆっくり苦しみを与あたえながら殺していく」

　ウィリーはシェッセにその鋭い視線を向けると、再び竜槍を渡わたせと手を差し出した。

「さあリハエル、おまえが竜槍を渡すのが先か、我々がカティナを始めこの店の者全員を殺すのが先か……」

　シェッセはこれ以上迷うことなどできなかった。皆みなを見殺しになどできない。

「渡します！　だから……」

「それでいい。さあ、こちらへ」

　シェッセは内心の憤いきどおりを噛かみ殺ころし、竜槍をウィリーの手へ預ける。

　ウィリーは竜槍を手に取るとそれを品定めするように繁々と見つめた。そして変化に乏とぼしいその表情に幾いく分ぶんかの落らく胆たんの色を滲にじませる。

「………ふん、やはりそうか」

　いったい何がやはりなのだろう？　ただそのウィリーの顔には僅わずかに苛いら立だちのような物が混じっているようにも感じた。

「これは完全な状態の竜槍ではない。この状態では竜槍は、本来の役割を果たすことはできない」

　――竜槍本来の役割？

　シェッセの中で疑問が膨ふくらんだ。すると苦しみに顔を歪ゆがめたカティナが床ゆかに手を突きウィリーを睨にらみ付つける。

「やはりあなたは……それが目的なのですね……」

「カティナ、君が余計なことを口にする必要はない。君の役目はここまでだ」

「……私の……役目？」

「リハエルを外にだし、竜槍と面会させる。その事には評価をしている。だが口は慎つつしんだ方がいいだろう。私とて今この場で君を斬り殺すのは忍しのびない。よく働いてくれたカティナに敬意を表しているんだ。だから君を殺させないでくれないか？」

　ハッと何かを察したカティナは、目を見開きシェッセに向かって叫さけんだ。

「シェッセ！　逃げろ！　竜槍はいい！　君は逃げるんだ！」

「え!?」

　声の限りそう叫ぶカティナに、ウィリーは手にした竜槍を振りかぶる。

「残念だな、君はどうしてそう感情的になるんだ」

　言うと同時に振りかぶった竜槍をカティナに向かって振り下おろす。

「待てっ！」

　一いつ瞬しゆん早くリタの高速の剣が風を切ってウィリーの持つ竜槍を真上に向かって跳はね上げた。が、そのリタに向かって今度は脇わきに控ひかえていたフューゴが牙きばをむく。

　まるでこうなることが分かっていたかのようなタイミングで、フューゴの八やつ束か蒼そう莱らいの刃やいばがリタに突き付けられる。咄とつ嗟さにリタは返す刃でフューゴの剣を受ける、が、パワーが違いすぎた。刃同士がぶつかると同時にリタの華きや奢しやな身体が弾はじかれる。

　そして後方へ飛ぶリタとバトンタッチするようにガランが六ろつ鹿か戦せん斧ぷを振りかぶりフューゴに突っ込んだ。

「おらああっ！」

　追つい撃げきを加えようとするフューゴの八やつ束か蒼そう莱らいと、ガランの六ろつ鹿か戦せん斧ぷが重なり火花を散らせる。力であればガランは決して負けていない。鍔つば迫ぜり合いでもするかのように、お互たがいの武器の斥せき力りよくが拮きつ抗こうし合う。

「ガラン、いいなあ。おまえとは一度本気で戦ってみたかった」

「へっ、俺おれは死んでもおまえなんかとは戦いたくなかったよ」

「そうかあ！」

　フューゴはそう言うと同時に剣の力を緩ゆるめ、ガランの力を逃がすと同時に返す刃でガランの肩かたを薙ないだ。

「くっ！」

　ガランの肩に血が滲にじむ。しかしそれでもガランは意に介さぬかのように笑えみを浮かべる。

「フューゴ、連れん携けいプレイって知ってるか？」

「??」

　なんとガランとフューゴの間かん隙げきを縫ぬって、リタがカティナを担かつぎ上げ、窓ガラスを割って外へと飛び出したのだ。

　その音に一瞬気を取られたフューゴの隙すきを突き、ガランが後を追って窓から飛び出す。

　ウィリーは一切表情を崩さず、ただその様子を目に映しながら、

「構わん、捨ておけ。我々が関わり合う暇ひまはない」

　と冷たく言うと、外にいた隊士に指示を出す。

「おまえたちはすぐに庁舎に連れん絡らくを取り、カティナを含ふくめた三人に対し、追撃命令を出しておけ」

「………しかし、相手は竜伐騎士ですが」

「構わん。足止めができればそれでいい。こちらの計画にあいつらが入ると時間的なロスが生じる。それは避さけたい。庁舎に常じよう駐ちゆうしている小隊を全て出せ。それからこの肉屋の人間は全員捕ほ縛ばくして監かん視ししろ」

「かしこまりました」

　ウィリーの命令に、すぐさまその隊士は馬を走らせていった。それを見送りウィリーはシェッセに目を向ける。

「リハエル、おまえが余計なことをすればミキハラはもちろん、この店の者も全員即そく座ざに斬きり捨すてる。それはよくわかっておいてほしい」

「………………」

　シェッセは無言のまま睨にらみ返かえすように彼に視線を送り、ただ頷うなずいた。

　ここでウィリーに反はん抗こうするわけにはいかない。

　それはタクトとフランシーヌのみんなを救いたい、というただ一つの思いがあったからだった。するとそんなシェッセの思いを感じ取ったかのようにクーミェが口を開く。

「シェッセさん、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「え？」

「知ってるでしょ、シェッセさんは。お肉屋さんは、強いんです」

　そう言ってウィンクをするクーミェに、シェッセはハッとした。クーミェやリュカ、ラザ、オルバと過ごした月日は決して無む駄だではない。シェッセは彼らの事をよく知っている。

「ですからシェッセさんは、わたくしたちのことは気にしなくて大丈夫ですよ」

「………うん」

　シェッセはクーミェに頷うなずき返す。するとその様子にフューゴがつまらなそうに口を挟はさんだ。

「どうするウィリー？　俺、ここにいようか？」

「いや、おまえにはやってもらうことがある。適当に人員を配置しておけ。この肉屋が我々の邪じや魔まになることはない」

「………ふ～ん、そう」

　興味なさ気なフューゴに目もくれず、ウィリーはリュカを摘つまみあげた。

「ぐぅ!?」

　慌あわててジタバタするリュカ。咄とつ嗟さに祖父であるラザが激げき昂こうするように声を荒らげた。

「ワシのリュカに何をするんじゃ!!」

　するとフューゴがその大声に嫌いやそうな顔をした。

「うるさいなあ、静かにしててよ」

　そう言ってフューゴの拳こぶしがラザの腹にパンチを加えた。

「……うごあっ！」

　そのまま、ラザは腹を抱えながらその場につんのめる。

「じいちゃん！」

「ラザさん！」

　急いで駆かけ寄よろうとするシェッセ。しかし今度はウィリーがリュカの首に剣けんを突き付ける。

「余計なことはするなリハエル。おまえが言うことを聞けば、この子供の安全は保障する」

「…………」

「フューゴ、この子供を連れていけ」

　ウィリーはぞんざいにリュカをポイッと投げた。それをフューゴが片手でキャッチすると、やはりまったく興味なさ気なまま「はいはい」とだけ言った。

「これより霊れい樹じゆの森へ向かう！　馬を出せ！」

　そしてウィリーはシェッセに付いて来いとでもいうように視線を向けた。シェッセはその視線を睨み返し、なすがままにウィリーに続いた。




　　　　※※※※




　カティナを救出したリタとガランは、テューレ地区の民家の陰かげに身を潜ひそめ周りを窺うかがった。

　傷を負ったガランの手当てとカティナの介かい抱ほうをするためである。

　リタはベルトに付ふ随ずいするポシェットから消毒薬と包帯を取り出し、二人を介抱していく。

「カティナは傷は？」

「私は大したことはありません。それよりガランさんが……」

　そう、ガランがフューゴから受けた傷は、一見浅いかのように見えていたのだが、先ほどから一向に出血が止まっていない。

「どうなのオッサン」

「ああ……ちょっと傷が深いな」

　そう言ってマントを脱ぬぎ、露あらわになった傷口にリタは慌てた。

「ちょっと、これけっこうザックリやられてんじゃん」

「ああ、針と糸はあるか？」

「……あるけど、まさか……」

「ああ、サクッと縫ぬう」

「サクッと恐おそろしいこと言わないでよ！」

「んなこと言ったって、縫ぬわないことには血が止まらん。それにフューゴの八やつ束か蒼そう莱らいで斬られてるおかげで傷口が綺き麗れいだ。さっさと縫ぬえばすぐにくっつく。ほら、早く針と糸を貸してくれ」

「…………うう、恐ろしい」

　と言いながらリタはポシェットから針と糸を取り出してガランに渡す。ガランはすぐさまそれを受け取ると、マントを丸めて口に咥くわえる。痛みのあまり歯を噛かみ砕くだかないためだ。

　そして気合を入れるように深く呼吸をすると、そのまま麻ま酔すいもせず傷口をザクザク縫ぬっていく。見ていたリタは貧血を起こしそうになった。見ている方が痛く感じるという場合もあるのだ。

　ガランは傷口を縫い終わると、

「とりあえずどっかから蒸留酒を貰もらってきてくれ。スピリッツとかだとありがたい」

　と言うので急いでリタが立ち上がり、深夜に開いている酒場を探した。

　そうして酒場からスピリッツの瓶びんを借り受けてくるとガランに渡す。ガランは礼を言いながらそれを傷口にかけていく。蒸留酒は高こう濃のう度ど80％のアルコールで構成されているため消毒として吹ふきかけたのだろう。それからガランはスピリッツを口に含ふくみ、ゴクリと喉のどを鳴らす。酔よいで痛みをごまかすためだ。

「おし、時間取らせちまった。カティナ、おまえの傷は大丈夫なのか？」

「わ、私はかすり傷みたいなものなので」

　それはおそらくガランの傷と比べて、という事だろう。リタはそう言って遠えん慮りよするカティナの傷も処置を施ほどこし、立ち上がる。

「これでよしと……さて、これから、どうしようかな。置いてきちゃったシェッセくんとか、あのお肉屋さんの事も気になるし」

　するとカティナがリタを見上げ確信的な表情で「大丈夫です」と言った。

「え、なんで？」

「ウィリー様は今、目的の為ために手段を選ばないという覚悟があるようでした。ですが、それでも悪戯いたずらに人を傷つけるようなことはしません。だから少なくとも、あの肉屋の人たちに関しては安全だと思います」

　自信を持ってそう言うカティナに、リタは安あん堵どの息を吐つきながら胸を撫なで下ろした。

「そっか、そういえばカティナさっき、ウィリーのやつが何企たくらんでるか解ってるようなこと言ってたもんね？」

「はい……もしかしたら、と思っていたのですが、シェッセが脱獄した一報を聞きつけてウィリー様が動いたのを見て確信に変わりました」

　カティナは沈ちん痛つうな表情を浮かべ、そして意を決したように二人を見た。

「おそらくウィリー様は、終焉の竜を復活させようとしています」

　その答えに、リタとガランは呆あつ気けにとられたようにポカンとなった。

「はあ？」

「なんだって？」

　二人がこんな反応をするのは無理もないだろう。それほどに衝しよう撃げき的てきな話である。

「ちょ、ちょっとカティナ。それってさ、つまりウィリーのやつが竜りゆう神じん信しん仰こうだった、ってこと？」

「いえ、それは違います。ウィリー様は王都の７００万の民を思う騎き士しであることには変わりないでしょう。ただ……その考えが少し我々とは違うということです」

「違うって、違いすぎでしょ。だって、どうして終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを復活させることが民を守ることになるのよ？」

　訳が分からず問い返すリタに、カティナは僅わずかばかり目を伏ふせる。

「……おそらく終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが持つ『竜りゆう玉ぎよく』を狙ねらっているんだと思います」

「なんだ、竜玉って？」

　ガランがそう言うのも無理はない。リタだって初めて聞く物の名だ。

「この世界に存在する全てのドラゴンを操ることができる宝具、それが竜玉です」

「え～と、つまりそれがあれば、ドラゴンを思い通りに出来るってこと？」

　するとカティナは徐おもむろにコクリと頷うなずく。

「はい、ウィリー様は竜玉を手に入れ、ドラゴンを無害な生物にしようとしているのだと思います」

　それを聞いた二人は、納なつ得とくしたように首しゆ肯こうした。

「なるほど」

「それは確かにすごいことだな」

　しかしカティナの顔が晴れることはない。

「どっしたの？　それってなんか問題でもあるの？」

「……もし終マダル焉・ジユのーウ竜ルカがこの王都に降り立ったとすれば、甚じん大だいな被害が出ることは間ま違ちがいありません。上位特級種の中でも最も大きいと言われる終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは古文書の通りなら８００メートルはあります」

「うえっ！　そんなにでかいの!?」

　伝説上の魔ま竜りゆう。世界を終わらせるほどの力を持つと呼ばれる終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ。もちろんリタもガランもその名を知ってはいた。しかしそれほどまでに巨きよ大だいなドラゴンであることまでは知らなかった。

「はい、しかも終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは異界に封ふう印いんされています。もし終マダル焉・ジユのーウ竜ルカをこの世界に降ろすとするなら、８００メートルの巨きよ体たいを通せるような壁へき覇は式が必要となります」

　異界へ向けて空間に穴を開けるという特とく殊しゆな魔ま法ほう、壁へき覇は式。しかし８００メートルの巨体を通せるほどの壁へき覇は式ともなると、それは不可能に近い。そう考えたのはガランも同じようで、腕うでを組みながら眉み間けんに皺しわを寄せる。

「うーん、そんな大きさ、クク族総がかりでも無理だろう」

「はい不可能です。しかし一つだけ方法があります」

「え、なに？」

　するとカティナは声に力を込めてこう言った。

「朱竜イチカと翠竜トカカです。この二匹ひきの上位特級種のドラゴンは、巨大な竜仙華カラフを身体に有しています。この二匹が出会うと、その巨大な竜仙華カラフが共鳴しあい異界への扉とびらを開ける可能性がある」

　その答えにリタもガランも一様に驚きよう愕がくした。

「え、そんなことができるの？」

「以前は私個人の推論でしたが、今回の竜神信仰の掃そう討とう作戦となるきっかけに、朱竜イチカを召しよう喚かんするための竜仙華カラフが、城呑竜グライ・オンカの事件のどさくさに運び込まれた可能性がある、と言う情報がありました」

「……あの時かあ」

「はい、さらにそれよりも前に、翠竜トカカ召しよう喚かんの為ための竜仙華カラフも王都内に入っている可能性があると……これは全てウィリー様が情報源なので確信があるわけではないのですが、おそらく間違いありません。竜神信仰はこの二匹のドラゴンを使って、王都に終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを降ろそうとしています。そして、ウィリー様の狙いもそこにある……」

　話し終えたカティナに、リタとガランは言葉もなくしばらく考え込むようにしていた。

　しかし結局考えなど纏まとまらなかったリタは「あー！」と頭を掻かき、カティナに向き直る。

「んで、これからどうしたらいいの？」

「はい、このまま王立魔法騎士団庁舎へ行きましょう」

「なにしに？」

「ミキハラタクトを救出します」

　そのカティナの答えに、リタもガランも目を丸くした。

「どういうこった？」

「なんでミキハラくんを助けんの？」

　するとカティナは少し落ち込むように言った。

「先ほどウィリー様は、シェッセに竜りゆう槍そうを完全な形にすると言っていました」

「ああ、言ってたな」

「竜槍は竜玉の鍵かぎなんです。この世のドラゴン全てを操ることが出来る竜玉は、竜槍を以もつてしか動かすことが出来ない。もし竜槍を完全体にするのなら、彼かれらの向かった先は、竜槍が嘗かつてあった、あの場所………」

　大量の魔力が渦うず巻まき、何なん人ぴとも踏み入る事の出来ない森。

「霊樹の森ね……そっか、あそこならシェッセくんは呪のろいがあるから入ることが出来る」

「そうです。そして、並行して進められる竜りゆう神じん信しん仰こう掃そう討とう作戦を着ちやつ火か剤ざいに、間もなく終マダル焉・ジユのーウ竜ルカもこの王都セントウッドに降りることになる……」

　それを聞いたリタは顔を青くした。

「ちょちょちょ、それってまずいじゃん……」

「そうです。だから……だからミキハラタクトとシェッセの力が必要なんです。あの二人なら……もしかしたら止めることが出来るかもしれない」

　カティナのその言葉に、リタもガランも同時に頷うなずいた。そしてその進路を王立魔ま法ほう騎き士し団だん庁舎に定め、三人は全力で走り出した。




　　　　◇◇◇◇




　肉屋フランシーヌの店内では、クーミェを始めオルバ、ラザらが後ろに回された手を拘こう束そくされ見張りの騎士に取り囲まれていた。あのウィリーとフューゴという騎士が去り、かれこれ一時間以上は経たったはずだ。

「さて、そろそろかの……」

　そうクーミェにそっと語りかけたのは、祖父のオルバだった。その内容を解したクーミェが「はい」と小さく答える。

　そしてクーミェは周りからわからぬ程てい度どにもぞもぞと動く。するとなんとクーミェの手を拘束する縄なわがするりと解けた。ちょこっと関節を外して縄からすり抜けたのである。続いてクーミェはエプロン紐ひもの端はしをモソモソとさせる。するとエプロン紐ひもの端が破れ、中から長方形の薄うすいカミソリが出てきた。

　クーミェはそのカミソリで順々にオルバとラザの手を縛しばる縄を切ってしまう。そしてにっこり笑え顔がおを浮かべた。

「………ではでは」

「行くかな」

「ふむ」

　と、同時に三人は三方バラバラに飛び出す。驚おどろいた騎士たちは、急いで三人を取り押おさえようとする。だが、素す早ばやいクーミェは捕つかまらない。ラザとオルバは力任せに目の前の騎士を殴なぐりつける。しかも騎士たちは人ひと質じちという名目があるせいか、こちらに対し簡単に剣を抜くことが出来ないようだ。

　すぐさまクーミェは騎士たちの間をすり抜け、椅い子すを片手で持つと同時に投げつける。顔面にクリーンヒットした騎士がその場に倒たおれ伏ふした。

　更さらにいつの間にやら騎士たちの後ろに音もさせずに忍び寄り、手刀一つで次々に意識を飛ばしていく。

「ごめんなさいね、ふふふ」

　そうこうするうちに、店内に飛びこんでくる騎士をオルバとラザの拳こぶしが次々に伸のしていく。

　しかし外に控えている騎士たちは、まだまだいる。それを見たオルバは舌打ちをした。

「おい、こんなとこでウダウダやってる場合じゃないぞ」

「そうじゃな。あちらに剣を抜かれると具合が悪い」

「では裏口に回りますか？」

　言うやいなや、すぐさまオルバが入り口のカギを閉める。そして三人は大急ぎで裏口へと向かった。

　裏口にも騎士たちが数人見張っていたが、オルバとラザが蹴け散ちらし突とつ破ぱ口こうを開く。そうして息もつかさず三人は走り出した。

「おい、クーミェ。走って心臓は大だい丈じよう夫ぶか？」

「あらあら、クーミェは王都内でしたら、ぶっちゃけ最強の自信がありますよ」

「やれやれ」

　とオルバは苦笑いを浮かべる。すると眉み間けんに皺しわを寄せたラザが間に入った。

「すぐにでもリュカを助けねばならん！　ワシは許さんぞ、あの腐くされ騎士どもめがっ！」

　目を血走らせるラザを窘たしなめるようにクーミェは肩を叩たたいた。

「急いではいけませんよ。とにかく加勢を頼たのむことにしましょう！」

　どういうことかわからなかったのかオルバが首を傾かしげる。

「なんじゃクーミェ、どこぞにあてでもあるのか？」

「はい、面識はありませんが、事情を話せば、ほぼ確実に間違いなく絶対に疑う余地もなく協力して下さる方たちが居ます。素す晴ばらしい加勢っぷりをして下さるであろう方たちが」

　オルバもラザも頭の上に？マークを浮かべたような顔をする。二人はさっぱりその当てに見当が付かず同じような顔をして首を傾かたむけたが、クーミェは楽しそうに、

「ふふふ」

　と笑いながら二人を先導し、夜のサウスクインティアを走った。




　　　　◎◎◎◎




　クローディアス小隊に出動の要よう請せいが掛かかったのは、数時間前のことだった。

　内務部からの直属の命令で、カティナ・イシュルダール、リタ・シュルツ、ガラン・ストラヴィンスキーの三名を迎げい撃げき、及および捕縛しろとのことだった。

　そんな上からの命令にクローディアスは少なからず困惑した。

　――やはりカティナが動いた。

　おそらくあの申し入れを自分が受け入れなかったから、カティナ自らが動くということなのだろう。

　しかし自分にそれは出来ない。喩たとえシェッセ・リハエルの為ためだとしても、ミキハラタクトを脱獄させるなどという申し入れは決して許されるわけがないのだ。

　あの時、カティナがクローディアスに懇こん願がんしたのは、ミキハラタクトを隠おん密みつ裏りに釈しやく放ほうすることだった。何か言うに言えぬ事情を彼女が抱え、そして自分を頼たよってきたのだろう。

　あの場でクローディアスが上に報告すれば、彼女はすぐに拘束されていただろう。その事にまで頭の回らないカティナではない。

　なによりリハエルの為ためと聞いて、クローディアスの心が揺ゆれなかったわけはない。でき得ることなら、間髪を容れずに頷うなずいてしまいたいほどだった。全すべてを擲なげうって、リハエルのために動きたいと思った。しかし、自分は小隊の長である。副隊長のターニャを始め、40人の騎士たちを預かる身。それが個人の感情で動けば、自おのずとその責せきを負うのは自分と共にいる隊士たちなのだ。それだけは出来ない。長く苦楽を共にした仲間を巻き添えにすることはクローディアスには決してできなかった。

　しかも現在、竜神信仰のアジトを一いつ掃そうするための作戦が展開され、王都内は緊張の真っただ中に置かれている。この状じよう況きよう下で自分がなすべきこと。それは王都守護に他ならない。にも拘かかわらず、カティナはいったいどうして騎き士し団だんに離り反はんするような真似まねをしたのだろうか。

　考えても仕方がないと、クローディアスは首を振ふった。

　カティナの目的がミキハラタクトの出しゆつ獄ごくなら、まず間違いなくここに来る。どうやらクローディアスたちに指示を出した上の者も、それは承知しているらしい。

　そんなことを頭の中で巡めぐらせながら、クローディアスを始めとした小隊メンバーは臨戦態勢で騎士団庁舎の中庭で待機をさせられていた。現在、クローディアス小隊の他に、二隊の小隊計１２０名がこれから来るであろう三人を待ち構えている。

　と、副隊長のターニャ・レインが声を上げた。

「クローディアスさん、誰だれか来ます！」

　月の無い深しん淵えんの闇やみの向こうから三つの影かげが現れた。

　間違いない。カティナを筆頭に、リタ、ガランの三人がこちらに向かって走り込んでくる。クローディアスは剣を引ひき抜き、魔ま力りよくを練成する。

　対して駆け込んできたカティナは、立ちふさがる小隊を前に叫ぶように声を上げる。

「そこを退のけ！　我々はこれよりミキハラタクトを解放する！」

　その言葉にクローディアスは改めて彼女の意志をはっきりと感じた気がした。どういった理由かは別にして、ナギの生まれ変わりをこの三人は解き放とうというのだ。

　返答するようにクローディアスは前に一歩出る。

「それは出来ん！　カティナ、現在お前たち三人に対し捕縛の命が下っている！　おとなしく投降することを要求する！」

　するとカティナは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をし、

「……ウィリー様はこちらの行動を正確に読んでいたか」

　と呟つぶやくと再びクローディアスたちに向かった。

「そんな事をしている場合じゃない！　急がないと、王都に終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが降りることになる！　そうなってしまえば多くの被害が出ることになる！　頼む、聞き入れてくれ！」

　懇こん願がんするように言うカティナに、クローディアスは硬かたい表情のまま問い返す。

「何故なぜミキハラを解放しなければ終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが降りることになる？」

「竜神信仰もウィリー様も、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが持つ竜玉を狙っている！　もし終マダル焉・ジユのーウ竜ルカがセントウッドに降りれば甚大な被害が出ることになる！　それをどうにかできるのは、シェッセと……ミキハラだけなんだ！」

　すると他の小隊長が前へと出る。

「訳の分からぬ事を言うな！　誰がそれを信じるというのだ！　ウィリー様がそれを画策したという証しよう拠こがあるのか！」

「証拠はありません！　しかし急がねば大変な事になる！　お願いです！」

　証拠も存在せずに信じろと言うカティナに、その小隊長は鼻で笑った。

「たわけがっ！　そんな子こ供ども騙だましが通用するわけがなかろう！　王立魔法騎士団にありながらの賊ぞくのような振る舞まい、捨て置けるわけがなかろう！」

　そう言うと同時に真上に上げた手が、行けとばかりに振られる。そして二小隊は一いつ斉せいに三人に向かい刃やいばをかざした。

　するとカティナの後ろに控えるリタとガランが大きく息を吐ついた。

「ねえねえ、カティナ。これって、やるっきゃないのかな？」

「仕方あるまい」

「…………はい」

　カティナの肯こう定ていを機に、三人もまた武器を構え応戦の態勢を取る。

　そんな中、クローディアスだけが、その場で動けずにいた。それを察したターニャがクローディアスに視線を送る。

「…………クローディアスさん」

　クローディアスの止まっていた思考が動き出した。

　それは時間にすればほんの僅わずかな間であった。

　リハエルがいったい何をしているのか？

　あの肉屋がいったいどうして必要なのか？

　何一つわからない……わからないが、カティナの言葉の中に嘘うそや悪意を感じることはなかった。言語論理としての整合性ではなく、彼女の誠実に訴うつたえる姿勢に、クローディアスはそう感じ取ったのだ。

　対して自分たちはどうだ？

　理由を知らず、カティナたちを捕縛する命令に従っている。

　上からの命令、故ゆえにただ従っている。それが騎士であるのか？

　違う、騎士が騎士たる所以ゆえんは唯ただ一ひとつ。己おのれの正義のために動くことに他ほかならない。

　クローディアスの脳内がその答えに行き付くよりも早く、その口は大だい音おん声じようを上げていた。

「やめろおぉっ！」

　天を割るかのようなあまりの大声に、全員の動きが止まった。

　そしてクローディアスは続ける。

「カティナ！　おまえは何のために戦う！」

　その問いにカティナは迷わず答えた。

「王都７００万、一人でも多くの命を救う為ため………それから」

「それから？」

「ただ一人の親友を救う為ため！」

　痛いほどにカティナの言葉はクローディアスの胸に刺ささった。間違いない。彼女の言葉には一片の誠実さがある。彼女の行動こそが王都７００万とリハエルの事を最も大切に思っている。そう思わせるだけの真しん摯しさがある。上からの命令に理由も知らず従したがう自分たちとは、絶対的に違う意志が宿っている。

　それなのに自分という者は、王都のために、７００万の人民のために、好いた女のために、何一つ出来ていないではないか。いやその逆、邪魔をしている。それが本当に騎士たる者のすることか。そんな思いが、クローディアスの胸の中を占しめていく。

　しかしカティナたちの行動は、王立魔法騎士団への反逆行こう為い。

　彼かの女じよに肩かた入いれするという事は、クローディアス小隊の部下たちも巻まき添ぞえにしてしまうという事。苦楽を共にし、自分を信じ付いてきてくれた部下たちに汚お名めいを着せるという事。

　葛かつ藤とうするクローディアスは歯は軋ぎしりをし、そして意を決したように己の剣をその場に突つき立たてる。

「俺はこれより先は、カティナ・イシュルダールに肩入れする！」

　そんなクローディアスの発言に、他の二小隊が驚愕に顔を歪ゆがめた。

「なにを言っている、クローディアスっ！　貴様、自分の言っている事の意味をわかっているのか！」

「わかってなくて、こんな言葉を口に出せるか！　正しいと信じたものに殉じゆんずることこそ、騎士の道！　上からの命令の意味も知らず動くは愚ぐの骨こつ頂ちよう！」

「お、おまえ……おまえがそれをすれば、貴様の隊員すべてが責を負うことになるぞ！」

「お前らの耳は節穴か!?　俺はこれより先、カティナに下ると言った！　俺たちではない、俺だけだ！」

　その言葉に他の小隊長は口をパクパクさせる。クローディアスは自らの隊の隊士たちに向き直ると真しん剣けんな瞳ひとみで見つめる。

「クローディアス小隊は、これより副長ターニャの指揮の下、裏切者であるこの俺を討とう伐ばつしろ！　お前たちは俺のバカに付き合う必要は一いつ切さいない！」

　しかしクローディアスのその言葉に、どうしたわけか隊士たちは一様に明るく笑った。

「なに言ってんすか！　俺たちはクローディアス小隊です！　隊長に付いて行きます！」

「しかし……それでは」

「正しいと信じたものに殉じゆんずることこそ騎士の道でしょう！」

「隊長、やっとその気になりましたね」

「我々は最後までお供させていただきます」

「…………」

　そして最後にターニャがクローディアスの前に出る。

「もうみんなクローディアスさんがやろうとしている事なんて見当が付いています。あの時カティナ様から話を聞いたクローディアスさんがどんな行動をとるかなんて、わかりきってるんです。俺のバカに付き合う必要はない？　なにバカなこと言ってるんですか。隊長がバカなのなんて、私たち百も承知です」
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「……ターニャ、おまえまたバカって……」

「隊長がバカなら、その部下はもっとバカなんです。お供させてください！」

　決起し鬨かちどきを上げるクローディアス小隊に、他の二小隊の隊長は怒いかりが込み上げたかのように沸ふつ々ふつと青筋を浮うかべ、怒ど声せいを発した。

「この賊ぞくどもがぁっ！　構わん、騎士団に泥どろを塗ぬる恥はじ知しらずはすべて斬り捨てよ！」

　その号令と共にクローディアス小隊と、他の二小隊が衝しよう突とつする。

　クローディアスは必死に剣を振るいながら、カティナに声を放った。

「カティナ！　おまえたちは行け！　ここはクローディアス小隊が預かる！」

「…………」

「なにをボーッとしている！　急がねばならんのだろう！」

「はい！」

　言うと同時にカティナはリタ、ガランと共に交戦する騎士たちの間を縫ぬい庁舎の中へと向かって走り出だす。しかしそれを相手が見み逃のがすわけがない。すぐさまカティナたちに向かってその刃やいばが迫せまる。が、寸すんでのところでクローディアスとターニャの剣が、その刃やいばを叩き落おとした。

「クローディアス小隊を嘗なめるな！」

　何かが吹っ切きれたかのように戦うクローディアス。しかしそれは彼だけではなかった。彼を慕したって付いてくる者すべてが嬉き々きとして、その剣を振るい続けたのだった。




　　　　※※※※




　カティナとリタ、そしてガランは庁舎内に突とつ入にゆうすると、そのまま真まっ直すぐに地ち下か牢ろうのある通路を駆け抜ぬける。幸か不幸か竜神信仰掃討作戦が決行されている今、庁舎内の警備は極きわめて薄い。大きな抵てい抗こうを受けることなく、カティナたちは地下牢に到とう着ちやくし、門番を伸のすと一番奥おくで鎖くさりに繋つながれたミキハラタクトを発見した。

「ミキハラ！　無事か!?」

　カティナの呼びかけに傷ついたミキハラタクトはゆっくりと顔を上げた。

「………ああ、シェッセの友達のねぇちゃんか」

　すぐさまカティナは施せ錠じようを外し、ミキハラの身を自由にする。しかし彼は長く拘束された疲ひ労ろうからかフラフラすると、そのままその場に膝ひざを折ってしまう。

「……くそ、腹減った」

　どうやらまっとうな食事も与あたえられていなかったらしい。カティナは自らのポシェットを探さぐると、ビスケット状の保存食を取り出した。これは兵ひよう糧ろう丸がんのようなもので、小麦粉に海かい藻そうの粉末や雑穀粉、砂糖などをオリーブオイルと葡ぶ萄どう酒しゆで練り込み焼いたものである。

　お世辞にも旨うまいと言えるものではないが、非常の際の携けい帯たい食しよくとして栄養価が高いため、騎士は皆みなこれを携けい帯たいしている。

　なのでガランとリタも自分の持っている保存食をタクトに差し出したのだった。

「いやあ……これは、まずいってレベルじゃねえな。なんだこれ、しつこいし甘あまいし、ボソボソするし変な臭においするし……なんかいろいろひどいな」

　もしゃもしゃと食べるタクトの言う通り、本当においしくないのである。もう少しこの非常食には改良の余地があるとは思うのだが、今はそんなことを言っている場合ではない。

「文句を言うな、身体にはいいぞ」

「へいへい……」

　そう言ってタクトは纏まとめて口の中にそれを放ほうり込むと、三人に向き直った。

「さて、あんたらがこうして俺おれを連れ出しに来たってことは、シェッセに何かあったってことだよな」

「ああ、そうだ。シェッセだけではない、この王都すべてに危機が迫っていると言っていい」

「………そっか、やっぱこうなっちまうか」

　どうやらタクトは某なにがしか知っているところがあるようだ。そのことについて疑問は尽つきないが今はもっと重要なことがある。

「現在、シェッセを連れたウィリー様は霊樹の森に向かっている」

「ってぇことは、竜槍を完全な状態にするってことか？」

「ああ、彼はそう言っていた。それはやはり……」

「竜玉を操作しようって腹なんだろうな。まず間違いはねえだろう」

「詳くわしくは移動しながら話す、付いてきてくれ」

　カティナはタクトを連れて移動を始める。馬場へ行き馬を調達すると、すぐさま方位を定め四人は馬に鞭むちを入れた。




　　　　◎◎◎◎




　クローディアス小隊と他の二小隊が衝突する最さ中なかを、猛もう烈れつな勢いで四頭の馬が駆け抜けていった。それはあまりに一いつ瞬しゆんの事で、追つい随ずいを許さぬほどに颯さつ爽そうとその交戦の間を抜け、すぐさま西に進路を取り、そして消えていった。

　王立魔法騎士団の二小隊はそれを目視し、大きなため息を吐くと、

「戦いをやめい！　我々の敗北だ！」

　と言いそのまま兵同士の戦いに幕を引いた。

　クローディアスはてっきり、王立魔法騎士団の誇ほこりに泥を塗ぬった自分たちを全員切り捨てるまで止めないのだと思っていたので、少しばかり拍ひよう子し抜ぬけした。

　すると小隊長がクローディアスの元にやってくる。

「なんだ、わからんという顔をしているな。ふん、まだまだ若いな。戦いくさとはこういうものだ。負けがわかったその瞬しゆん間かんから、それ以上部下を傷つけるようなことはしない」

「……負け……ですか？」

「我々に与えられた任務は、離反者カティナ・イシュルダールたちの確保だ。だがまんまと逃にげられたわい」

　そう言った小隊長の顔は幾いく分ぶん清すが々すがしいような表情をしていた。

　その面おも持もちを見てクローディアスは気が付いた。彼もまたカティナの真しん摯しな言葉に動かされていたのだ。しかし彼にも部下があり、任務への誠意があり、そして騎士としての意地があった。だからこそ彼らは刃やいばを向けた。

　――騎士とは……不器用な生き物だなあ……。

　そう思いながらクローディアスは只ただ々ただ、小隊長たちに向けて頭こうべを垂たれた。

　小隊長は何も言わず、そのままクローディアスの前から姿を消してしまった。

　その瞬間気が抜けたのか、クローディアスはその場に尻しり餅もちをつく。よく見ると身体中傷だらけになっており、ずいぶん血を流していた。これは立っているのも大変だ。

　するとそこへ副隊長のターニャがやってくる。そして無言のまま何も言わずに傷の手当てを始めた。クローディアスはなんと言っていいのかわからず頭を掻かく。

「……………やっちまったなあ……」

　するとターニャはプリプリしながら、

「やっちまったじゃありませんよ！　本当にバカなんですから！」

　と言いながら傷の手当てをしてくれる。ターニャはムスッとした顔のままこちらを見ようともしない。さすがに怒おこっているなあ、とクローディアスは小さく溜息を吐ついた。

　するとターニャは手を止め呟つぶやくように零こぼした。

「………男ってほんとバカだと思います」

「そうか」

「はい、バカです。救いようがないです」

「そうか」

「でもそんなバカを好きな女はもっとバカだと思います」

「そうか」

「だから………別に私、怒ってませんし、後こう悔かいもしてません」

「…………そうか」

　クローディアスがそう言ってほんの少し笑いかけると、ターニャはプイッとそっぽを向いて傷の手当てを続けた。




　　　　▼　▼　▼




　アステイリアの元に翠竜トカカを召喚したという一報が入ってきたのは、ちょうど王立魔法騎士団の掃討部隊を処理した直後のことだった。

　翠竜トカカはイオ地区中央の街中に召喚され、現在破は壊かいの限りを尽つくしているらしい。

　これで駒こまの一つが揃そろった。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを復活させるための駒。それにはもう一匹のドラゴンが必要になる。

　上位特級種朱竜イチカ。

　朱竜イチカと翠竜トカカは上位特級種の中でもとりわけ大きなドラゴンである。身体が大きいということはその身体を構成する竜仙華カラフも巨大になる。その竜仙華カラフを以もつてすれば、異界に巨大な穴を開けることが出来る。そうすれば終マダル焉・ジユのーウ竜ルカをこの地に降ろすことが出来るのだ。

　漸ようやくこの時が来た。終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが持つ竜玉を手に入れ、全てのドラゴンの情報を書かき換かえること。それこそがアステイリアが３０００年の間望み続けたことだった。

　全てのドラゴンが全人類を根絶やしにするまで殺さつ戮りくを止めない。そう設定されれば、この汚よごれきった世界は漸ようやく浄じよう化かされる。

　あんな悲しみに満ちた思いで構成される世界に終しゆう止し符ふを打つことが出来る。

　アステイリアは室内に配置された大量の竜仙華カラフを眺ながめながらそう思った。

　そんな物思いに耽ふけっているアステイリアの元へ騎士団を蹴散らしたグレンがやってくる。

「すべて片が付きました。増ぞう援えん部隊が来るまでには時間がかかる事と思います」

「……ごくろう」

　邪じや魔ま者ものを片付けたグレンはどうしたことか何か腑ふに落ちないような顔をしている。

「どうした、グレン」

「いえ……少し騎士団のやり方が手ぬるいかと思いまして」

「ほう、そう思うか」

「はい、人員の数が少なすぎました。それにどの騎士も大した腕ではない。私一人でもよかったくらいです」

　なかなかグレンは抜け目めがない、とアステイリアは思った。

「いいんだ。どうやらあちらも我々を利用しようとしている」

　その言葉にグレンは驚きを露あらわにする。

「それでは、我々がこれからすることも、あちらには……」

「少なからずわかっている人間がいる。しかし案ずる必要はない。我々もまたそいつらを利用しているのだ。お互たがいが狙っている物は一いつ緒しよということだ。だから協力してやろう。最後に我々が勝つために」

　そう告げると、グレンは小さくコクリと頷うなずいた。

　そしてアステイリアは立ち上がり、その場にいる者たちに号令を発した。

「これより終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ復活の為ため、朱竜イチカをこの地に降ろす！」

　その場にいた竜神信仰の教徒たちは目を輝かがやかせた。そしてグレンが先導し、アステイリアに道を開ける。

「さあ、アステイリア様は会合地点へ向かわれてください。この場は危険です」

「ああ」

　アステイリアは入り口までやってくると、再び振り向むき皆に向かう。

「では皆の者、浄化された世界で会おう」




　　　　※王立魔法騎士団庁舎報告欖らん要よう※




　上位特級種ドラゴン翠竜トカカがイオ地区中央に出現したという報を受け、リラ地区にて竜神信仰掃討部隊に充あてられていた竜伐騎士二名に急行の命が下った。

　翠竜トカカはイオ地区の中心街を破壊しており、イオ駐ちゆう屯とん所じよの騎士が応戦している模様。

　その報が入ってから20分後。今度はオルファン地区に於おいて朱竜イチカが出現したという続報が届いている。すぐにリデュア地区、カラカス地区に配置されていた竜伐騎士二名に対し出動の要請が掛かっている。同時に近きん隣りんに対する避ひ難なん勧かん告こくが出されたが、人手不足もあり難航している模様。王立魔法騎士団は近辺から騎士を掻かき集あつめ、ドラゴンへの対処、及び避難勧告に人員を割さいたものの、現在入ってくる状況は芳かんばしいとは言えない。

　追加で入ってきた情報によると朱竜イチカの出現に際し、イオ地区の翠竜トカカが北へと侵しん攻こうを開始したとのこと。そして出現した朱竜イチカもまた南に向かい侵攻しているという。

　おそらく二匹のドラゴンは会合を目的としていると考えられる。

　そのことによって引き起こされる事こと柄がらに関しては、ウィリー・ウォーレンの提出した報告書にある通りである。

　その司し令れい塔とうであるウィリー・ウォーレンに対し指示を仰あおがんとしたが、彼との連れん絡らくは現在途と絶だえたままとなっている。随ずい行こうしているはずの白竜伐騎士フューゴ・シェーンヴェルグに関しても同じである。

　この件に関しては随ずい時じ、ウィリー・ウォーレンへの応答を呼びかける由よしである。




　シェッセは霊れい樹じゆの森の入り口に立っていた。

　まだ入ってもいないのに、ものすごい魔力の量が森から噴ふき出している。

　魔力伝達体が機能しない呪いを持ったシェッセですら、その膨ぼう大だいな量の魔力を感じ取ることが出来る。

　振り返かえるとウィリーを始めとする内務部の面々が、シェッセに早く行けと視線を送っていた。そしてフューゴの手には心配そうな顔のリュカがぶら下げられている。手足を魔法で拘束され、身動きができないリュカはジッと我が慢まんするようにシェッセを見ていた。

　シェッセがリュカに小さく頷うなずくと、リュカも頷き返した。

　リュカを人質にとられてしまった以上、彼らの言う通りに動かざるを得ない。闇やみ雲くもに動くわけにはいかない。だとすれば、今は彼らの言葉にしたがい霊樹の森の中へと行くしかないのだろう。

　ここから先は馬を使う訳にはいかない。その場に馬を繋ぎ止とめ、シェッセは意を決して森の中に足を踏ふみ入いれる。身体の中を大量の魔力元素が通とおり抜けていく。通常の人間であればその魔力元素量故ゆえに、その身を焼かれてしまう。しかしシェッセは身体に流れる呪いのおかげで、魔力が身体の中を風のように抜けていくだけだった。

　夜がまだ明けきらぬ森の中は、意外にも明るく、遠くまで見通すことが出来た。

　それは森のそこかしこで無数の淡あわく発光した光が浮かび上あがっては明めい滅めつしていた為ためだった。魔力元素が飽ほう和わ状態となり、それらが光を放っているのだ。その光に導かれ森の奥へ奥へとシェッセは進んでいく。

　深い霊樹の森に踏み入りながら、シェッセは竜槍に話しかけた。

「ねえ、ボクは本当にシェッセ・ルシーニアの生まれ変わりなの？」

『ふむ、間ま違ちがいはなかろう。其貴そなたが望むのなら、過去を見せよう。唯ただ我われが完全な形に戻もどらねば、其それを見せることは出来ぬがな』

「どういうこと？」

『我の力の一片は、ルシーニアの記き憶おくと思いと共に固形化し分ぶん離りさせた。我の力を他の者に不用意に使わせぬためにな。其それがナギとルシーニアの願いでもある。だからこそ分離し、使えぬようにしておいたのだが……人間というものは能よく々よく考える生きものよ』

　おそらくウィリーの事を言っているのだろう。ナギやルシーニア、そういった伝説上の者まで利用する人間というものに、竜槍は思うところがあるのかもしれない。

『扨さて、ルシーニアの御み霊たまを持つ者よ。我は一応確かく認にんをしておく必要が有る』

「なに？」

『其貴そなたはナギの御霊を持つ者をどう思っておる？』

　その質問にシェッセは一瞬目を逸そらし、それからボソッと呟つぶやくように言った。

「…………えっと…………その……………だいすき」

『…………………………………』

「ちょ、なんで黙だまるの!?」

『いや、別段確認が済んだので、其それ以上言う事もなかったのでな』

「は、恥はずかしいこと言わせないでよ！　ま、まだタクトにだって言ってないんだから！」

『まあ、そうだろう』

　シェッセは真っ赤になりながら、首をブンブン振った。この件が片付いたら、タクトを助け出さねばならない。何のためにウィリーが自分と竜りゆう槍そうをこの森の奥へとやるのかは解わからない。それでも今はでき得ることをするしかないのだ。

「ねえ、もし竜槍を完全な形にすれば……きっとタクトを救えるよね」

『……ふむ、そうだな。そうする為ために我は、三千の時世を待った。ナギとルシーニアの思いを遂とげさせてやりたい。我はそう思ったが故ゆえに、今こうしている』

「ナギとルシーニアって敵同士だったんじゃないの？」

『其それも直ぐに解る。真実の過去を、主は知る理由が有り、思いを遂とげる理由が有る』

　シェッセは更に森の奥へ奥へと進んでいった。鬱うつ蒼そうと茂しげった森の中はどこか懐なつかしい匂においがするような気がした。

　森の最さい奥おう。そこに霊樹があった。

　幾いく千せん年ねんもの年月をこの森と共に歩み続けた巨きよ木ぼく。シェッセは太く絡からみ合あう霊樹の根を登り大きな樹きの洞うろがある場所へと歩みを進めた。それは何者かに導かれているのか、それともシェッセの魂たましいに刻まれた記憶なのか、迷うこともなくその場に辿たどりつくことが出来た。

　そして蔦つたの絡み合う中心に、光ひかり輝く一粒つぶの宝石があった。

　それは浮ふ遊ゆうしながらキラキラと金こん剛ごう石せきのような光を零こぼしている。

「………これが」

『嗚呼ああ、ルシーニアの記憶と思いを結けつ晶しよう化かし我の力を封ふう印いんした石だ』

　シェッセはその輝く石に手を伸のばす。するとその宝石は、シェッセに引き寄せられるように手の中に舞い降おりた。そして宝石を竜槍に近づける。するとそれはまるで気化するかのように空気に溶とけ、そして竜槍に吸い込まれていく。

　その瞬間シェッセの中にある記憶が駆かけ巡った。

　――…………あ……。

　記憶が、過去が、シェッセの身体の中に流れ込む。

　それはシェッセ・ルシーニアが大人たちの戦いに利用され、そしてナギと出会い、彼かれと過ごし、そうして幸せの形を見つけていく淡い記憶。慎つつましくも、温かな日々。

　その記憶は一点で、シェッセの中にある思い出と重なった。







断章　すべての始まりの日







　シェッセ・ルシーニアがナギと機械兵と共に新たな居を構え、静かに暮らし始めてしばらくしたころのことだった。

　真夜中にルシーニアは窓の外が明るいことに気が付き床とこを出た。

　窓の外に見える北の山が燃えているように赤々としている。

　ちょうどカイドラルドを囲む山々が炎ほのおを上げて燃えていたのだ。

　いったい何があったのか？

　ふと隣となりに立つナギを見ると、何か物思いに耽るような顔で、赤く染まるカイドラルドの山々を見つめていた。

　心配になったルシーニアはナギの服の袖そでを握にぎった。

「どうした、ナギ？」

　するとナギは徐おもむろにルシーニアを見つめ悲しそうに薄うすく唇くちびるを噛かんだ。

「カイドラルドには、昔同じ国で育った兄弟がいるんだ。自分の国が滅ほろぼされた時、別々の道を歩むことを選せん択たくした。それ以来、彼とは会っていない………でももしまだ彼がカイドラルドにいるなら………」

　それ以上は何も言わなかった。ルシーニアも聞かずとも察するものがあった。あれほどの大火が上がる状況はただ事ではないのだろう。いったいカイドラルドで何が起こっているのか、そんなことを考えながら二人は一晩中赤く染まる山々の頂いただきを見つめていた。




　カイドラルドが一晩で灰かい燼じんに帰したという噂うわさを聞いたのはそのすぐ後の事である。

　ルシーニアがナギと共にクインティアへ買い出しに出た頃ころには、町中がその噂で持ちきりとなっていた。

　そしてそれと同時に、物ぶつ騒そうな噂も広がっていた。それはカイドラルドを中心として、大小様々な生物が、人間を襲おそうようになったというのだ。どこから聞きつけたのか、人々はその生物の事を『ドラゴン』と呼んだ。

　強きよう靭じんな身体を持つドラゴンに人間は太刀たち打うち出来ない。さらに恐おそろしいことに、ドラゴンは魔ま法ほうによる攻こう撃げきを分解してしまうというのだ。その特性に誰もが震しん撼かんした。どの国も、火急のドラゴン対策に追われているという。北のダグジアなどは、以前から捕ほ虜りよとして捕らえていたクク族を使ってドラゴンを討伐させようとしているらしい。いったいどんな方法を取っているのかは定かではないが、噂によると呪じゆ術じゆつ系統の楔くさびでどうにかしようとしているとも聞く。方々から聞こえてくるそれらの噂や、街を包つつむ不ふ穏おんな空気にルシーニアは言い知れぬ不安を抱いだいた。

　ふとナギは今どんなことを思っているのだろうと彼の顔を見て、ルシーニアは驚おどろいた。

　それはいつも冷静な彼の顔に、焦あせりや驚きよう愕がくの色があったからだった。

「どうしたの？」

　そう聞いたルシーニアに、彼は心配させないように気を遣つかったのか、

「………いや、なんでもない」

　と言ったきりそれ以上は何も語らなかった。

　それからだった。ナギが自室に籠こもり、それまでの研究とは違ちがう何かを必死で造るようになったのは。彼は深刻な顔でほとんどの時間をそれに費ついやしていた。

　心配になったルシーニアと機械兵は、ナギの部屋を覗のぞきながら溜息を吐つく。

「ねえ、ナギはいったい何の研究をしているんだ？」

　機械兵はここに住みついて以来、よくナギの研究の手伝いをしていた。だからルシーニアは機械兵なら何か知っているだろう思ったのだった。

「さて、今の研究については見当が付きませんね」

「なんか別のこと研究してるの？」

「はい、霊樹とは別の物のようです。それが何なのか、私に見当もつきませんが」

　首を傾かしげる機械兵に、ルシーニアも同じように首を傾げながら、再びナギの背に目を移す。

「……そっか………ボク、ナギが心配だ」

「そうですね。私も心配です」

「機械も心配するのか？」

「ナギさんの食事のペースと、仕事の配分を分ぶん割かつすると、身体を壊こわす可能性が高い。そうなってはよくない。これは心配をするということですね？」

「うん」

　そんなある日、食事を作ってナギの部屋に運んだ折に、ルシーニアはナギにそのことを聞いてみることにした。

「なあ、ナギはいったい何を造っているんだ？」

　するとナギは疲つかれ切った目をしょぼしょぼとさせながら答えた。

「竜りゆう玉ぎよくだよ」

「りゅうぎょく？　それはなんだ？」

「うーん、なんて説明すればいいかな……ドラゴンという生き物の核かくとなっているのは竜仙華カラフという物なんだ」

「うん」

「その竜仙華カラフを受信機として、竜玉でドラゴンたちを操作する……と考えればいいかな。その為ためのドラゴンを操作する竜玉を俺は今造ってるんだ」

　それを聞きながらルシーニアは首を傾げた。

「何のためにドラゴンを操作するんだ？」

　するとナギは、かなしそうな表情で北のカイドラルドの山々に目をやった。

「……カイドラルドを滅ぼしたのは、おそらく兄さんが造ったドラゴンだと思う。兄さんは自分の持つ聖遺物・塁るい玲れい双そう錬れんを媒ばい介かいに小さな竜玉を精製してドラゴンを操あやつったんだ。結果、一晩でドラゴンはカイドラルドを滅ぼした」

「そうなのか？」

「ああ、間違いない。だから俺はこの竜槍でそれよりも強力な竜玉を造る。この竜玉でドラゴンを鎮ちん静せいしたら、そのまま竜玉は破壊しようと思う」

「え、そんなことしちゃって大だい丈じよう夫ぶなのか？　操作できないんじゃないのか」

「いや、竜玉は一度ドラゴンたちに行動パターンを刷り込んだら、改めて行動パターンを書き換えるまで、その通りに動き続ける。だから一度書かき換えられれば、それ以上他の人間に悪用される前に、破壊してしまった方がいいんだ。それに……」

「それに？」

　ナギは少し逡しゆん巡じゆんし深刻な顔をした。

「たぶん、兄さんが造ったドラゴンは、俺の血を媒ばい介かいにして造ったんだと思う。別わかれ際に受けた俺の傷の返り血で……」

　その話は以前ナギから聞いたことがあった。二人は意見の相そう違いから、別々の道を歩むことになったと。そして兄であるアステイリアは、ナギにその感情をぶつけるように一ひと太刀たち浴びせたと。

「うかつだったかもしれない。まさかあの時の返り血で、ドラゴンを精製するとは思ってなかった……なにより、それを兄さんがこんな形で使うなんて」

　こんな形……きっとあのカイドラルドの事だろう。

　アステイリアは母国を滅ぼしたカイドラルド国を、延ひいては人間そのものを憎にくんでいたのだという。そんな彼が、カイドラルドの魔ま法ほう技術省に所属していたというのは偶ぐう然ぜんではないはずだ。きっと敢あえて仇かたきを利用したのだろう。

　だとすれば先日、カイドラルドが滅びたのは事故ではない。己の国を滅ぼしたカイドラルドの研究機関を使い、仇のカイドラルドを滅ぼした。きっとナギはそう考えているのだろう。ルシーニアはそう思い、それ以上ナギに声が掛かけられなかった。

　竜玉が完成したのは、その話があってから数週間してからのことだった。

　ナギの造りだした竜玉はスイカのように大きく、金剛石のように澄すんだ透とう明めいの玉であった。そうして完成と共に、ドラゴンを鎮しずめるための儀ぎ式しきがすぐに行われた。ナギは竜玉に竜槍を突き立てると、竜槍はまるで植物のように根を生やし竜玉を包み込んだ。そしてナギは竜槍の柄つかを持ち願いを込める。

「遍あまねく世界に満ちた竜たちよ、どうか心安らかにし、人の眼めから離はなれ、空と大地を守る守護の者と成れ。人を殺あやめず、傷つけず、慈じ愛あいの心を以もつて世界を見守りたまえ。どうか安らかなる存在でありたまえ」

　そのナギの言葉に導かれるように竜槍は光を放ち、その光は世界中へと散って行く。

　その光景を見ていたルシーニアは只ただ々ただ目を丸くした。

「すごいな、ナギの魔法は」

「いや、これは魔法じゃない。俺には魔ま力りよく伝でん達たつ体たいはないからね。これは竜槍が遠い昔から蓄たくわえてきた力を借りただけだ。竜槍のように太古からあり続けた聖遺物の力を借りなければ、これほどの竜玉は起動しない」

「へえ、そういうものか」

「ああ、そういうものだ」

　そう言うと、ナギは疲れたようにその場に腰こしを下ろした。そんな疲れ切ったナギを労わりながら、ルシーニアはまた前のように穏おだやかな生活に戻れることを喜んだ。

　そしてそれからの数カ月は、ルシーニアが夢見た平へい穏おんで温かな暮らしがそこにはあった。方々でのドラゴンによる事件はすっかり鳴なりを潜ひそめ、その代わりに中断されていた諸国同士の争いが再び始まったのは言うまでもなかった。しかしそれも、間もなく終わる。ルシーニアはそう思った。ナギが霊樹を完成させれば、魔力元素の不足はこの世界からなくなる。ナギが二度も世界を救う。そう信じていた。

　竜玉はあの日からずっと世界に向けて光を放ち続けている。決して他の何者にも利用されないよう、長い時間をかけてナギの願いはドラゴンたちに刷り込まれていく。

　竜槍の溜ため込んだ力が尽きるその時まで、この儀式を続けるのだとナギは言っていた。




　そんなある日、ナギは自室での研究を終えていつものようにリビングにやってくると、ルシーニアに薄く笑えみをこぼした。

「……ルシーニア、お腹なかがすいた。君の作った食事が食べたい」

　彼はそう言って椅い子すに座すわると浅く呼吸をしながら目を瞑つぶった。ルシーニアはナギの雰囲気に目を輝かせながら笑え顔がおで返し、

「うん！」

　と言ってすぐにキッチンへ走った。

　ルシーニアの心は躍おどった。そんな様子を見た機械兵が、カタカタと笑うような仕草をする。

「ご機き嫌げんですね」

「うん！　きっともうすぐナギの研究もおわる。そうしたら、またナギと一緒にゆっくりごはんが食べられる」

「そうですか。それはよかった」

　そう言って機械兵は再びカタカタと笑うような仕草をしてみせた。

　ルシーニアは、疲れ切ったナギを起こさぬように配はい慮りよしながら、それでも着々と食事の用意を整えていく。

　ナギの好きな物を作ろうとルシーニアは腕うでを振ふるった。ライ麦粉にイーストを混ぜ発はつ酵こうさせたパン生き地じを取り出す。そしてそこに砕くだいた花はな胡桃くるみを混ぜて、やわらかく焼き上げた胡桃のパンを作る。

　次はスープだ。タマネギをざく切りにしてバターで炒いためる。そこへ朝採ってきたばかりの砂抜きをしたハマグリを剥むき身みにして加える。炒めたタマネギの甘い香かおりと、ハマグリの円まろやかな香りがバターに溶けあう。そこにお湯を足して煮に込こみ始めると、立ち上る湯気はやわらかなスープの匂いを広げていった。これだけでも十分に空腹を刺し激げきする。だがまだ完成ではない。煮に立たったところで鍋なべを火から少し離して蓋ふたをし、弱火でコトコト煮込んでいく。

　それからヤギの乳を加え、塩と胡こ椒しようで味を調え、皿に盛りつけると刻んだパセリを散ちらした。

　後は彼の好きな肉料理がいいだろうか。

　それなら先日捕ったばかりの岩ウサギがいいだろう。毛色が岩のような色に擬ぎ態たいした砂さ漠ばくに棲すむウサギは、名前とは裏腹にその肉がめっぽうやわらかい。

　塩しお漬づけにして保存しようと思っていたが、その前にナギに食べさせたいと思った。

　肉のやわらかい岩ウサギの中でも特にやわらかくて味のしっかりしているロースの部分を切り出していく。ロースはちょうど背中の肉の部位。そのため脂あぶらが程ほどよく散って霜しも降ふり状になっている。ソテーなどにすれば変に味付けなどせずとも肉の旨うま味みだけでも十分に旨い。口の中に入れると、キメの細かい肉質が舌の上を転がり、噛まずとも崩くずれる。そして塩で味付けされた旨味が口の中に広がった後には、肉そのものが持ち合わせるやわらかで仄ほのかな甘みが鼻び腔くうをくすぐる。また岩ウサギの持ち合わせる脂あぶらの質は低温でも固形化しない特質がある。つまり生で食べても舌の温度で溶けるくらいに上質な脂し質しつなのだ。これが肉独特の甘みと旨味の秘密なのである。

　ルシーニアはそんな岩ウサギのロース肉に軽く味付けをして串くしに刺さし直じか火びで少し炙あぶる。表面をちょっとだけ焦こがすと肉の脂が浮き出でて滴したたる。火の中に飛びこんだ脂はジュウジュウと音を立てて旨そうな香りを立ち上らせた。

　その匂いに釣つられて眠ねむっていたナギが顔をあげる。ルシーニアの目的はこれだった。ほんのいたずら心。お腹を空すかせた彼が匂いに釣られて起き出してくるのが、ルシーニアにとっては嬉うれしくて仕方なかった。

「もう出来るから。もうちょっと待ってて」

　得意気に笑いながらそう言うと、ナギはコクリと頷うなずき、ちょっとだけしょぼんとして手て持もち無ぶ沙さ汰たに両手を組くみ替かえたりしていた。その様子を見てルシーニアは、「へへへ」といたずらな笑みを浮かべ、料理の続きに掛かった。そうして一通りの準備が終わりテーブルに並べ、椅子に座っているナギに声を掛けようとした。

　その時だった。外から何かがこちらに向かってくる音が聞こえた。それは多くの靴くつ音おと。

　それも尋じん常じようではない数。１００や２００どころではなく、もっと多くの途と轍てつもない数の靴音が嵐あらしのようにこちらに向かって近づいてくる。

　部屋の隅すみに立っていた機械兵がゆっくりとルシーニアの元にやってくると肩かたを叩たたく。

「お二人で逃げてください。これはまずい」

　するとそれまで目を閉じていたナギが立ち上がり、しばしぼんやりとするように中空を見つめていた。ルシーニアはそんなナギの腕を抱く。

「ナギ！　逃げよ！　きっとまたよくない連中だよ！」

　するとナギは首を横に振り、ルシーニアを見た。

「たぶん違う」

「え？」

「………おそらく俺の造った『竜玉』を奪うばいに来たんだ」

「竜玉を？」

「……もう少し時間があれば……」

　ナギは眉み間けんに皺しわをよせ、その意識を外に向けた。

　多くの靴音がどんどん近づいてくる。それらはこの隠かくれ家がを取り囲むようにして止まった。

　緊きん張ちようにルシーニアは息を呑のむ。その瞬間、外から大きな声が響ひびき渡わたった。

「この世にドラゴンを放ち、カイドラルド国を一夜にして滅ぼした竜人ナギ！　おまえがこの世界を滅ぼそうとしていることは明白だ！　さあ、今すぐこの場に投降し、その罪を認めよ！　もし抵てい抗こうするのならば、連合軍が鉄てつ槌ついを下す！」

　ルシーニアは驚きのあまり開いた口が塞ふさがらなかった。いったい何い時つナギがドラゴンをこの世に放ったというのか？　いったい何時ナギがドラゴンを操り、カイドラルドを滅ぼしたというのか？

　呆あつ気けにとられていたルシーニアの心の裡うちに、今度は怒いかりが沸ふつ々ふつと湧わき上がってきた。

　そんな感情が心の中を占しめていくのを察したかのように、ナギがルシーニアの肩に手を置いた。

「…………」

　そして三人は息を殺し、状じよう況きようを見守った。

　すると今度は別の声が外に響き渡る。

「皆よく聞くがいい！　ナギはこの中に全すべてのドラゴンを操る竜玉を隠し持もっている！　その竜玉を使い、カイドラルドを滅ぼしたのだ！　そしてダグジアが有していた聖女ルシーニアを人ひと質じちにとり、今もこの世界を陥おとしいれんと画策をしている！　これが許されることであろうか！」

　ナギの家を囲んだ兵士たちはその言葉に扇せん動どうされるように口々に罵ば倒とうや呪のろいの言葉を叫さけんだ。幾いく千という数の罵ののしりの声がうねり、この隠れ家を取り巻いていた。そのあまりの内容に、ルシーニアは耳を覆おおいたくなった。するとナギは深刻な顔をして一言こうつぶやいた。

「…………兄さん」

　ルシーニアの耳にはっきりと聞こえたその言葉に、驚きのあまり目を見開いた。

「どういうこと？　ナギのお兄さんがどうしてこんなことをするの？」

　するとナギは薄く唇を噛み悲しそうな顔をした。

　そして外では『勇者アステイリア』を讃たたえる気勢と『竜人ナギ』を痛つう罵ばする怒ど声せいが交こう互ごに上がる。口々に勇者アステイリアに、竜人ナギを倒たおすよう懇こん願がんする声が上がる。

　何も知らない民衆たちは、アステイリアの造りだした虚きよ実じつにすっかり虜とりこにされていた。

　すべてが逆なのに、ナギはそんなことをしようとはしていないのに。どんな言葉を以もつてしても、ナギのこの冤えん罪ざいを晴らすことは出来ない。そんな空気が取り巻いていた。

「皆みなの者、よく聞いてくれ！」

　アステイリアの声が響き渡ると、外は一いつ斉せいに静まり返った。

　まるで誰だれもいないかのような静せい寂じやくが訪おとずれる。

「今、この時より、我はこの世にドラゴンを放った竜人ナギを討とう伐ばつし、民が竜人ナギの脅きよう威いに怯おびえる時代に終止符を打たんとする！　皆、その時代の節目をしかと目に焼き付けよ！」

　その言葉に一斉にまた歓かん声せいが上がる。

　そしてその声の高まりの中、ナギの家のドアがゆっくりと開かれた。そこには双そう剣けんを手にした男の姿があった。咄とつ嗟さにルシーニアは、この男がナギの兄アステイリアなのだと感じた。よく見ればどこか面おも差ざしが似ているようにも思う。

　すかさず機械兵が、剣けんを手にした闖ちん入にゆう者しやに刃やいばを向けた。しかし闖入者はそれをあっさりと薙なぎ払はらう。

「なんだ貴様？　任務に失敗して破壊されたかと思ったら、生きていたのか？」

「ナギさん！　逃げてください！　こいつは……」

　機械兵が最後まで口にする前に、アステイリアの双剣が襲い掛かる。即そく座ざに防ぼう御ぎよの構えをしそれを受けた機械兵は、そのまま後方へ飛び壁かべにめり込み土つち煙けむりをあげた。

「………に……げて……く……」

「ふん」

　バチバチと音を立てる機械兵を鼻で笑い闖入者は視線をナギに移す。

「ナギ、久しぶりだな」

「久しぶりと言うには、ずいぶんな言い様だったね」

「そうするしかなかったんだ。おまえが余計なことをしてくれたからな」

　余計なこと――おそらく竜玉を造りドラゴンを鎮めたことだろう。

「もうおまえたちに逃にげ場ばはない。外は数千の兵が埋うめ尽つくしている。さあ、竜玉を差し出だせ。そうすれば、苦しませずに殺してやる」

「……竜玉は渡さない。誰もドラゴンが暴れまわることを望んでなんかいない。あんなことをさせられるためにドラゴンは生み出されたわけじゃない」

「ふん……やはりそういう結論になるのか」

　つまらなそうに言うアステイリアは、ためらいなく剣を一いつ閃せんさせる。

「っ!!」

　ジャグッという鈍にぶい音と共に、身構えたナギの右手が宙を舞まう。そしてゴトッと音を立てて切断された右手は床に転がった。

「……………！」

　ルシーニアは声も出なかった。何の迷いもなく、血を分けた弟の腕を斬きり落としたアステイリア。罪悪感など知らぬという表情で、その男はギロリとこちらを睨にらみつける。

「ほう、血けつ焔えんの聖せい女じよと仲良くやっているのか？　ならばこの女を嬲なぶってやるか。それなら頑がん固こなおまえも聞き分けてくれるだろう？」

　残ざん虐ぎやくな笑みを浮うかべるアステイリアの爪つま先さきがルシーニアの鳩みぞ尾おちを思い切り蹴り上げ、その身体が床に転がった。呼吸もできず苦しみにもがくルシーニアにアステイリアは剣を振り上げる。その姿にナギの咆ほう哮こうがこだました。

「アステイリアァァァッ！」

「腕を切られてもまだ威い勢せいがいいようだな。なあナギ、この娘むすめが苦しむのが嫌いやなら、さっさと竜玉の元に案内しろ」

　そのアステイリアの言葉を遮さえぎるように、ルシーニアは痛みを堪こらえ叫んだ。

「ダメだよ！　あれをこんな奴やつに渡しちゃ！」

「うるさいんだ、この孤こ児じ風ふ情ぜいが！」

　怒りを露わにしたアステイリアの剣が、床に手を突つき起き上がるルシーニアの掌てのひら目がけて突き付つけられる。ズブリと鈍い音を立てて、冷たい金属がルシーニアの掌を貫つらぬく。

「ぅぐっ！」

「少しは口のきき方を覚えるべきだな、ルシーニア」

　そしてその傷口を剣が抉えぐり広げていく。グリグリと刃が掌てのひらを損そん壊かいしていく。執しつ拗ようなまでにゆっくりと、痛みを全て知覚させるように。

「……あ……ぅくっ！」

　焼けるような激痛。食いしばった歯が欠けそうになるほどの苦痛。気を失いそうになるルシーニアを尻しり目めに、アステイリアはナギに言い放つ。

「何度も言わせるな。竜玉はどこだ？」

「……………」

「……そう……か！」

　言うと同時にアステイリアはもう一本の剣を、ルシーニアのもう片方の掌目がけて突き立たてる。

「……っ！」

　そして動けないルシーニアの横腹を目がけ、その硬い靴くつで蹴ける、蹴る、蹴る……！

　ルシーニアはその激痛を必死で噛み殺ころした。

「おいっ！　ナギィ！　死んじまうぞぉっ！　いいのかっ！　いいのかよぉっ！」

　狂くるったように只管ひたすらに動くことの出来ないルシーニアに踵かかとを突き付け、踏みにじる。気が触れそうな程の痛みが全身に走る。

「やめろぉっ！」

　耐たえ切れなくなったナギの悲痛な叫び声ごえが響き渡った。アステイリアはピタリとその動きを止めると、ナギの元に近づきやさしく微ほほ笑えみかける。

「よーし、話す気になったか？　おりこうさんだ。さあ、どこだ？」

「ダメだ、ナギ……言っちゃ……ダメだよ」

　ルシーニアは声にならない声を振り絞しぼった。この男にだけは、渡してはいけない。この残虐な男に竜玉が渡れば大変な事になる。その思いだけがルシーニアを動かしていた。

「ボクは……どうなったっていい……どんな痛みでも耐える……だから、ナギ……」

　その様子を見たアステイリアは、這はいつくばるルシーニアに唾つばを吐きかけそして再び蹴り上げる。

「うるさいんだよ、この小こ娘むすめ！」

「あぐぅっ！」

「今は俺おれが話してるんだ。わかるだろ、おまえじゃないんだ。なあ、聞き分けてくれよ聖女様」

　そしてルシーニアの血だらけの掌を、泥どろにまみれたその靴くつ底ぞこで踏みつけた。

「竜玉はここだっ！」

　ナギの悲痛な叫びに、漸ようやくその足を止めたアステイリアは冷たい眼まな差ざしを向けた。

　そして苦く悶もんの表情を漲みなぎらせ、ナギは床を叩く。すると床ゆか板いたが浮き上がり、地下への通路が現れた。

「……ほう、こんなところに……おいルシーニア。おまえも来い。人質だ」

　そう言うとアステイリアは乱暴に剣を引ひき抜ぬき、ルシーニアの腕を掴つかむと引きずるように階段を下りていく。地下に灯あかりはなかった。しかし灯りなどはこの地下室に必要はなかった。それを補おぎなって余りある光を、竜玉と竜槍が放っていたのだ。

　それを前にしたアステイリアは目を輝かがやかせる。

「これだ……よくこれほどの竜玉を精製できたものだ」

　アステイリアはそう言うと竜玉の元に近づいていく。そして竜槍の柄つかを握り願いを込める。

「遍あまねくこの世界に満ちた竜たちよ、人を凶きよう害がいし、空と大地を駆け巡めぐれ。人を殺め、傷つけ、この世界に蔓延はびこる人という人を一人残らず滅ぼすものと成れ」

　アステイリアの言葉に竜玉から放たれる光の色調が変わった。それは願いの形が根本的に変わったことを示している。新たな願いを受けて、竜玉は光を一層増した。光子が弾け天てん井じようをすり抜け世界に向かい飛び出していく。

　――せっかくナギがドラゴンをおとなしくしたのに。ナギが必死で造ったのに。

　悔くやしくてならなかった。今だけは自分が魔法を使えないことが恨うらめしかった。

　しかしその時アステイリアが驚愕の声を上げた。

「なっ………どういうことだ!?」

　なんと世界中のドラゴンに向けて放たれるその光が、次し第だいに弱まっていく。そして光は収束し、最後には消えていった。

「………兄さんの思い通りにはならない」

　その声にアステイリアがハッとして振り向むいた。階段に傷口を押さえたナギが立っていたのだ。

「ナギ！　何をした！」

　怒りに震ふるえるアステイリアはナギに向かって叫ぶ。しかしナギは静かにこう言った。

「竜槍の力がなくなったんだ」

「なに？」

「竜槍が長い年月溜め続けてきた力が潰ついえたんだよ。前に俺がドラゴンの脅威を抑えた時に既すでにほとんどの力は使っていた……だから、もうその竜玉と竜槍に兄さんの願いを叶かなえるほどの力はない。兄さんの願いは僅わずかに届いてしまったかもしれないが、それでも人間を滅ぼすほどには至っていないのだろう」

　アステイリアは怒りと憎ぞう悪おを顔に漲みなぎらせ、ナギを殴なぐりつける。

「この愚ぐ弟ていが！　どうして貴様はそうまでして俺の意志を砕く！」

「兄さん、もう止めよう。兄さんもどうか人としての幸せを探してくれ！」

「人の幸せだと？　人の幸せはこの世からすべて消え去ることだ！　この苦しみと憎しみに満ちた醜みにくい世界から解き放たれることだ！」

　アステイリアは怒りを漲らせ叫んだ。闘とう志しを剥むきだしにしたアステイリアは荒あらく呼吸をしながら、ふと何かに気付いたような顔をした。

「……そうか、竜玉があるじゃないか」

　急に表情が明るくなるアステイリア。それに気が付いたナギが焦あせりを浮かべる。

「………兄さんなにを？」

「はははははっ！　そうだ！　竜玉だ！　この竜玉を竜仙華カラフとしてドラゴンを造るんだ！　あの中ちゆう途と半はん端ぱな願いでも事足りるほどに巨きよ大だいな力を持ったドラゴンを造り出すのだ！」

　咄嗟にナギが傷口を押さえながら、アステイリアを制止しようとした。

「やめろっ！　そんなことをしたら……」

「そんなことをしたら？　そんなことをしたら、世界は滅びるなぁ、そうだろナギ！」

　そう言うと同時にアステイリアはナギの腹に剣を突き刺した。

「ぐっ」

「安心しろ、浅く刺してやったぞ、感謝しろ」

　そう言ってアステイリアはナギの腹から零こぼれ出る血をその手に受けた。

「オリジナルの『竜の血』……そして竜槍より創出された『竜玉』。この二つから世界を終わらせるドラゴンを造り出すのだ」

　アステイリアはナギの『竜の血』を『竜玉』に注そそぐ。瞬しゆん間かん、竜玉はその血を吸収し、命が宿ったかのように赤く染まる。

　その竜玉にアステイリアは呼びかけるように呪じゆ文もんを唱える。

「我は生み出す者也。神代の理ことわりに依よりて、竜の純血と神の遺物の力を以もつて、その姿を指し示せ！　生み出されし竜の仔こ、おまえの名は終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ！」

　すると次の瞬間には竜玉の周りにタールのように黒いものが渦うず巻まき、次第にそれは生物の形へと変へん貌ぼうしていった。

　その様子にナギはルシーニアに向かって叫んだ。

「シェッセ、逃げろ！」

「え？」

　ナギはルシーニアにそう言うと同時に、アステイリアに突っ込んでいくと体当たりを食らわせる。即そく応おうできなかったアステイリアは、叩きつけられるように横転した。

　そしてすぐさまナギは体勢を立て直すと、片手で竜槍の柄を手に取る。

　咄とつ嗟さにアステイリアは腰にある双剣の片方を引き抜き、ナギの背を斬り付けた。

「…………！」

　しかしナギは踏ふみ堪こたえる。そして掴んだ竜槍に力を籠こめ、引き抜いた。

「貴様、なにを………？」

　アステイリアが言い終えるよりも早く、ナギは竜槍に願いを込める。

「この世界を混こん沌とんに落とす竜玉を打うち砕く聖せい剣けんと成れ、竜槍！」

　その願いを受け、竜槍は光を放つと同時にその姿を変貌させていく。巨大な槍やりは光と共に収束し、やがて一本の美しい剣にその姿を変えた。

　そしてナギは聖剣を握り締しめ、ドラゴンの形へと変貌していく竜玉目がけ振り降ろす。

　キーーーーーンと高い音を上げ、竜玉は聖剣の刃を跳はね返かえした。

　瞬しゆん時じにルシーニアは悟さとった。先ほどナギが言っていた。もう竜槍は力を使い果たしたのだと。アステイリアのあの禍まが々まがしい願いを受け、その全ての力を使い果たしたのだ。だから、その竜槍を変化させた聖剣にも竜玉を打ち砕くほどの力は残っていなかったのだ。だがナギはそれでも諦あきらめなかった。再び聖剣を残った片手で振り上あげる。

「やめろ！　ナギ！」

　ナギが振り下おろすよりほんの僅わずか早く、アステイリアの剣が更さらにナギの背を斬り付けた。

「……かっ」

　仰のけ反ぞるようにナギがその場に倒れこむ。

「ナギぃっ！」

　ルシーニアは自らの傷の痛みも忘れ、弾かれたようにナギに駆け寄よろうとした。

　しかしそれを阻はばむようにアステイリアの蹴りがルシーニアの顔面に叩き込まれる。

「邪じや魔まだぁっ！」

　その場に投げ出され、ボロ雑ぞう巾きんのように床に転がるルシーニア。

　もし自分に魔法が使えたら……そう思わずにはいられなかった。あれほど自分を縛しばり付けていた呪いのような力を、今は欲ほつしていた。ナギの為ために何も出来ないことが悔しくてならなかった。

　そんなルシーニアとナギを尻目にアステイリアは高笑いを上げる。

「これで終わりだ。竜玉を媒介にしたこのドラゴンは、どんどん大きくなる。どんな物を以もつてしても倒すことができぬ。残念だったなナギ、これで終わりだ。これで人間はこの世界から潰ついえる」

　アステイリアは双剣を腰に差すと、傷ついたナギと、床に転がるルシーニアを交互に見て、再び笑い声をあげ、そして階段を駆かけ上がって行ってしまった。

　二人の目の前で竜玉を媒介にしたドラゴンは、次第に大きさを増していく。部屋の中を埋うめ尽つくし、そしてナギとルシーニアを呑み込まんとする黒い塊かたまり。

「………ナギ」

　ルシーニアは必死で立ち上がろうとした。しかし身体にどうしても力が入らない。痛めつけられた身体が悲鳴を上げていた。

　立ち上がろうとする度たびに、無情に身体は崩れ落おちる。

　その間にもドラゴンはどんどん巨きよ大だい化かしていき、入り口の階段を塞いでしまう。

　――もうダメなのかな……。

　そんな思いが頭を掠かすめた瞬間、ドンッという音を立てて天井に穴が開いた。そして突き破やぶられた天井の穴から機械兵が飛びおりてきた。機械兵はルシーニアを抱かかえ起おこし、更にナギを抱き上げる。

「すみません、意識を失っておりました！」

　機械兵は二人を担かつぎ上げると自分が開けた穴へ向かい、高く跳ちよう躍やくした。そして地鳴りを上げる家の壁を蹴け破やぶり外へと飛び出した。

　その直後、膨ふくれ上がったドラゴンが壁を崩し屋根を切きり裂さきその場に姿を現した。

　姿を現した漆しつ黒こくのドラゴンは、空気を震わせる程の咆哮をあげる。そのあまりに猛たけ々だけしく狂きよう暴ぼうな姿に、家を取り囲んでいた兵士たちが蜘く蛛もの子を散らすように後退し始めた。

　ルシーニアはその姿を見上げ、ただ目を丸くした。

　――……まだどんどん大きくなっている。

　絶望的な気持ちになった。そんなルシーニアに追い討ちをかけるように、方々から叫び声が、雄お叫たけびが巻き起こる。

　目を移すとなんと空という空、大地という大地を埋め尽くすように、大小様々なドラゴンが周りを取り巻いていた。それは世界を終わらせる最大のドラゴンに引き寄せられ集まって来たかのようだった。

　そしてそのドラゴンたちは後退する兵士たちに次々に襲い掛かる。

　まるでこの世の終わりを見ているかのような光景。

　すると深い傷を負ったナギが、聖剣を杖つえに立ち上がり、ドラゴンの群れに目をやった。

「シェッセ……俺の力を君に託たくす。その代わり、君の力を少し貸してくれ」

「ナギ……どういう事？」

「大だい丈じよう夫ぶ、このドラゴンを倒せばまた会える。一いつ緒しよに暮らすことが出来る」

「言ってる意味がわからないよ！　どっか行っちゃうの!?　ねえナギ！」

　ナギはルシーニアにやさしく笑いかける。

「ほんの少し……お別れになる。でも俺はきっとまた君の前に帰ってくる」

「やだ、ナギと別れたくない！　どこにも行かないでよ！」

　その言葉にナギは寂さびしそうに笑う。

「このドラゴンを封ふう印いんしなければ永遠にお別れになる。でも、もし封印できれば、きっと生まれ変わった先で、俺は君に会うために戻もどってくる」

「そんなの嘘うそだよ……だって……ナギは魔力伝達体がないって言ってたじゃないか」

　それはつまり、彼かれは二度とこの世界に生まれることが出来ないということ。

「大丈夫、必ず帰ってくる」

　そう言うとナギはルシーニアの頭に手を置いた。そのナギの手から、ルシーニアの身体の中に何かが入り込んでくる。

　――これは……？

　その感覚にハッとしたルシーニアに、ナギはやわらかく微笑む。

「この力が、シェッセを導いてくれる。俺の一族が持ち続けた力。その力と竜りゆう槍そうが君を安全な場所へ導いてくれる」

　それが終わるとナギはルシーニアに聖剣を渡した。そしてすぐに、自らの斬られた腕から流れ出る血を集め、願いを込めた。それは幾いく粒つぶもの結けつ晶しようへと変化する。

「竜仙華カラフ……ドラゴンを造る元となるものだ。シェッセ、これに魔力を流し込めば、異界に穴を開けることが出来る。だから君の力で、この竜仙華カラフに全力で魔力を流し込んでほしい」

「でも……ボクはもう魔ま法ほうは……」

「出来るよ」

　ナギはその身体に流れる血の一滴てきをルシーニアの掌てのひらの上に落とす。するとルシーニアの中にあった鍵げん型けい禁きん呪じゆ方ほう式しきが崩れ去さっていった。身体の中に魔力が流れ込んでくる。魔力元素がルシーニアの身体を満たしていく。気が付くと、アステイリアに刺された掌てのひらの傷の痛みが少しずつ引いていくのがわかった。生命の源である魔力元素が身体に満たされ、その痛みを、傷を癒いやしていったのだ。

　鍵型禁呪方式が崩れ、ルシーニアの身体を光がつつむ。しかしそれはナギとの繋つながりが崩れて行ってしまうかのように思えた。喩たとえ元通り魔法が使えるようになったとしても、二度とナギと会えなくなってしまうのではないか、という錯さつ覚かくに陥おちいった。

「ナギ……ナギ……やだよ……こんなの」

　しかしナギは首を横に振る。

「あのドラゴンが最後の大きさになるまでに、異界に封印しなければならない。まだ小さいうちに……」

　そう、アステイリアの造りだしたドラゴンは、次第にその大きさを増していく。20メートル、30メートルとどんどんその身体を肥大化させていった。その勢いはとどまることを知らない。もしこのまま放っておけば、永遠に巨大に膨らみ続けられるのではないかと思った。

　それを目にしたルシーニアは、もう頷うなずくしかなかった。

「……うん」

　そうするしかない。あの巨きよ竜りゆうが最後の形になる前に、封印しなければならないのなら……もしそこに彼と再び会える可能性があるのなら。

　ナギはそんなルシーニアに申し訳なさそうに笑いかけると、巨大に膨れ上がっていくドラゴンに目を向けた。

「あいつは俺が押おさえておく。シェッセ、後は頼たのんだよ」

　そう言ってナギはルシーニアに背を向ける。

「私もお供しましょう」

　機械兵が武器を構え、ナギの後に続いた。

　遠のいていく彼の背が涙なみだでぼやけていく。きっとこれが、最後に見る彼の姿だという事がわかっていながら、その背中がどんどんぼやけていく。

　――ちがう、最後じゃない。

　ルシーニアは涙を拭ぬぐうと、ナギに手て渡わたされた竜仙華カラフに全力で魔力を送り込んだ。







第三章　朱竜イチカと翠竜トカカ







　それはシェッセ・リハエルにとって、ずっとずっと憧あこがれてきた人の姿だった。

　幼い日の記き憶おく。

　ずっとそう思ってきた。しかしそれは違ちがっていたのだ。自分の経験ではなく、シェッセ・ルシーニアが経験した記憶の残ざん滓し。それが転生したシェッセ・リハエルに僅わずかに残ったのだった。しかしそれは決して忘れることなどできるような記憶ではない。

　一番大切で、決して忘れてはいけない約束の瞬間。だからこそ、シェッセの中に残ったのだ。転生しなお残り続ける記憶として、刻まれていたのだ。

　ずっと憧れていた人、あの日助けてくれた青年。それはナギ・ニキッシュ……竜人ナギであり、そして転生しミキハラタクトとなる魂たましい。

　――ボクは……ずっと……ずっと好きだったんだ。シェッセ・リハエルとなるよりも前から、永遠のような時の中でもずっと彼の事を思っていたんだ。

　それはルシーニアの思い。ルシーニアの記憶。他人ではなく同じ魂を持つ者の実感。そしてその魂を継ついだシェッセにとって、それは今までの淡あわい気持ちと重なり、より強い思いへとなっていく。

　こんなにも彼の事を遠い昔から思い続けていたことに胸が痛くなった。ルシーニアの思いを受け止めた今だからこそ、余計に辛くて切なくて締め付けられるような気持ちになった。

　そしてはっきりしていることが、一つあった。この竜槍は誰にも渡してはいけない。

　竜槍に残された目的。それは竜りゆう玉ぎよくを破は壊かいする事。そうでなくては、また幾千もの年月の果てに竜槍を手に入れた者が、ドラゴンの在り方を書かき換かえる可能性がある。

　今、この時に竜玉は破壊しなければならない。

　――だから……その為ために……この命を犠ぎ牲せいにしても………。

　涙が込み上げてくる。

　嫌だった。

　全てを知った今だからこそ、３０００年の間彷徨さまよい続けたルシーニアの思いを知った今だからこそ、その選せん択たくをしたくなかった。

　それでもこの世界を守るために、擲なげうたねばならない時がある。

　――だってボクは王都を守る騎き士しだから。

　それこそがシェッセが、ルシーニアではなくリハエルであるという証あかしだった。

　喩え魂を同じくしようと、決して違うもの。シェッセ・リハエルとシェッセ・ルシーニアを分け隔へだてるただ一つのもの。

　騎士の家に生まれ、騎士として育ち、王都７００万の民の為ために戦う騎士シェッセ・リハエルの意志だった。

　全ての記憶を受け止め、深い森の中を走り続けたシェッセの視界が開ける。

　その先にウィリーを始めとした騎き士し団だん内務部たちが、シェッセの帰りを待っていた。

　手足を魔法で拘こう束そくされたリュカが、心配そうにこちらを見ている。

　ウィリーはニコリともせず、シェッセを見止めるとその手を差し出した。

「よくやったリハエル。さあ、その竜槍をこちらへ」

　シェッセは身構える。これを渡すということ。それは大きな危険を伴ともなう。それは竜玉の情報を書き換えるまで、大地に降りた終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが破壊の限りを尽つくすということ。

「あなたは竜槍を持つということの意味を理解しているのですか？」

「理解しているさ。少なくともリハエル、おまえよりはな」

　冷静にウィリーはそう言うと、自らの帯たい剣けんを抜き放つ。それが合図かのように、その場にいる騎士たちが一斉に剣を抜き、自らの帯剣に魔法を練成していく。

「「「遍あまねく世界を統すべる源よ、魔ま力りよくの加護を以もつて、破壊の力へと成り、我わが剣に力を与あたえ給たまえ。戎じゆ具ぐ強きよう化か式しき魔ま力りよく練れん成せい！」」」

　シェッセに向けられる刃やいばが光を放つ。

「行け、もう殺しても構わん」

　ウィリーの号令と同時に騎士たちはシェッセに馬上からその強化された刃を突き出す。

　――絶対に止める。

　強い意志がシェッセを包つつむ。その時、竜槍がシェッセに語りかけた。

『我に委ゆだねよ』

　その言葉と同時に巨大な竜槍がシェッセのか細い腕うでにも軽く感じた。

　シェッセはその持ち前の剣速で降りかかる火の粉を払うかのように、魔力で強化された剣を跳ね返した。魔法文明とは全く違う構造で造られたその武器は、魔法によって強化された斥せき力りよくを同じ力で跳ね返す。

　倍増した竜槍の力を前に、騎士たちは為なす術すべがない。

　シェッセは並み居る騎士たちを前に奮戦した。

　と、そこへ長身の騎士がゆるゆるとした動きで間に入ってくる。

「いいねえ、そうか君がリタ君といい勝負をしたっていう娘こか。なるほどわかる気がする」

　王都最強の戦士・白しろ竜りゆう伐ばつ騎き士しフューゴ・シェーンヴェルグ。

　フューゴは手にしていた身動きの取れないリュカを、ポイッとウィリーに向かって放った。

「邪魔だから持ってて」

「……………」

　ウィリーは無言でリュカを受け取った。

　そしてフューゴはその長大な剣を抜き放ち、シェッセに切っ先を向けた。

　飄ひよう々ひようとしたその態度とは裏腹に、余りある程ほどの威い圧あつ感。

　周りにいた騎士たちもまた、彼の漂ただよわせるある種、狂きよう気きじみた迫はく力りよくに息を呑んだ。

　――この人はマズイ。

　シェッセは本能でフューゴの持つ独特の空気感に危険を感じた。が、今引くわけにはいかない。シェッセは竜槍を振ふりかざし、フューゴに刃を向ける。しかしフューゴはまるで遊んでいるかのような表情でそれを受け流した。

　剣圧に弾かれたシェッセはすぐさま体勢を立て直すと同時に連撃を繰くり出す。しかしフューゴはあり得ない程に軽々とその連撃を弾はじき返した。どれほどシェッセが竜槍を叩き込んでも、まるで届いていないのかと思うような錯覚に捕とらわれる。

　更に周りには、騎士団が大挙しシェッセ目がけて剣を繰り出す。

　シェッセの反応速度と大挙する騎士団。

　その物量の差に、シェッセは次第に押されていく。

　――このままじゃ……。

　シェッセの脳のう裏りに危機感が増大していく。と、その時、大挙する騎士団の後方から声が上がった。

「貴様ら！　うちの娘に何をするっ！」

「お嬢じよう様さまに剣を向けようとは、許せませんねっ！」

「ふふ、久しぶりに本気で行くわよ」

　聞き覚えのある三人の声。間ま違ちがいなかった。

「お父様！　お母様！　それにジゼルも！」

　そこにはシェッセの両親マルコとメイア、さらに教育係のジゼル。三人は剣を抜き、怒りの表情を漲みなぎらせていた。さらに、

「間に合いましたね」

「狩かりじゃない場合はどう戦えばいいんじゃ……？」

「ワシの孫からその汚きたない手を離はなせ！　消し飛ばしてくれるわ！」

　なんと肉屋フランシーヌの面々クーミェ、オルバ、ラザが姿を現す。

「みんな……どうして」

　たしか王立魔ま法ほう騎き士し団だんに拘束されていたはずだ。

　するとクーミェがいつもとなんら変わらず、頬ほおに手を当てながら、

「言ったじゃないですか。お肉屋さんは強いんです」

　と笑え顔がおを浮かべそう言った。さらに父マルコがそんなクーミェに礼を言う。

「あなた方が来なかったら、知らぬうちに娘を失うところだった。感謝の言葉もない」

「いいえ、今度からうちでお肉買ってもらえれば全然かまいませんよ」

　なんとこの場に於おいても営業してしまうクーミェ。

　するとウィリーは小さく舌打ちをし指示を飛ばす。

「フューゴはリハエルをやれ。他は邪じや魔ま者ものどもを片付けろ」

　その命令に即座にその場にいる騎士たちが動き出した。

　フランシーヌの面々とリハエル家のタッグと、ウィリーの配下の者たちの乱戦が始まる。

　先せん陣じんを切ったのは孫まご娘むすめを人質に取られたラザだった。大おお金かな槌づちを振り回まわし、騎士たちを打ち据すえていく。すかさずオルバとリハエル家がそれに続く。

　その様子にウィリーが僅わずかに顔を歪ゆがめ、舌打ちをした。

「……まさか、ここまで関かかわって来るとはな」

　彼にとっては計算外の事だったのだろう。そんな彼の真後ろに、いつの間にか何者かの影かげが立った。

「だからさっきから言ってるじゃないですか。お肉屋さんは強いんですって、ふふふ」

　その声にウィリーは、振り返りざまに剣を抜き打ち据すえようとした。しかしその影は、次の瞬間にはその場から消えていた。

「どこだ？」

「こっちですよ」

　声の主はいつの間にか、ウィリーが向いた方向の反対側の距きよ離りを置いた位置に立っていた。

　そしてその腕には捕らわれていた筈はずのリュカがいる。

　思わずシェッセはその早はや業わざの主の名を呼んでいた。

「クーミェ！」

「はーい」

　いつものニコニコとした表情で、クーミェはリュカを奪うばい返していたのだ。

「はい、リュカちゃんは無事救い出しましたんで、皆みなさんは遺い憾かんなく戦ってください」

「当たり前じゃ！　ワシのリュカに手出ししておいてただで済むと思うな！」

「おい、ラザ。興奮しすぎだ」

　シェッセはクーミェの救出劇に、漸ようやく胸を撫なで下ろした。そして再び竜槍を構える。

　目の前に立つのは、この王都最強と称しようされる人間、フューゴ・シェーンヴェルグ。

　そのフューゴは人ひと質じちを取り返されたことにも、まったく興味が無さそうな様子でシェッセに向き直る。

「ごめんね、弱い者を斬るのは趣しゆ味みじゃないんだけど、後でミキハラ君と戦わせてくれるって言うからさ」

「………あなたは自分のしていることがどういうことかわかっているんですか？」

「わかってるよ。僕ぼくは強い相手と戦えるんなら、なんでもする。その為ために世界が滅ほろんだって構わない。人間ってそういう生き物だろ」

「違う！」

　シェッセは言うと同時に地を蹴った。竜槍を引き寄せ、フューゴに向かって突きを放つ。

「人間はそんなことの為ために生きてるんじゃない！」

　が、フューゴはそれを軽く受け流した。間合いに入ったシェッセはそこから怒ど涛とうの連撃を放つ。しかしフューゴはその全すべてを軽く受け止め笑えみをこぼす。

　その様子を見ていたウィリーが苛いら立だったようにフューゴに声を上げた。

「……いつまで遊んでいるつもりだ、フューゴ」

「はいはい、わかってるよ」

　言うと同時にフューゴは地を蹴り一気にシェッセへと距離を詰つめる。ハッと息を呑のんだ時には既すでに遅おそかった。フューゴの八やつ束か蒼そう莱らいの剣けん先さきは、シェッセの胴どう腹ばらを薙なぎ、斬り抜けていた。

「…………っ！」

　見開いたシェッセの視界には黒く淀よどんだ空が映った。そこでようやく自分が地面に没ぼつしたことを認にん識しきする。

「シェッセーーーッ！」

　父の声が聞こえる。皆が口々に自分の名を呼んでいる。それなのにどこか別の世界からフィルター越ごしに聞こえてくるかのように、まるで現実味を感じなかった。

　ただ自分を真上から見下ろしたウィリーの声が降り注いだ。

「手間を掛かけさせるな」

　自分の手から竜槍が奪われていく。それがわかっているのに身体には少しも力が入らない。足音は遠ざかっていく。それとは逆に口々にシェッセの名を呼びながら別の足音が近づいてくる。

　――ボク……死んじゃうのかな……。

　言葉にならない声がシェッセの脳内で零れた。




　　　　▼　▼　▼




　アステイリアは目の前に広がる光景に目を細めた。

　朱竜イチカと翠竜トカカが会合するイオとオルファンの境。そこで二匹ひきのドラゴンは向かい合うと、その動きを止める。

　それはお互たがいの体内にある竜仙華カラフの力が強すぎるからだった。竜仙華カラフ同士が共鳴し合い、お互いを同じ場所に呼び寄せたのだ。

　すると朱竜イチカと翠竜トカカの首のあたりが熱でも持ったかのように輝きを放つ。それに悶もだえ、のたうつように二匹の竜は咆ほう哮こうを上げた。そのあまりに強大な叫さけびは天まで轟とどろき、王都中に響ひびき渡わたる。まるで轟ごう雷らいが鳴なり響くような振しん動どうが辺りを包み込んだ。

　そしてその咆哮は次第に一点、空の彼方かなたへと収束していく。

　朱竜イチカと翠竜トカカは真まっ直すぐに空高くを見上げ叫び続けた。その叫びはうねりとなり、空間を歪ゆがめ始める。歪められた空間はまるで飴あめ細工のように曲がり拉ひしやげ、そして限界を迎むかえると同時に崩ほう壊かいを始める。

　ビシッ、ビシッと上空に罅ひびが入ると、一気にその亀き裂れつは空いっぱいに広がる。

　そして次の瞬間にはセントウッド上空が粉々に砕くだけ散ちった。砕けた空間は雪のように舞まい散りながら微かすかな光を放ち消えていく。

　異界の扉とびらが開け放たれたのだ。そして歪んだ異界からは巨大なドラゴンが顔を覗のぞかせた。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ――この世を終わらせるために『竜玉』を媒ばい介かいに造りだされた最大のドラゴン。

　世界の終わりを思わせる漆しつ黒こくの身体。身体を支える突つき出でた脚あしは六本の巨脚。その六肢は巨きよ木ぼくのように太くゴツゴツとし、尾おはどこまでも長く伸のびていた。頭から生える角はまるで冠かんむりのように、うねり突き出ている。鱗うろこは群ぐん青じよう色いろの光こう沢たくを僅わずかに湛たたえ刃は物もののように光る。

　全長は８００メートルを超こえる巨きよ体たい。

　地上に降り立っただけで、地じ響ひびきを轟かせ多くの家々が呑み込まれ崩くずれ去っていく。一歩歩けば大地は抉えぐられ、ひと声咆ほう哮こうを上げれば、それはセントウッドを震わせた。

　大質量を持った終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは、壮そう絶ぜつな地鳴りと土つち煙けむりを立てながら東へ向かって移動を始める。ただドラゴンが移動するというだけにも拘かかわらず、その身体は街を呑み込み、林を切り崩していく。

「アステイリア様。後の露つゆ払はらいは我々が……」

　横にいたグレンが恭うやうやしくアステイリアに声をかける。

「ああ、行くとしよう」

　そう言うとアステイリアは終マダル焉・ジユのーウ竜ルカに向かって歩みを始めた。




　　　　※※※※




　ウィリーが指揮する小隊の進む先に、ついに終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが姿を現した。

　隣となりにいたフューゴは緊きん張ちよう感もなく、

「お～、こりゃでかい」

　と気の抜けたような感想を漏もらす。ウィリーにとって、長い年月をかけて漸ようやくたどり着いた終着点、それが終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ。このドラゴンが持つ竜玉を手に入れれば、ドラゴンに怯おびえる時代は終わる。

　しかしそれには大きな代だい償しようが存在することをウィリーはよくわかっていた。あの終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの下には多くの人間の悲鳴と恐きよう怖ふがある。たった一歩進むだけで、いくつの命が失われていくことだろう。その尾を一ひと振ふりするだけでどれほどの命が消えていくことだろう。

　多くの犠牲を払はらうことを前提としていた。それと引き換えに未来を手に入れる。それだけではない。自分がこの計画を動かすために、幾いくつもの犠牲があった。その事の意味を噛かみしめる。

「行くぞ、失敗は許されない」

　ウィリーは決意と共に馬を進めた。




　暗く淀よどんだ雲。

　遠くから聞こえる人々の声。

　――呼んでる……ボクの名前を……誰だれかが呼んでる……。

　意識はいつ途と切ぎれてもおかしくないほどに、シェッセの身体をむしばむ傷は、その体温を奪っていく。今目の前で必死に呼びかける父の声も母の声もあまりに遠かった。

　リュカやクーミェ、ラザ、オルバの声も聞こえる。

　治ち癒ゆの魔法を掛けてくれているのは、医い療りよう知識のあるジゼルだろう。しかしその甲斐もなく、シェッセは自分がどんどんと死へと近づいている事だけがわかった。

　頭の中を暗くら闇やみが覆おおっていく。暗く歪んだ闇やみへ引き入れられていくのがわかる。

　その人ひと肌はだのような温かさの闇が、シェッセを心ここ地ちよい眠ねむりへと引き込もうとする。

　――………でも。

　そんな柔やわらかい死への感覚を、生へと繋ぎ止とめるもの。

　――………会いたいよ。

　いつ切れてもおかしくない程のか細い生命の糸を繋ぎ止める思い。

　――………会いたい…………タクトに………会いたいよう………。

　ただ一つ、その思いだけがシェッセの命を、意識を、その全てを繋いでいた。

　それでも人という器に入ったその魂には、限界が迫せまってくる。

　諍あらがいきれない人としての定め。

　誰にでも訪おとずれる死がシェッセの身体を包む。

　全ての音が遠く、全ての感覚が鈍にぶかった。

　次第に暗い闇の底へと引ひき摺ずり込まれて行く。如何いかに逆らおうとも、逆らいきれない微温ぬるま湯ゆのような闇が、その深しん淵えんへシェッセの魂を引き込んで行く。

　もう誰の声も聞こえない。

　もう瞳ひとみの中には何も映らない。

　暑くも寒くもない。

　静かで暗い、闇の底へと落ちていく。




　………ざっ………。




　そんなシェッセの耳じ朶だに、はっきりとその音は聞こえた。

　何も聞こえないはずだった彼かの女じよの耳に、その音だけは明めい瞭りように響いた。




　ざっ……ざっ……ざっ…………。




　誰かの足音。

　――知っている。

　シェッセの知るサンダルの音。

　シェッセの知るリズムが土を蹴ける。

　あんなにも遠かった音が、今はっきりと耳に響く。

　死よりもやわらかなぬくもりが、シェッセの身体を抱だき起こす。

「シェッセ！」

　聞きたかった声。ずっと待っていた声。

　その声に導かれるように、途切れかけていたシェッセの意識が僅わずかに覚かく醒せいする。ぼやけた視界の先に、その顔があった。

「………タクト」

「いま助けてやる！」

　そう言うと同時にタクトは自らの指の先を噛み切る。指の先に血が滲にじみ、それをシェッセの手の甲こうに触ふれさせる。

　身体の中の鍵げん型けい禁きん呪じゆ方ほう式しきが壊こわれていった。

　同時にシェッセの身体は熱を帯びていく。身体の中を血液が対流するように、魔力元素が流れていく。魔力元素は生命の力。その失われつつある生命の力を魔力が満たしていく。自分の包む死の闇が崩れ去っていく。

　遠かった感覚が戻り、耳には音が甦よみがえり、目には色しき彩さいが咲さく。痛みは消え去り、白かったその頬には血色が甦る。

　そしてぼやけた視界が次し第だいに像を結ぶと、そこにはずっと待ち続けたその姿があった。

「……タクト」

　力いっぱいシェッセはタクトを抱きしめる。それに呼応するようにタクトがシェッセを抱き返した。

　そしてタクトは小さな声でシェッセに言った。

「シェッセ………俺おれはおまえのその呪のろいを完全に解いてやることが出来る」

「……うん」

　そう、この呪いの解呪はシェッセ・ルシーニアに呪いを掛けたナギと同じ魂を持つタクトだけが出来ること。そしてそれは、呪いをかけた時と同じ方式を以もつてしか解くことが出来ないということ。

「だがそれは……つまり……」

　タクトは口ごもるように目を逸そらした。でもシェッセには既すでに迷いなんてない。

「知ってる。どうしたら、この呪いが解けるのか。竜槍が……ルシーニアが教えてくれた」

　砂さ漠ばくの中で、月夜の下で交かわされた誓ちかい。もしこの魔法を解くことが出来るのなら、それは同じ願いと、同じ思いによってしか罷まかりならない。

「………そうか」

　そう言ったタクトは、頬を掻かきながら視線を泳がす。まるで言葉を探しているかのようだった。

「……だが、その、これはだな、過去の因いん縁ねんだとか、そういうことじゃなく俺個人がおまえと……」

「……うん」

「…………シェッセと一緒に暮らしたいと思っているわけであってだな」

　珍めずらしいタクトの慌あわてように、シェッセはくすくすと笑みを漏らした。

「ねえ、タクト」

「ああ？」

　シェッセは彼の胸の中に顔を埋うずめる。

「もう、二度とボクの前から消えたりしないでね。ずっとずっと一緒だからね」

　タクトの腕がやさしく受け止め、そしてシェッセの身体を抱き寄せる。

「ああ、ずっと一緒だ」

　そしてシェッセは一度顔を上げると、

「……急がなきゃいけないけど、でもその前に」

「ん？」

　そのまま両親の方を振り返かえる。

「お父様、お母様！　ボク、この人と一緒になります！」
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　それを聞いた父マルコがポカンとし、口元をワナワナとさせ、全身が震ふるえだし、最後は驚きよう愕がくの表情でジタバタしだした。

「なっ……そ、そ、それはつまり……それは……!!」

「あらあら、ようやくね」

「ちょ、メイア、おまえ知ってたのか？」

「娘むすめの事ですもの」

　両親の認識の度合いにはやや温度差があるようだ。

　その様子にシェッセと目を合わせたタクトは苦笑いをした。シェッセは少しはにかんで返す。両親に愛されて生きていることを改めて実感し、そしてタクトと一緒にこうしていられることの幸せを噛みしめる。

　遠い過去、ナギとルシーニアが結んだ契ちぎり。

　今再び。タクトとシェッセがこの契りを結ぶことで、その全てが解放される。

　タクトが頷うなずきシェッセを見る。シェッセもまたタクトの顔を見上げる。

「ボク……ずっと待ってたんだ。三千年の間、ずっと君のことが好きだった。でも……」

「…………」

「これからはもっと大好きです。タクトのことをずっとだいすきです」

「ああ……おまえの作る飯を毎日食いたい。シェッセ、俺と結けつ婚こんしてくれ」

「………はい」

　そうしてシェッセは彼の顔を見上げ、目を閉じる。

　禁呪の儀ぎは、婚こん姻いんの儀を以て成され、解呪の儀もまた婚姻の儀を以て成される。

　ゆっくりと二人の唇くちびるが重なる。

「……………」

「……………」

　胸の高鳴りに合わせて、シェッセの身体に掛けられる鍵型禁呪方式が解けていく。

　長い年月、シェッセの魂に掛けられた呪い。

　ルシーニアの苦く悩のうとナギの思いの果てに、その愛いつくしみあう心から作られた、この世界でいちばんやさしい呪いは、再び同じ思いの元で雪のように溶とけていく。

　それは完全な形で身体の中から消えていった。一時的な崩壊ではなく、二度とシェッセを縛しばり付つける枷かせになることはない。

　身体の中が熱くなっていく。霊れい樹じゆの森が育はぐくんだ魔力がシェッセの身体へと流れ込んできたからだ。ナギとルシーニアの残した思いが、シェッセへと流れ込むかのようだった。大量の魔力元素はシェッセの身体を抜ぬけ、自らの意志を持ったかのように練成され変容していく。そのシェッセの背中には、魔力によって練成された翼つばさが広がった。

　それは巨きよ大だいで美しい翼だった。

　天を目指し、風を纏まとい、その魔力の翼は大きく呼吸をするように広がっていく。

　そして光の羽を撒まき散らし、シェッセの身体はゆっくりと飛ひ翔しようを始めた。

「タクト……行こう」

　シェッセはタクトに向かって手を伸ばす。

「ああ、終わらせよう。そんで、さっさと帰って、早くおまえの飯を食いたい」

「へへ……」

　シェッセははにかみながらタクトの手を取る。二人の身体がゆっくりと舞い上あがっていった。と、そこへ小さな影が四よつん這ばいで走ってくると、そのまま跳ちよう躍やくしタクトの肩かたに飛び乗る。

「リュカ!?」

「あう！」

「なんだ、リュカも行くか？」

「うん……ふたりじゃ、しんぱいなので」

　ちょっと背せ伸のびをした発言をするリュカに、シェッセとタクトは笑いを我が慢まんした。

　するとラザがリュカに心配そうな顔を向けた。

「お、おい、リュカ。おまえは子供なんだから戻もどってきなさい」

　祖父の言葉にリュカはプクッとしてタクトの背に隠かくれる。

「りゅかは、おとななので、だいじょうぶ」

　それを宥なだめるようにクーミェとオルバがやってくる。

「晩ばん御ご飯はんまでには帰ってきてくださいね」

「おう、明日も仕事だからな」

　そんな見送られ方だと、これから行くところがまるでピクニックか何かに思えてしまう。だが、だからこそシェッセたちの緊張は柔らかく解ほぐれた。

　そして少し距離を置いたところでまだ複雑な表情のマルコがこちらに向き直り、タクトに向かって指をさす。

「貴様！」

　その勢いに、タクトはビクッと反応した。

「は、はい」

「いいか！　必ずうちに来い！　話はそれからだ！　あと、殴なぐる！　絶対に殴る！」

「そうです！　このジゼルめも納なつ得とくの相手なのかどうか、判断させていただきます！」

「あらあら、二人のことは気にせず、ちゃんと戻ってらっしゃいね」

「…………はい」

「それから、忘れ物よ。あなたは騎士なんだから」

　そう言ってメイアが投げて寄よ越こしたのは、シェッセの帯剣だった。シェッセはそれを受け取り、目を細め、そして大きな声で皆に言った。

「じゃあ、行ってきます」

　すると、皆一様にこちらを見上げながら力強く頷き返した。

　そしてシェッセは大きく光の翼を羽ばたかせ高く高く舞い上がる。

　眼下に映る王都セントウッドを見下ろしながら飛翔していく。

　その行く先は終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが侵しん攻こうするリンド北部並びに王領の方角。

　広大なセントウッドの地平の先に、それでもなお目視することが出来るほどに巨大な黒い塊かたまりの姿が見えた。

　力強くシェッセはその翼を極大まで広げ、風を孕はらみ、力いっぱいはためかせた。







断章　霊れい樹じゆの木こ陰かげの下で







　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは時空の果てに消えた。

　それを止めようとしたナギと共に、異界の地へと消え去った。

　ルシーニアが練成した竜仙華カラフによる壁へき覇は式が、最後の姿になる前に、この世界に絶望を降ふらせる前に封ふう印いんしたのだ。

　そして全力の魔力を振るったルシーニアの身体の中には、再びあの呪いが復活していた。ナギによって一時的に解呪された呪い。魔ま法ほうの使えぬその身体。それはあの日、婚姻の契りと共に刻まれた彼かれとの愛の証なのだ。それを解くことは、彼との契りを以てしか罷まかりならない。だから瞬しゆん間かん的てきに崩れた呪いは再び元の形を取とり戻したのだろう。

　しかし人を凶きよう害がいするように設定されたドラゴンたちは、人を襲おそうことを止めようとはしない。ナギの隠れ家がを取り囲んだ兵士たちが、群がるドラゴンとの戦せん闘とうを繰り広ひろげる。

　ルシーニアはその光景にただ茫ぼう然ぜんとした。

　ナギの残した聖せい剣けんを抱き、ドラゴンが闊かつ歩ぽするその世界を眼に映していた。

　するとそこへアステイリアがやってくる。そして、悪意に満ちた目をルシーニアに向けた。

「……やはりこうなるか」

　まるでこうなることが分かっていたかのように彼の眼は冷静だった。

　その冷たい視線がルシーニアを見下ろす。

「どうせ今こん生じようで俺の願いを叶かなえられるとは思ってはいない。幾いく世せにも渡って、竜りゆう槍そうが力を取り戻した時、人の世の終わりをこの世界に降らせる。ルシーニア、おまえはその為ために俺に協力するんだ」

　アステイリアはルシーニアの手を捻ひねり上げた。

「いいかルシーニア！　おまえは聖女だ！　この世界を守るために、勇ゆう敢かんにナギの懐ふところに飛び込んでいった血けつ焔えんの聖せい女じよ！　どうだ、素す晴ばらしい筋書きだろう」

「…………」

「皆この物語に心しん酔すいする。終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを封印した騎士と、それを匡きよう弼ひつする聖女の物語だ。世界を陥おとしいれんとした竜人ナギを打だ倒とうし、その野望を打うち砕く物語。さあルシーニア、一いつ緒しよに来い！　おまえは新たな世界で、俺と共に生きるんだ」

　この男は自らが憎にくんだ人間を利用しようとしているのだ。そしてそのアステイリアの物語の中に組み込まれんとしている自分。

　ルシーニアは必死で拒きよ絶ぜつするように、アステイリアの手を乱暴に振り解ほどこうとした。

「いやだ！　おまえなんかと絶対に行くもんか！」

　しかしアステイリアはその手を離そうとはしない。

「我わが儘ままなど言わせん。おまえは俺の妻になるんだ。完かん璧ぺきな者同士が、寄より添そい世界を救う。そんなバカな話が人間という生き物は大好物なんだ！　さあ、あのバカどもに祭り上げられてやろうじゃないか！　君臨してやろうじゃないか！　そしていずれ気が付くのだ！　自分たちが請こい慕したった者こそが、人の世を終わらす者だったことに！　そしていずれ……何世にも渡ってこの意志を引き継ぎ、必ずこの穢けがれた世界を浄じよう化かする！」

　ルシーニアは涙なみだを流した。ただ一人、愛した人間を救えなかった自分に、そして彼の意志とは真逆に利用されんとする己おのれに、涙は滂ぼう沱だとしてながれた。

　それでもルシーニアはその涙も拭ふかず、決然とアステイリアを睨にらみ付ける。

「竜の時代は終わらない……みんなの嘆なげきも終わらない。でも生まれ変わった先に、ボクとナギの居場所があるなら………ボクは幾いく度どでも生まれ変わる。どんな時代でもいい、どんなに絶望だけが支配する時代でもいい。ナギと一緒にいられるのなら、ボクはそこに希望を託たくす！」

　その言葉にアステイリアは一いつ瞬しゆん、憎ぞう悪おを顔に漲みなぎらせルシーニアを殴りつけた。

「おまえにそんな自由があると思っているのか！　おまえは俺と一緒に来るんだ。そして新たな時代の象しよう徴ちようとしてこの世界に君臨するんだ！」

　ルシーニアの腕を拘束し、アステイリアは高笑いを上げる。その笑いにルシーニアは顔をそむけ小刻みに震えた。

　そこへ猛もう然ぜんと何者かが斬きりこんでくる。

「その手を離してください！」

　それは機械兵だった。あの壁へき覇は式を何とか逃のがれたらしい機械兵は、手にした剣けんを上段に構え斬り落とす。

　咄とつ嗟さにアステイリアはルシーニアを掴つかむ手を離した。剣は地面だけを捕らえる。機械兵はすぐさま握にぎっていた剣を捨てると、ルシーニアを抱かかえ走りだした。

　アステイリアは焦あせったような声こわ色いろで追手の兵を差し向ける。

「逃にがすな！　ルシーニアを捕つかまえるんだ！」

　怒いかりの混じるアステイリアの声を後方に聞きながら、ルシーニアは機械兵に抱えられ戦場を駆ける。すると機械兵はルシーニアに語りかけた。

「シェッセさん、これを」

　そう言って機械兵が取り出だしたのは、拳こぶしほどの大きさの球根のようなものだった。

「……これは」

「霊樹の種です」

「え？」

「ナギさんが、この時代の為ため、そしてシェッセさんと平へい穏おんに暮らすために造ったものです。その種を発動させてください！」

　機械兵はその『霊樹の種』をルシーニアに手て渡わたし、その場に降ろすと彼女に背を向けた。

「行ってください。ここは私がせき止めます」

　そう言うやいなや機械兵は追手たちに向かい、背に差してあった別の剣を抜き放つ。

「さあ、早く！」

　急せかすように機械兵はルシーニアに言うと、追いついてくる兵を次々に斬り伏ふせていく。その機械兵の背にルシーニアは頷うなずき返し、そして全力で走り出した。

　ナギの残した霊樹の種と聖剣を胸に抱え、ルシーニアは走り続ける。そしてその胸の裡うちにはただひたすらに同じことだけが幾度も駆かけ巡めぐっていた。

　――霊樹の種……ナギの願いを叶えてあげて！

　まるでナギの思いを引き継ついだかのように、ルシーニアは幾度も願い続けた。するとその願いに呼応するように霊樹の種がドクンと脈打つ。

「え？」

　驚おどろくよりも早く、霊樹の種はその変化を露あらわにした。

　ルシーニアの掌てのひらの上で、霊樹の種は芽め吹ぶいたかと思うと、あっという間に成長を始めたのだ。驚きのあまり手を離してしまうルシーニア。霊樹の種はルシーニアの掌から零こぼれ落おちると、その根を砂漠の中に張っていく。あまりの成長の速さに、ルシーニアを追ってきた兵士たちすら呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。

　霊樹は四方に幹を張り、葉を茂しげらせ巨木へと変へん貌ぼうしていく。それに導かれるように周辺にも草々が、蔓つる、蔦つたが、木々が芽吹き始めた。砂漠が霊樹を中心に緑に変わっていく。

　ルシーニアはあまりの変貌の中に、ナギの意志を感じた。

　――そうか……ナギはこのために………。

　それは空気中に魔ま力りよくが満ち始めたからである。霊樹は非魔力元素を魔力元素へと還かん元げんしていったのだ。

　ドラゴン以外の魔力の供給源。ナギはそれをずっと研究していたのだ。魔法が封印されたルシーニアの身体にも、その変化がはっきりとわかった。

　すると周りにいた兵士たちが叫び声ごえを上げた。

「あがが……あ、熱い！」

「なんだ！　これはぁあ！」

　兵士たちは突とつ然ぜん身体をかきむしるようにしながら、木々の周りから逃げ始める。それは霊樹が一度に大量の魔力を造りだしてしまうからだった。その圧あつ倒とう的てきな量に、対応しきれなかった人間の身体は熱を帯びる。これが機械兵の言った、ナギとルシーニアが平穏に暮らすための方法。

　そう、魔法を封印したルシーニアと、魔ま力りよく伝でん達たつ体たいを失ったナギが、誰も入る事の出来ぬこの森で暮らすための希望でもあった。

　霊樹を中心として砂漠が森に変貌したのは、ほんの僅わずかな間の出来事だった。

　深く茂った森の中心にルシーニアは立ち、霊樹を見上げる。出来たばかりのこの森は、静せい謐ひつで聞こえてくるのは葉が擦こすれ合う僅わずかなざわめきのみだった。

　耳が痛くなるほどの静せい寂じやくの中で、ルシーニアはただ立ち尽くした。

　この静けさが、たった一人、生き残ってしまったことをはっきり自覚させた。

　その時、聖剣が僅わずかに光を放ち竜槍へとその姿を戻す。そして竜槍は、驚くことにルシーニアに話しかけたのだった。

『ナギの力を受うけ継ぎし者、ルシーニアよ』

「え？」

　たしかに竜槍が自分に語りかけている。それはナギが彼女に渡した力によるものだった。彼女を導くために残した聖遺物を使う力。

　それが今、ルシーニアに竜槍の言葉を聞かせたのだった。

『我は神々の時世より出いづる遺物也なり。凡すべての遺物の大おお神かみ也なり。主を幾いく星せい霜そうの時世の果てに導くもの也なり』

「あなたが……ナギの言っていた竜槍？」

『然しかり。其貴そなたの望みがナギと同位であるのなら、我も叉また、その願いに尽じん力りよくする』

「………うん」

　その問いにルシーニアはコクリと頷うなずき竜槍を抱え、霊樹に身体を預ける。

　今はナギの残した竜槍と、この身体の中を流れる呪いだけが自分を繋つなぎ止めてくれていた。

　嘗かつてこの場にあったナギと共に過ごした家も、今はどこにもない。

「ねえ、ナギ。君と暮らした僅わずかな時間……それがボクにとって、どれほど大切な物だったかわかるかな？　ボクは君と一緒にいられれば何もいらなかった。君の為ために食事を作ることがボクの生きがいだった。君がおいしいって言ってくれることが、ボクの生きがいだった。人を殺すことにしか存在価値がなかったボクに、君は新しい価値を与あたえてくれた。会いたいよ……君に……何千年でも……何万年でも待つから………神さま……ボクを……もう一度ナギに会わせてください…………」

　その願いは一粒つぶの涙となって、竜槍に零れ落ちた。涙は決して消えることなく光を放ちいつまでも輝かがやき続けた。







第四章　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ







　　　　※王立魔ま法ほう騎き士し団だん庁舎報告欖らん要よう※




　イオ地区とオルファン地区の境で朱竜イチカと翠竜トカカが、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを大地に降ろしたとの報を受け、王立魔法騎士団イオ地区各駐ちゆう屯とん所じよから３０００の兵が討とう伐ばつに向かった。

　同時刻オルファン地区各駐屯所からも２０００の兵を投入。

　またカラカス、リデュア、リンド、リラ、ジューク各地区から早さつ急きゆうな応おう援えん要よう請せいを発はつ布ぷ。

　王領専属である王室騎き士し団だんは城を中心とした王領の守備を固め、各王都の地区では避ひ難なん勧かん告こくが発布され、緊きん急きゆうの避ひ難なん体制が整えられている。

　また竜りゆう神じん信しん仰こう掃そう討とう作戦に投入されていた竜りゆう伐ばつ騎き士し４名が現在、朱竜イチカ、翠竜トカカとの交戦を繰くり広げている模様。

　各駐屯所の行う避ひ難なん誘ゆう導どうのランクを三段階上げ、特とく殊しゆ非常避難体制へと変へん更こう。

　また現在、各所からの続報の量に指示系統が軽けい微びの麻ま痺ひを起こしている。順次、情報の処理を為なし、内務部より命令の発はつ布ぷを続ける。

　報告の中に、進軍するオルファン駐屯所の連隊が、霊樹の森から終マダル焉・ジユのーウ竜ルカのいる方向に向かって飛んでいく巨大な光の翼を見たというものがあった。

　その情報を受け内務部、及および研究機関によってすぐに、その正体の確かく認にんが行われた。

　新たなドラゴンの可能性を指し摘てきする声もあったが、詳しよう細さいから判断するに、その報告に該がい当とうするドラゴンの存在は確認できず。

　現在も終マダル焉・ジユのーウ竜ルカに向かい飛んで行った光の翼の正体の解明を続けている。

　《追記》

　昨さく日じつからの竜神信仰掃討作戦、並びに緊急事案・終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ復活と、立て続けに大事が相次いでいる。兵の疲ひ労ろうは既すでに極限に達している事と思う。

　どうか、皆みなの武運を心より祈いのる。




　　　　※※※※




　同時刻、曇どん天てんの下、リタ・シュルツはオルファン地区の外れの丘おかから遠巻きに見える光景に目を見張る。

「こりゃ思った以上にでかいね……」

　遠くに見えるのは、イオ地区北部の村落を押おしつぶしながら東へ移動する終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの姿。

　全体的に平野のイオ地区はそのほとんどが牧ぼく畜ちくに使われる牧草地である。

　人が多く住んでいるわけではないが、ここから東へ移動すると、リンド北部へと入り、その先には王領、つまり王宮のある土地へと向かうことになる。

　――終マダル焉・ジユのーウ竜ルカはあたしたちじゃどうにもならない。あのドラゴンは二人に任せるとして。

　そこからリタは視線を西に移す。

　そこには終マダル焉・ジユのーウ竜ルカと比べれば豆まめ粒つぶほどに見えるものの、実際には40メートルはある巨大なドラゴン、朱竜イチカ、翠竜トカカがいる。

　この位置から見ても、騎士団と交戦をしていることがわかる。

　遠方から雨あめ霰あられのごとく練成法撃が放たれている。そして二の足を踏ふむように怒り狂くるった二匹のドラゴンの様子から、おそらく接近して戦っている者がいると考えていいだろう。

　リタが思うに今回の作戦の為ために呼よび戻された竜伐騎士たちに違ちがいない。

　長く竜伐をしてきたリタには、この距きよ離りから見ても竜伐騎士たちが苦戦していることが手に取るようにわかる。

　現在リタを始めカティナ、ガランは、ミキハラタクトと別れ一路イオ地区に現れた朱竜イチカと翠竜トカカの討伐の為ために馬を走らせていた。

　ミキハラタクトが無事シェッセを救出してくれれば――そう言ったのはカティナであった。ミキハラとシェッセ、あの二人をおいて終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを止めることが出来る者はいない。

　――でもあたしたちには、あたしたちにしかできないことがある。

　そう思い、リタは気合を入れるように顔をパンッと叩たたく。

「うっし、いっちょ片づけるかね！」

「そうだな、久々に竜伐騎士の仕事だ」

　リタとガランが威い勢せいのいい声を上げると、後ろから別の声も聞こえてくる。

「でかい竜じゃな」

「うむ」

「でも肉付きがいいですよ、ふふふ」

　なんとその場に現れたのは肉屋フランシーヌのオルバとラザ、さらにクーミェ。

　しかも空間を捻ねじ曲まげ、その開いた穴から三人は次々に飛び出してきたのだ。

　リタは驚きながらも、クク族が使うという魔法の事が脳のう裏りをよぎった。

　壁へき覇は式転移魔法。それはクク族が得意とするドラゴンの竜仙華カラフを使った異界と現実を繋ぐ魔法である。この移動魔法は異界へとつなげた穴を再び現実世界に直結させ、移動を短縮させることが出来るのだった。

　彼らがこの場所に現れる為ための方法はさておき、もっと重要な問題がある。

「ちょ、なんでここにいんの!?」

　すると老人二人はしれっとした顔で小首をかしげる。

「なんでって、仕事だからのう」

「うむ」

　そんな飄ひよう々ひようとした老人にリタは思いっきり溜ため息いきを吐ついた。

「はあ～、なんでこう……」

　と言いかけると今度は後方でまたも別の声が聞こえる。

「さてシェッセの分まで頑がん張ばるとするか」

「あら、私も剣を握るのは久しぶりですわ」

「奥おく様さま、旦だん那な様さま、あまりご無理はなされないように」

　なんとマルコ、メイア、ジゼルまでもが壁へき覇は式の中から現れたのだ。

　リタはがっくりとその場に膝ひざを折った。

「……だから、なんでみんな次々に現れるのさ！」

　するとフォローを入れるようにカティナがリタの肩を叩く。

「まあ、そういう人たちですよ。シェッセの周りの人って」

　するとオルバが武器を取りながら筋肉をムキッと盛り上げた。

「なにを言っとるんだ。ドラゴン狩がりは肉屋の仕事だろうに」

　更さらにマルコも帯たい剣けんを抜き放ち、

「娘が戦ってるのに、我々がただジッと見ていられるか。……というか、このむしゃくしゃを放っては置けん！　くそっ、ミキハラめ！　うちのシェッセを！」

　その時、後方から黒装束に身を包つつんだ集団が姿を現した。

「ほう、まだ邪じや魔まがいたようだな」

　その声にハッとしたカティナの表情が緊きん張ちように包まれた。

「……グレン・フォワード」

　嘗かつて竜りゆう神じん信しん仰こうに寝ね返がえり、王立魔法騎士団から姿を消した騎士。

「ほうカティナ……おまえも一線に出てくるようになったか」

　グレンは険しい顔で見み据すえるカティナを見下ろしながら口を一文字に結ぶ。一いつ切さいの隙すきのない呼吸。

　それだけでリタにも、この騎士が相当の手て練だれであることがよくわかった。

「これ以上、竜伐騎士が入って来てもらっては困るのでな。少しばかり我々と遊んでくれるかね？」

　どうやらグレンはリタたちが朱竜イチカ、翠竜トカカの元へ行くことを阻そ止ししに来たようだ。いや、もしかしたら決死の覚かく悟ごかもしれない。時間稼かせぎの為ためだけにやってきたことも考えられる。

　リタは両もろ刃は銀ぎん零れいの柄つかに手を掛かけた。

　するとそこへリタたちを退のけるようにマルコが割り込んだ。

「ここは私たちに任せてもらおう」

　更にその後にメイアとジゼルが続く。

「ふふふ、あなたたちは、あなたたちにしか出来ないことをして下さい」

「微び弱じやくながらこのジゼルめもお供いたします」

　三人はそう言うと同時に剣を構え、竜神信仰たちに対たい峙じする。

　その様子にカティナがすぐさま返事をした。

「わかりました……リタさん、ガランさん、行きましょう！」

　言うと同時にリタたちは朱竜イチカ、翠竜トカカに向かって肉屋と共に走り出した。




　　　　◎◎◎◎




　マルコ、メイア、ジゼルの三人は帯剣を振ふりかざし向かってくる竜神信仰に身構えた。数にすればあちらは30といったところか。武器を構える姿を見れば、戦闘が手慣れた者ではないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。そうはいっても、数の利はあちらに分がある。

「三人では難しいか？」

「あら、あなた弱気なの？　ふふふ」

「そ、そんなわけあるか！　余よ裕ゆうだ、こんなもん！」

「あら、頼たのもしい」

「旦那様、奥様、しゃべってないで！　来ますよ！」

　数十人の竜神信仰はグレンの指揮の下、統とう率そつのとれた動きでマルコたちを取り囲んでいく。

「ふん、邪魔なやつらだ。さっさと片付けるぞ」

　マルコたちも即そく座ざに背を合わせ、三方の攻こう守しゆを備えた陣じん形けいを取った。

　そして次々に飛びかかってくる竜神信仰の教徒を斬り伏せていく。

　やはり相手は普ふ段だんから鍛たん錬れんされた騎士に比べれば劣おとる剣けん捌さばき。グレンの統率が行き届いているものの、ひとりひとりの技量は大したことはない。研とぎ澄すまされた技術を持つ三人の前では、数の利が働こうとも敵かなわない。

　するとそれを察したのか、指揮を執とっていたグレン自らが帯剣を抜き打ちざま、マルコ目がけ上段から斬りおとす。

「久しぶりだな、マルコ・リハエル！」

　咄嗟にそれを受け止めるマルコ。両者の激しい剣けん戟げきに火花が散った。

「グレン、貴様、どうして竜神信仰などに傾けい倒とうした」

「ふん、貴様のような名門の人間に分かるはずもなかろう！　人間は業ごうの深い生き物なのだ！　その罪を漱すすがねば、世界は変わらん！」

　すると両者の間かん隙げきを縫ぬってメイアの剣がグレンの脇わきを抜ける。

「あら、グレンさん、そんなことはなくてよ」

　グレンは即座に後方へ飛び、紙かみ一ひと重えで避よけきると体勢を立て直した。

「……メイアさん……あなたと剣を交えることになろうとは」

「ふふ、あなたは人間を過大評価しているんだわ。だから失望するの。人間だってただの生き物なんですから。他の動物と変わらない、ただの生き物なんですよ」

　グレンはメイアの言葉に首を横に振る。

「いいえ、そんな綺き麗れいな言葉でどうにかなるものじゃない。そんな……」

「グレンさんも子供持てばわかりますよ」

「…………」

「子供が出来て、母になって、そうやって漸ようやく、自分は特別でもなんでもない、ただの人間なんだ、って思うようになるんです。他の生き物と変わらず、子供を愛いとおしく感じるようになるんです。ね、あなた」

「あ、ああ」

　するとグレンは頭を抱え、なおもわからないとでもいうように首を横に振った。

「あなた方とは……やはり理解し合うことは出来ないようだ！」

　言うと同時にグレンは大きく構えた帯剣を勢いよくメイア目がけて振り切きる。

　するとメイアが、「わあ」と気の抜けた声を上げて避よけ、マルコの後ろに隠れた。

「……わあ、っておまえ、幾いくつだ？」

「ふふふ」

　そんな二人の隙を突つくかのように、教徒たちが一いつ斉せいに四方から斬り付けた。

　が、背中合わせのマルコとメイアは、その挟きよう撃げきを目にも止まらぬ速さで全すべて撥はね退け、次の手を打ち出す。何が起こったのかも分からぬうちに、教徒たちは地に没ぼつしていた。

「甘あまいわ、素しろ人うとが！」

「まだまだ私もいけそうね」

　そんな斬られた教徒の陰を縫ぬい、グレンの剣がマルコ目がけて翻ひるがえる。

「マルコ！　おまえは私には勝てん！」

　寸でのところでマルコはグレンの剣けん戟げきを受け止める。しかしグレンの猛もう攻こうは止まらない。全体重を乗せた斬撃を次々に浴びせかけてきたのだ。

「背せ負おっているものが違うのだ！　おまえと私とでは、目指すものの大きさが違うのだ！」

　その言葉に、どうしたことかマルコが一瞬ピクリと反応した。

「背負ってるものが違うだと……」

「そうだ！　おまえは人の世の穢けがれを背負えるか！　人の世の醜みにくさを背負えるか！　その全てを浄化することが出来るかぁっ！」

「ふざ――――――っけるなああぁっ！」

　翻したマルコの帯剣が、グレンの剣と交差し、

「なっ!?」

　ギィィンと音を立てた切っ先は弧こを描えがき、グレンの胴どうを薙ないだ。

「………あ……ぐ」

　そのままグレンの身体が崩くずれ落ちてゆく。その場にいる者、全員が目を見張った。それほどまでに見事なマルコの胴抜き。さらにマルコは徐おもむろに振り返かえりグレンに言い放つ。

「グレン、貴様はそんな下らんものを背負ったつもりでいるなら、一生私には勝てん！」

「……な……に？」

「私は絶対に負けない理由が有る！」

「……この理想に負けぬ理由など……」

「ある！」

「………」

「私は孫を見るまで、誰だれにも負けるつもりはない！」

　堂々と言い放たれたその言葉に、グレンはやはり理解できぬというようにまた首を振った。

　そんなグレンにマルコは、

「おまえには到とう底ていわかるまい」

　と言い不敵に笑って見せた。




　　　　※※※※




　リタは朱竜イチカ、翠竜トカカが暴れるイオとオルファンの境にやってきた。

　真っ赤な毛に覆おおわれた朱竜イチカは、周辺にいる者、建物、地面までも根こそぎその巨大な口の中へと削けずり取るように呑のみ込んでいる。対して深緑の鱗うろこに覆われた翠竜トカカは、有り余る身体能力とスピード、そしてパワーでその場にいる者、ある物全てを粉々に破は壊かいしていく。

　その光景たるや凄すさまじく、次々に投入される騎士団の隊列を瓦が解かいさせ、どんどん後退させていく。イオ地区特有の三階建ての石造りの家も、この二匹ひきの竜を前には、まるで積み木を崩すかのように崩ほう壊かいしていく。為なす術すべがない、としか言いようのない光景が目の前に広がっていた。

　随ずい行こうするカティナが目の前に大挙した騎士たちに向かい大声を上げる。

「道を通せ！　竜伐騎士が通る！」

　その声に後方支し援えんをする騎士たちの波が割れ、リタたちに道を開けていく。

　全力で走り込んでいくと、朱竜イチカ、翠竜トカカの脚あし下で交戦する竜伐騎士四名の姿が目に飛びこんできた。

　すかさずリタとガランが声を上げる。

「ごっめーん、遅おそくなったー！」

「加勢するぞ！」

　その声に竜伐騎士たちは口々に、「遅おせえよ！」「さっさと入れ！」と威勢のいい言葉を返す。いつもながら竜伐騎士というのは血の気が多い。

　すると後方から一緒に駆けこんできたオルバ、ラザ、クーミェもまた戦闘態勢に入る。

「よし、ラザ行くぞ！」

「うむ！」

「あら私はどうしましょう、全力でやっちゃっていいですかね？」

　大金槌を構えるオルバとラザが翠竜トカカの脇へ挟撃を加えに走る。そこへクーミェが煙えん幕まくを投げ翠竜トカカの視界をふさぐ。見事な連れん携けいだった。

　負けじとばかりにリタは両もろ刃は銀ぎん零れいを抜ぬき放ち、高く跳躍すると同時に朱竜イチカの腹目がけて連撃を繰り出す。すると、後からガランがそのリタのつけた傷目がけ六ろつ鹿か戦せん斧ぷを叩き込んだ。

　猛攻をかけてくる突然の闖ちん入にゆう者しやたちに対し、朱竜イチカも翠竜トカカもただ為すがままになっているわけがない。

　すぐさまその爪つめをリタ目がけて振りかぶる。すかさずカティナがその場に縁えん辺ぺん封ふう鎖さを発動させ魔力の鎖くさりが朱竜イチカの爪を阻はばんだ。

　翠竜トカカを相手にしている肉屋の面々は、

「おい、こりゃ獲とれば大おお儲もうけだぞ！」

「うむ、しかし冷蔵庫は店に置いてきてしまったが」

「うおお！　しまったああ！」

「おじいさま、獲ってから考えましょう！」

　どうもこの緊きん迫ぱくの戦せん闘とう状じよう況きようにおいても締しまりがない。それでもリタは彼らが嫌きらいではなかった。ミキハラといい、本当に肉屋の人間たちは、肩かた肘ひじを張らず全力を出すための緊張と弛し緩かんのバランスがいい。鍛きたえられた騎士たちでもこの精神状態を維い持じしながら戦える者などそういない。これが彼らの戦い方なのだ。

　とその時、朱竜イチカがその身を大きく震ふるわせた。

　――まずい。

　リタの脳裏に危険信号が灯ともった。

「みんな、離はなれて！」

　言うと同時に朱竜イチカはその口から炎ほのおの塊を吐き出した。それは周りに引火し、あっという間に周辺は火の海になる。すぐさまカティナが向き直り後方に指示を出す。

「後方隊！　練成波動！　消火に当たれ！」

　すると今度は翠竜トカカが変化を始めた。

　翠竜トカカもまた身体を震わせると同時に空高く雄お叫たけびを上げる――と、その瞬しゆん間かん、翠竜トカカの巨体が軽々と宙を舞まった。そして消火活動をする後方隊の中心へと地じ響ひびきを上げて着地し、驚くべきスピードで尾おを、爪を、牙きばを走らせ後方隊を蹴け散ちらしていく。
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　とてもあんな巨きよ体たいからは想像が出来ないほどの速さ。

　途と轍てつもない運動能力。

　砂さ塵じんが巻き起こり、炎が空を嘗なめ、人も物も区別なく宙を舞い瓦解していく。

　一気に形成が不利になったかに見えた。

　するとその様子を見ていたオルバがクーミェに声をかける。

「おい、クーミェ。こりゃとんでもないドラゴンだな」

「ええ、そうですね。では、おじいさま。ここは祖父と孫の合体技で蹴散らしましょう！」

「おお、いいだろう。しかし技の名前はどうする？」

「『全自動血ダルマ遊ゆう戯ぎ・パーフェクト・オブ・ラブ』でどうでしょう!?」

「かっこいい!!」

　――………そうかなあ。

　呑のん気きな家族だ、と思いながらリタはキッとドラゴンを睨にらみ付つける。竜伐騎士としてなら人間相手よりこっちの方がいい。

　それはどうやらガランも同じようだった。

「リタ、やっぱりドラゴンを倒たおす方が俺おれたちにゃ向いてるな」

「へっへ～、そっだね」

　そんな会話をしていると、急にガランが真面目まじめな顔でリタを見た。

「え？　え？　なに、ガラン？」

「こんな時にこんな話をするのもどうかと思うんだがな……」

「え、ちょ………………うん、なに？」

　あまりに真しん剣けんな声色でガランが言うものだから、リタは思わずドギマギしてしまう。

「あのな、リタ」

「……………うん」

「俺たちの技名はどうする？」

「どうっでもいい！」

　ガランをどつきながら、リタは両もろ刃は銀ぎん零れいを手に駆けだした。




　　　　▼　▼　▼




　アステイリアは終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背に乗り、王都セントウッドを一望する。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカはその巨体を以もつて、街々をすり潰つぶすかのように粉こな微み塵じんにしてゆく。イオ地区から北リンド地区まで移動しただけでもその被ひ害がいたるや甚じん大だいであった。

　この場所からも、脆ぜい弱じやくな建物が打ち壊こわされ、芥け子し粒つぶのように小さな人々が逃げ惑まどう姿が見て取れる。そしてそのどれもが、土つち煙けむりの中へとあっという間に呑み込まれ潰ついえていく。

　遠方から練成法撃を放つ千を超える騎士たちの姿もある。しかしこの場所から見えるそれらは、子供だましにもならない程ほどに貧弱な魔力の矢をこちらに向けて放っているだけだ。数千の魔力の法撃を打ち込んだとしても、この終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの脚を怯ひるませることはおろか、立ち止まらせることすらできない。必死でドラゴンの侵しん攻こうを止めようとする騎士たちは、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの爪つま先さき一つで消し飛ぶ。終マダル焉・ジユのーウ竜ルカがひと声、咆ほう哮こうを上げればその爆ばく風ふうで吹ふき飛とぶ。

　そもそも魔力での攻こう撃げきなど終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが持つ練成分解物質の圧倒的な量の前には、何の意味もなさない。すべての魔ま法ほうが終マダル焉・ジユのーウ竜ルカに当たるよりも前に崩壊してしまう。

　アステイリアの眼下に敵はない。アステイリアの進む先に阻はばむ者はない。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを前に、立ち向かえる者などこの世には一人としていない。

　圧倒的な絶望と、諍あらがう事の許されない滅ほろびが、その歩みを進めていたのだ。

　この日をどれほど待まち焦こがれたことか。３０００年もの間、幾度も転生し続けた。そして漸ようやくこの日が巡ってきたのだ。ナギとルシーニアの御み霊たまが存在するこの時代。すべての条件を満たした時世。

　そうでなければ終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを降ろすことは叶かなわなかった。

　運命とはいつもそのように出来ている。

　人間の意志を超えた世界で紡つむぎだされる様々な因子の集合体。それが運命だ。人知の及ばぬ世界に思いを馳はせても仕方ない。運命を超える算段の元、己の力でその運命を我わが物とする。

　それこそが今であり、長い年月を越えたアステイリアの全てだった。

　――後は『鍵かぎ』が届くのを待つだけだ。

　そう思いながらアステイリアは顔を上げる。

　と、その先に王立魔法騎士団の騎士の姿があった。この終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背まで登ってきた、たったの二人の騎士。その片方は白竜伐騎士フューゴ、そしてもう一人は竜りゆう槍そうを握り締めたウィリー。

「ようやく来たか……待っていたよウィリー」

　すると竜槍を持ったウィリーがメガネを僅わずかに上げながら薄うすく笑う。

「いいえ、私の方こそお待ちしていました。終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの復活、誠まことにご苦労様でした、ラクラス・ラフィ・ノルフ王子……いえ、アステイリア」

　このウィリー・ウォーレンを利用したのは計算上でのこと。

　が、この男も自分を利用した。それはお互たがいの目的が一いつ緒しよだからに他ほかならない。だからこそ、ウィリーには王家に封ふうじてあった書物を貸かし与えた。彼かれならばここまで竜槍を復活させてくれると信じて。

　そしてアステイリアの予想通り、彼は有能だった。

　その上、白竜伐騎士まで引き連れてきている。勝負に打って出る気なのだろう。

　それでも構わない。

　ウィリーの頭脳がどれほど卓たく越えつしていようと、所しよ詮せんはこの時代のみを生きているだけに過ぎない只ただの小こわ童つぱ。

　そんな浅はかな知略で、この３０００年の悲願と切望は打うち砕くだくことは出来ない。

「……来い、おまえの目的など、私の前では子供の浅あさ知ぢ恵えに過ぎないことを教えてやろう」

「ほう、言いますね皇子。しかしその浅知恵は王都の悲願でもあることをお忘れなく。３０００年の時世を過ごしたあなたの悲願と、７００万の民たみの悲願では重さが違うのですよ」

　言うと同時にウィリーは竜槍をアステイリアに向かって突きつける。更に脇に控ひかえていったフューゴが八やつ束か蒼そう莱らいを引ひき抜く。

　が、それよりも早くアステイリアは腰こしに差した二本の聖遺物『塁るい玲れい双そう錬れん』を引き抜きざまにウィリーの剣けんを跳はねあげ、もう一方でフューゴの剣を叩く。

　双そう方ほうに分かれる二人をアステイリアの剣が追う。塁るい玲れい双そう錬れんの刃やいばは意思を持ったかのように二人を追つい撃げきしてゆく。

「おいウィリー、こいつは手て強ごわいな」

　フューゴは心底楽しそうにアステイリアの剣を躱かわしながら笑う。

「その為ためにおまえを連れてきたんだ」

　表情を一切変えず、ウィリーもまたアステイリアに向けて竜槍を繰り出す。

　内務部の事務仕事に明け暮れるウィリーを少し見くびっていたのかもしれない。なかなかの使い手だ。

「だが私には勝てない！　所詮、おまえたちはこの時代しか生きていない！　そんな薄っぺらな大志で、このアステイリアは打ち砕けん！」

　アステイリアは双そう剣けんをクロスに構え、全力で開くように斬きり放つ。その剣圧に押され、ウィリーもフューゴも弾はじかれ、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背の上に叩きつけられた。

「かあっ！」

　叩きつけられた身体を必死で起こすウィリー。

　そんな彼を睥へい睨げいしながら、アステイリアは悠ゆう々ゆうと剣を構えなおす。

「何故なぜそこまで必死になって、私の邪魔をしようというのだ？」

　すると傷つきながらも立ち上がり、ウィリーが言い放った。

「この王都７００万の民の未来を守る為ため。その為にならば如何いかなことでもしよう！」

　そんな彼の言葉をアステイリアは吐き捨すてる。

「下らん……おまえが守らんとする民がどれほど下げ劣れつであるか知らないのだ！　人間は目の前に敵がいなければ同族で殺しあう醜い生き物………同族であれば余計に惨むごたらしく死に追いやる残ざん酷こくな生き物！　ドラゴンという人類の敵がいなければ一つに結束することもままならない脆弱な精神！　そのどれもが醜い！」

「さて、それはどうかな……おまえは本当に人間という生き物を解わかっているのか？」

「バカがっ！　解っていないのは、ウィリー、貴様の方だ！　おまえの理想はドラゴンという敵がいるおかげで掲かかげられる理想！　ドラゴンのおかげでどうにか保たれる絆きずな。ドラゴンが居なくなってみろ！　すぐさま人間は領地争いに明け暮れる毎日だ！　３０００年前となんら変わらない同族同士の醜い争いの時代がやってくる！　おまえはそれを知らないから、生なま温ぬるい理想に酔よいしれているのだ！」

　アステイリアは双剣を構え、ウィリーの脳天目がけて振り下おろす。

　が、その直前にフューゴの長ちよう剣けんがアステイリアの剣を跳ねあげ、返す刃が頬ほおを掠かすった。

　そんなフューゴは先ほど弾いて叩きつけられたダメージなど微み塵じんも感じていないかのような余裕を見せている。

　一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめたスピード。気配を一切感じさせない身の熟こなし。

　そのどれもが人間離れをしていると言っていい。

　こんな時代に、このような人間が生まれてくることにアステイリアは驚きよう愕がくした。

　何よりもフューゴの瞳ひとみの中には、まるで子供が遊びに没ぼつ頭とうするかのような澄すんだものがある。しかしその純じゆん粋すいさは、ただ一点、戦せん闘とうを楽しむということにのみ帰結している。

　もし生まれる時代が違えば、この男によってきっと多くの血が流れていたに違いない。

　天下を治める器うつわとは違う。ただ殺し傷つけるだけの凶きよう器き。

　遠い昔、自分の国を滅ぼしたカイドラルド国の人間の姿が目に浮うかんだ。

　――こいつは……生かしておきたくない。

　それはアステイリアの本能だったのかもしれない。

　アステイリアの双剣が、フューゴ目がけて牙をむく。圧倒的な連撃がフューゴに打ち込まれていく。しかしそのどれもを、フューゴはいとも簡単に受け流すと、

「………もう飽あきたな」

　と溜息を吐つくように言い、そしてその刃やいばをアステイリア目がけて一いつ閃せんした。

「うくぁっ！」

　アステイリアの身体が宙を舞った。そして無情なまでに今度は自分が終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背に叩きつけられる。その身体はもうピクリとも動こうとはしなかった。

　それを目視したウィリーは「ふん」と息を吐くと、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの首の方へ向かって歩き出だした。その後を何の感かん慨がいもない表情をしたフューゴが追う。

　そして終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの巨きよ大だいな首元までやってきたウィリーは、表情を変えることなくその場に足を止め、竜槍を翳かざす。

「すべての竜の王にして、その采さい配はいを持つ竜りゆう玉ぎよくよ、今ここにその番つがいの雙そう輪りん『竜槍』を携たずさえ参じた者也なり。さあ、その御み姿すがたをここに示し給たまえ」

　竜槍に導かれるかのように、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背が隆りゆう起きした。そして隆起したその頂点にはひびが入り、その背を割ってゆく。

　まるで苦しむかのような終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの咆ほう哮こうがセントウッド中に響ひびき渡わたった。

　空気が振しん動どうするだけには収まらない程の大だい音おん声じよう。

　大地を揺ゆらし、空気を割さくほどの叫さけび。

　近くにいたフューゴが嫌いやそうな顔をして耳を塞ふさぐ。ウィリーだけが表情も変えず、ただその場に根を下ろしたように立っていた。

　そして終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの割れた背から、それは姿を現した。

　人の頭ほどもある巨大な宝石――『竜玉』。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの肉と連結したその姿は、このドラゴンの核かくとも言える様相だった。

　ウィリーがその竜玉に向かって一歩踏み出そうとする。

　と、その真後ろから声が響き渡った。

「全天蒼そう海かいの力を以もつて我に組くみ伏ふせ、双そう錬れん羈き束そく！」

　その声は塁るい玲れい双そう錬れんを高らかと掲げたアステイリアだった。そして次の瞬間には、手にある塁るい玲れい双そう錬れんの片方を、その場に突き刺さした。突き立たてられた剣は、瞬しゆん時じに真っ赤な光こう沢たくを放ち網あみの目をその場に展開する。

　同時にウィリーとフューゴの動きがピタリと止まった。それは何かに張り付けられたかのように微塵も動くことが出来ない。

　これこそが塁るい玲れい双そう錬れんの持つ能力、双そう錬れん羈き束そく。

　フューゴのような竜伐騎士を、ウィリーが連れてくることは既すでに予測済みだった。その為にアステイリアが最後までとっておいた切り札。目標を目の前にした二人の一瞬の隙すきを突くこと、それこそが狙ねらいだった。だからわざと斬られて見せたのだ。それでも白竜伐騎士の称しよう号ごうを冠かんするだけのことはある。厳重に装備を固めた服の下の帷かた子びらも、あの一いち撃げきで断たち切られていた。なによりあの衝しよう撃げきであばら骨がやられている。

　アステイリアはそんな動けぬ竜伐騎士フューゴの元まで行くと、もう一方の塁るい玲れい双そう錬れんを手に憎にくしみを込めた笑いを浮かべる。

「どうだ動けないか、竜伐騎士!?」

「……あ……くっ………」

　身体を震わせ戦意を漲みなぎらせるフューゴ。しかし今の彼には一寸たりとも動くことは叶わない。そんなフューゴに向け、アステイリアは全力で剣を振り下ろした。

「……………！」

　フューゴの肩かたから胸にかけてザックリと傷口が開き、血が噴ふき出す。

「おまえのような戦せん闘とう狂きようには反吐へどが出る。そうやって動けぬまま血を流し、死への恐きよう怖ふを味わいながら死んでゆけ！」

　そしてアステイリアはウィリーに視線を戻もどした。ゆっくりとウィリーの元へ行き、その手から竜槍を取り上げる。

「ご苦労、もう寝ねていろ」

　そう言ったアステイリアはウィリーの胸に塁るい玲れい双そう錬れんをザクッと抉えぐりこんだ。剣けん先さきはウィリーの背を突き抜けた。それでもウィリーは一切表情を変えず、ただ冷れい徹てつなほど冴さえきった視線をアステイリアに投げつけてくる。

　見事な胆たん力りよくだった。身体を貫つらぬく痛みにも、死への恐怖にも、このウィリーは一切動じなかったのだ。それどころか、その全てを押し返し、決然とした彼の意志をアステイリアに突き付けてくるようだった。

　気に入らなかった。まるで何もかも悟さとったかのような、この男の顔に虫むし唾ずが走った。

「そこで、この人間の世が終わっていく様を死に絶えながら見ているんだな」

　そう言ってアステイリアは唾つばを吐くと、塁るい玲れい双そう錬れんを引き抜き踵きびすを返す。

　隆起し姿を現した竜玉の元へ、歩を進めようとした。

　そんなアステイリアの行く手を妨さまたげるように、何者かがマントを握にぎった。

　――何なん人ぴとも自分を妨げられる者などいない。いったい誰が……。

　アステイリアは振り向むき、自分のマントを握る者を目視した。

　それは塁るい玲れい双そう錬れんによって束そく縛ばくされ、動けるはずのないウィリーだった。彼は動かぬはずの腕うでを上げ、アステイリアのマントを強く握りしめていたのだ。

「な、何故だ！」

「……王都万民の為ため……遠い未来の為……」

　もし塁るい玲れい双そう錬れんの束縛を破らんとするのなら、それは剣の持つ力を超える能力を持った者。しかしウィリーがその能力を持っているとは到底考えられない。そうでないとすれば――。

「……まさか貴様、自らの筋きん繊せん維いを断ち切ってまで……」

　固まった身体を無理やりに動かすということ。それは自らの筋肉をズタズタにしてしまうことに他ならない。結果だけで言うなら、彼が動かしたのは腕一本。しかしそれはウィリーの大胸筋から指の先までの筋肉を全て破壊し、それと引き換かえにアステイリアを引き止めたということ。

　その事実にアステイリアは、マントを掴つかむウィリーの腕を肩から斬り捨てていた。しかし腕を失ってもなお、ウィリーの瞳は敗色に染まらない。

「………救う……私は……」

　その執しゆう念ねんにアステイリアは焦あせりを覚えた。胸を貫かれ、腕を斬り落とされ、それでもウィリーは諦あきらめていないのだ。死んでいてもおかしくないその身体で、彼はまだどうにかしようとしているのだ。

「…………未来を……」

　反射的にアステイリアは塁るい玲れい双そう錬れんを大上段に構え、そのままウィリーの脳天目がけて振り下ろす。

「……………」

　しかしその手が、額ひたいを割る寸前で止まった。

　それはウィリーの瞳が、目の前にいるアステイリアを捕らえてはいなかったからだ。

　その瞳は、遠くどこかに向けられている。

　そこで漸ようやく、アステイリアは気が付いた。

　ウィリー・ウォーレンが虚こ空くうを見つめ死んでいることを。

　その意志たるや、凄まじいものだ。高潔で純粋な意志を以てしか、ここまですることは叶わないであろう。事切れるその瞬間まで目的を遂とげんとしていたのだ。

　その証しよう拠こにウィリーの顔は、今にも動き出しそうな表情のまま時を止めていた。

「なんという……なんという男だ……」

　人という生き物に絶望したアステイリアでさえ、彼のその高潔さに畏い敬けいの念を禁じ得なかった。

　そんなウィリーの身体はまるで操あやつり人にん形ぎようの糸が切られたかのように、その場に崩れ落おちた。そして、そのまま隆起した終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背を、転がり落ちていく。

　アステイリアはその様子に背を向ける。これほどの意志を以て、竜の時代を変えようとした者の屍しかばねの先へ足を踏ふみ出す。それこそが、アステイリアが死者に報むくいる道だった。この世に生きる全ての人間を屍にすること。それが人という業を背負った生き物に報いる道だと、改めて確信した。

　竜の背を渡り、隆起した首元を登る。そして竜玉の元に立つとアステイリアは、その背から王都セントウッドを一望した。

　進行方向には、王領の小高い丘おかがある。その頂上にある湖の中心には王宮が見えた。山やま肌はだの各所には、王室騎き士し団だんたちが守備を固めている。

　どれも浅ましく生きようとする汚きたない人間の姿だ。

　この距きよ離りだと、今はリンド北部のあたりだろうか？

　どちらでもいい事だろう。もうすぐすべてのドラゴンの情報を書かき換えられる。そうなれば、この世界に存在するドラゴンたちは一匹残らず人間が死し滅めつするまで戦い続ける。以前のように中ちゆう途と半はん端ぱにその凶きよう害がい行動を止めるようなことはしない。

　最後の一人が死に絶えるまで、ドラゴンたちは休むことなく戦い続けるのだ。

　それでいい。

　人間にとっても、この世界にとっても。

　そして人間という種が絶ぜつ滅めつすれば、魔ま力りよく伝でん達たつ体たいがどのように働こうとも、人間に生まれ変わることは出来ないはず。そうでなくてはいけない。そうあるべきなのだ。

　水を吸い天に向かって伸のびる草花に生まれ変わればいい。

　捕ほ食しよくという目的を持ってしか他の生き物を殺あやめぬ動物に生まれ変わればいい。

　それが罪の枷かせを持たぬ、生物本来の生き方なのだ。

　業と罪に塗まみれた人間が浄じよう化かされる唯ゆい一いつの手段なのだ。

「さあ、竜槍よ。我が願いを叶えよ」

　人間の頭ほどもある終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの竜仙華カラフ『竜玉』。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの体内にその半分を埋うずめ、鼓こ動どうするかのように柔やわらかな光を放っている。

　アステイリアは竜玉に向かって竜槍を突き立てるように切っ先を触ふれ合あわせる。

　その瞬間、竜槍は形を変えた。それはまるで樹木のように根を張り、竜玉を包み込んでいく。その根は竜玉を中心に、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背いっぱいに広がっていく。

　しかしそれはただ出で鱈たら目めに伸びているわけではなかった。竜槍の張った根は魔ま方ほう陣じんを展開していったのだ。

　そして魔方陣は力を得たように光を放つ。

　その中心には竜槍と、そして竜玉が世界を照らすように神こう々ごうしく輝かがやいていた。

「ようやくこの時が来た。世界を正しく導く光」

　アステイリアは目もくらみそうな光景に笑えみをこぼした。３０００年もの間待ち焦がれた時がやってきたのだ。それと同時に、弟ナギのことが頭を掠かすめた。

　ナギが造りだした完かん璧ぺきな竜玉の姿に改めて驚きよう嘆たんした。

　これと比べれば、自分が精製した竜玉など子供のおもちゃに過ぎないとすら思った。

　これほどまでの物をナギは作り上げたのだ。

　もちろんそれには竜槍という強力な聖遺物の存在があったという事は否定しない。この世の聖遺物、全ての大神であるこの武器を以てしか、これほどの竜玉は精製できないだろう。

　しかしその竜槍をして、ここまでその力を引き出したナギにこそ功績はあると思った。

　彼を憎みながら、同時に感謝し、そして羨うらやんだ。

　――だが、神はこのアステイリアを選んだのだ。自分の考えを是ぜとしたのだ。それがこの結末なのだ。

　アステイリアは竜槍の柄つかをその手に包つつみ込む。

「さあ、聞き届けよ、竜玉よ！」

　そして積年の願いを口にしようとした。

　しかしその言葉が、アステイリアの口から出ることは叶わなかった。

　目の前に現れた巨大な光の翼つばさを前に、それ以上の言葉を呑み込まざるを得なかったのだった。




　漸ようやく終マダル焉・ジユのーウ竜ルカに辿たどり着ついたシェッセの前には変わり果てた竜槍と、巨大な魔方陣があった。

　――これが竜玉を操作する魔方陣……。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背に展開される魔方陣は、ルシーニアの記き憶おくの中で見たものよりも巨大で、そして禍まが々まがしい印象すらあった。

　するとシェッセに掴まっていたタクトが指をさす。

「あそこだ！　シェッセ、急げ！」

「うん！」

　シェッセは翼を羽ばたかせると、竜槍の前にいる少年の前に降り立つ。どこかで見たことのある面おも影かげ。それが誰であるか思い当たったシェッセは驚おどろきのあまり息を呑んだ。

　それはこのノルフ王国第三皇子ラクラス・ラフィ・ノルフであったからだ。

「え、そんな……」

　慌あわてるシェッセに、ラクラス皇子は顔をゆがませて向き直る。

「またおまえたちは俺のすることを邪じや魔まするのか？」

　どういうことかわからなかった。そんなシェッセの肩をタクトが叩たたく。

「あいつがアステイリアの生まれ変わりだ。嘗かつてアステイリアだった者の魂たましいと記憶を受うけ継つぎ、そしてその思いの強さに呑み込まれちまった成れの果てだ」

　タクトの言葉にラクラスは気色ばんだように、怒いかりとも憎ぞう悪おともつかぬ声を荒あららげる。

「違ちがう！　俺はアステイリアだ！　転生し、いまここに復活した者だ！」

「バカ、転生したら別の人間だ。おんなじ人間でたまるか。俺にだってその辺はよくわかんねえけどな、今生きている俺が俺。そんで、おまえはおまえだ。ナギでもアステイリアでもねえ！」

　するとラクラスは苛いら立だったようにその視線をタクトに這はわせた。

「ナギぃっ！　貴様はいつもそうだ！　物知り顔でなんでもわかったような顔をする！　全て解ってるのだと、上からものをいう！　何一つ変わっていない！　何もかもナギのままだ！」

　しかしタクトはそんな勢いを受け流すように頭をポリポリと掻かく。

「上から目線ってな、ガキはすぐそうやって噛かみついてくるんだよ。なんだ？　反はん抗こう期きか？　それとも思春期か？」

　タクトは過去の記憶に呑み込まれたラクラスを前にしても一いつ切さい動じない。

「なあ、リュカ。こいつなんで怒おこってんの？」

「んー？」

　リュカも急に話を振ふられてフルフルと首を横に振る。

「え、だっておまえ子供だろ。わかんじゃないの、同年代の悩なやみとか」

「ぐぅ」

　フルフル。

　いつものタクトのペース。一切ぶれることのないその流れを作りだし、そしてヘラヘラと笑う。どんなことがあろうとも決して変わらないタクトの本質がそこにあった。

「さて、と。んで、皇子様？」

「違う、アステイリアだ！」

「言ってんだろうが、てめえはアステイリアじゃねえ。ラクラス皇子なんだよ」

「おまえはナギの記憶を受け継いでおきながら、悔くやしくはないのか？　己おのれの国を無残に滅ぼされたあの日を知らないとは言わせないぞ！　その力を利用しようとした者たちがいたことを忘れたとは言わせんぞ！　あれ程に私利私欲の為ために残ざん忍にんになれる人間の姿を目まの当あたりにしておいて、それを忘れたなどとは言わせないぞ！」

「………忘れてねえさ」

　たった一言。タクトのその一言で、ラクラスは気圧されるように息を呑んだ。

「だがな、ナギが経験した辛さや喜びはナギのもんだ。俺のもんじゃねえ」

　そうしてタクトは腰に差した鉄パイプを引き抜く。

「それとこれをごっちゃにしちまったら、時間は何千年も前から一歩も前に進んでねえってことじゃねえか。そうじゃねえだろ。俺は俺として、ナギ・ニキッシュを知る者として、あいつの意志を継いでやる。それが散っていった過去への唯一の手た向むけってもんだろ」

　そう、それはシェッセとて同じことだった。ルシーニアの思い。痛いほど共感できたその思い。だが、シェッセはルシーニアではない。シェッセ・リハエルなのだ。

　だから彼かの女じよの代わりにナギの生まれ変わりのタクトを好きになったわけじゃない。同じ魂が引き寄せられたのは運命だったとしても、好きになったのは間ま違ちがいなく自分なのだ。

　その明確な意志を前に、ラクラスは狼ろう狽ばいした。

「違う！　違う、違う違う違うっ！　俺はアステイリアだ！　時世を越え、その理想を現実にする者！　神が選んだ者！　それがこの俺なんだ！」

　ラクラスは掌てのひらを掲げると、

「来い！　塁るい玲れい双そう錬れんっ！」

　叫ぶと同時に、フューゴの傍かたわらに刺さっていた一本の剣が、ラクラスに向かって飛んだ。そして束縛を解かれたフューゴがその場に没ぼつする。出血のあまり気を失ったのかもしれない。

　ラクラスは塁るい玲れい双そう錬れんをキャッチするとその勢いを使って、タクト目がけて全力で斬りかかる。同時にタクトもまた腰に差した鉄パイプで斬り結ぶ。

「踏み込みが甘ぇ！」

　タクトは鉄パイプを一閃。双剣の強撃を弾はじき返した。

　すぐさまシェッセが間かん隙げきを縫ぬって踏み込み、帯たい剣けんが抜き打ちざまにラクラス目がけて閃ひらめく。

「邪魔だあ！」

　巻き込むようにラクラスの双剣がシェッセの帯剣を跳ねあげた。

　そこへリュカが投げつけた雷らい火かの種たねが、ラクラスの脇わき腹ばらでバウンッと炸さく裂れつ音おんをたて爆はぜる。

「――っ！　この、ケダモノがぁ！」

「ぐぅ!?」

　その気き迫はくにリュカはビクッとすると、四よつん這ばいで走って距離を取り、次の雷火の種を用意する。

　その一瞬の隙すきを突つき、タクトとシェッセの挟きよう撃げきが放たれる。しかしラクラスの双剣はまるで舞まいを舞うかのように二人の攻撃を受け流していく。

　それは武器の能力の違いだった。ルシーニアの記憶の中にあった聖遺物・塁るい玲れい双そう錬れんに対し、シェッセはただの帯剣であり、タクトに至っては鉄パイプ。この戦力差がラクラスを優位にしていた。

　――せめて魔力を練ることが出来れば……。

　シェッセはそう思い、片手に魔力を溜ためようとする。

　しかし練成をしようと手に集まる魔力は、変容し始めると同時に消しよう滅めつする。その様子にラクラスは高笑いをあげた。

「無む駄だだぁ！　ここがどこか考えれば解るだろう！」

　そうここは終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背の上。

　それがどういうことか、シェッセにもすぐに思い当たった。

　練成分解物質……ドラゴンが持ち合わせる特性だ。いつの間にかシェッセの背にあった翼も消えている。これほどに巨大な終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを前に、その背の上では魔力を練りだす事すら出来ない。

　今のシェッセほどの練成技術を以てしても、それが叶わないのだ。

　きわめて強力で、莫ばく大だいな量の練成分解物質を前に、シェッセから再び練成魔法が剥はく奪だつされたのだった。

　ラクラスは余よ裕ゆうの笑みで、二人から距離を取ると同時に、塁るい玲れい双そう錬れんを掲かかげ、

「全天蒼海の力を以て我に組み伏せ、双そう錬れん羈き束そく！」

　言うと同時にその場に双剣を突きさす。

　その瞬間シェッセの身体の自由が利きかなくなった。そして視界の端はしにいるタクトに目をやると、彼もまた動けずにその場で固まったように静止していた。

　ラクラスの持つ聖遺物の力。

　緊きん縛ばく魔ま法ほうよりも強力に、シェッセたちの身体を締め付ける呪じゆ縛ばく。

　そしてラクラスはそこで漸ようやく笑みを浮かべ、ギロリとシェッセを睨にらみ付ける。

「ルシーニア、おまえの甘あまっちょろい夢もここまでだ」

　――ちがう、ボクはルシーニアじゃない。

「どうだった？　ナギとのおままごとのような生活は？　王立魔ま法ほう騎き士し団だんと違って楽しかったか？　いいよなあ、騎士団のように苛いじめるやつがいないんだもんなあ」

　――おままごとじゃない。ボクはタクトと……みんなと一緒にいられたから……。

「おまえとは違うんだ。その理想も、目的も、意志も、おまえの甘ったれた理想とは全く別なんだよ」

　ラクラスは笑いながらそう言うとシェッセに背を向け、竜玉の元に歩き出した。

　その時、身体の自由を奪うばう力を押おし返かえさんとしたシェッセから呟つぶやきが零こぼれた。

「……………ボクの」

　その囀さえずるような声にラクラスは一瞬足を止め感心したように息を吐ついた。

「ほう、まだしゃべれるのか？」

「………ボクの理想は……あなたに……負けたり……しない！」

　シェッセの身体の中に魔力が流れこむ。

「……タクトと……また一緒に……働いて……」

　身体の中で魔力が練成されていく。

「一緒に……ご飯食べて……」

　分解されるよりも早く、身体の中の魔力伝達体が練成をなしていく。

「寝るだけの……」

　練成された魔力が噴ふき出す。原始的とも言えるほどの魔力元素の熱変へん換かん。

「そんな……普ふ通つうの生活……」

　シェッセの身体を抜ぬけた魔力が、ただひたすら膨ぼう大だいな熱量となって噴き出していく。

　その熱が終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背を焼いた。

　熱に弱い魔力分解物質が崩ほう壊かいし、シェッセが放つ熱量は増していく。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカはその熱の痛みに咆哮を上げた。王都中に響き渡るほどに大きな雄お叫たけびがこだまする。

　その叫びは大地を震ふるわせ空気を振動させた。

　一歩……シェッセの足が前へと出る。

「ボクの理想は……絶対に、あなたのものに負けるような物じゃない！」

　一歩……終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背が焼け付き溶とけだす。

　そしてシェッセの背に再び光の翼が湧わき出だした。それは燃え盛る炎ほのおを纏まとい、火の粉の羽を散らす巨大な翼。

　莫大な量の練成分解物質をも超こえる鋼のような意志。その随ずい意いに引き寄せられた魔力は、今や全すべてがシェッセに味方するように打ち集つどい、塁るい玲れい双そう錬れんの束縛すらも覆くつがえす。

　その姿を目の当たりにしたラクラスは声を震わせた。

「まさか……これが、嘗かつてダグジアが手放そうとしなかったルシーニアの力だというのか」

　前世のルシーニアをダグジアが手放したがらなかった理由。

　決して誰だれにも出来るはずのない魔力練成量。

　しかしそれは過去のルシーニアが使いこなしたものとは決定的に違う。

　何故ならシェッセには意志と共に練成があるからだ。諾だく々だくと任務を熟こなしていた頃ころのルシーニアには決してできないこと。それが今、シェッセが熟こなすことの出来る練成なのだ。

　シェッセは目の前に右手を向けると横に一閃する。

　その瞬しゆん間かん、パシンッと音を立てシェッセたちを縛しばっていた塁るい玲れい双そう錬れんが弾かれるように飛んだ。

　同時にタクトとリュカの身体に自由が戻る。

　その様子にラクラスは舌打ちをした。

「やはり、貴様らはどこまでも邪魔をするというのだな！」

　シェッセはその問いに答えずラクラスの横をすり抜けるように歩いていく。

　あまりの熱量に、思わず避よけるように距離を取ったラクラスは双剣を拾いあげると、シェッセ目がけて跳ちよう躍やくした。

「だらああああ！」

　真上から全力で斬りつけてくるラクラスにシェッセの帯剣が翻ひるがえる。その一撃たるや、爆発的な攻こう撃げき力りよくを有していた。吹き飛ばされたラクラスは、咄とつ嗟さに足を踏ん張ばり持もち堪こたえる。そしてその反動を利用し、シェッセに再び全力の突きを放つ。

　双剣の間かん髪はつを容れぬ連撃がシェッセを襲おそう。しかしその全てがシェッセには遅おそく感じられた。取るに足らないスピード。片手で持った帯剣は、目にも止まらぬ速さで打ち込まれるラクラスの塁るい玲れい双そう錬れんを全て受け流す。鬼き気き迫せまるほどの連撃、強撃、挟撃。
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　それをシェッセの帯剣は全て受けきった。

　魔力に満ち満ちた帯剣は一瞬、火の粉を散らし、そしてラクラス目がけ水平に放たれた。

「なっ!?」

　驚愕に歪ゆがむラクラスが咄嗟に胸の前で双剣をクロスさせ防ぼう御ぎよする。

　しかし次の瞬間、ラクラスの身体は弾き飛ばされ宙を舞まい錐きり揉もみした。

　魔力を帯びた帯剣が爆風のような勢いを放ち、そのエネルギーを四散させたのだ。

　竜の背に叩きつけられたラクラスを尻しり目めに、シェッセは再び竜玉の元へと歩みを進める。

　樹木のように根を張る竜槍に目をやり、その柄つかに手を掛かけ、力いっぱい引き抜く。

　すると竜槍が張っていた根が一瞬にして消滅した。

　そしてシェッセは竜槍を高らかと掲げる。

「…………」

　今、この場で竜玉を破は壊かいすれば、ウィリーが考えたような、ドラゴンを無害な生き物へと還かん元げんすることは叶わなくなる。

　しかしそれは最初から難しいことだったのだ。

　きっとウィリーは知らなかったのだろう。竜玉の情報を完全に書き換えるには長い時間が必要であるという事を。

　それはルシーニアの記憶を垣かい間ま見みたシェッセだからわかる事だった。

　竜玉の情報が書き換わるまでの間、きっと終マダル焉・ジユのーウ竜ルカがセントウッドは勿もち論ろん、近きん隣りん諸国まで焦しよう土どにしてしまうに違いない。

　多くの人々の命と引き換えに安全なドラゴンを取るか。それとも今までと変わりなく人を凶害するドラゴンと戦い続ける日々を取るか。

　二に律りつ背はい反はんの選せん択たく肢し。その答えをシェッセは既すでに持っていた。

「……竜玉を……破壊する！」

　シェッセは全力で竜槍を竜玉目がけて振り降ろそうとした。

「まてまて、シェッセ」

　が、誰かがそのシェッセの腕を掴む。

「………タクト」

　まるで困った子供を見るように、笑いかけるタクト。

「一人でなんでもやろうとすんな」

「ぐぅ！」

　タクトとリュカ。二人の顔を見て、漸ようやくシェッセは我に返った。

　自分は今、感情のあまり束縛を破り、そしてただ竜りゆう槍そうで竜玉を叩き割わろうとしていた。

　ずいぶんと乱暴なやり方で、竜槍を使おうとしていた。

「竜玉は竜槍じゃ壊こわせねえ。やるなら聖せい剣けんにするしかねえだろ」

　そう、ルシーニアの記憶の中にあったように、竜槍の姿を変容させねば、この巨大な宝石を破壊することは叶かなわない。

　タクトは竜槍を手に取ると、困こん惑わく気味の表情でゆっくりと語りかける。

「竜槍、おまえ本当にいいのか？」

『何を以もつて善よいと聞いているのだ？』

「竜玉を壊すってことは……」

『構わぬ。我々は死を恐おそれる様な存在ではない』

　その言葉で、シェッセにも漸ようやくタクトが顔を曇くもらせた理由が解った。竜槍と竜玉は同位体。その竜玉を破壊するということは、自おのずと竜槍もまたその命が潰ついえるということ。

『神は昔から人間に甘かった。我は幾いく度ども神を咎とがめた。だが然しかし我も変わらなかった。大たい概がいに我も人に甘いものよ』

　ルシーニアとナギの思いに、３０００年もの時を費やした竜槍。そして今もその命を賭として、あの日の願いを叶えようとしてくれている。命という概がい念ねんが違っていたのだとしても、竜槍がしてきたことは並なみ大たい抵ていのものでは決してない。

　そのことに気が付き胸を痛めるシェッセに、竜槍は淡たん々たんと語りかける。

『此これ、ルシーニアの御み霊たまを持つ者よ。そんな顔をするでない。我は人に望まれて此の世に生まれた物。人に望まれて散る事も叉また本ほん望もう。悲しむでない』

「…………うん」

　そしてタクトが竜槍に向かい、友人と話すように明るく声を放った。

「んじゃ、こいつで最後だな」

『嗚呼ああ、そうなるな』

　竜槍の声には感慨のような色があった。そんな竜槍にタクトは慈いつくしむように声を掛ける。

「……頼たのんでいいかい？」

『其その為ための三千の時世だ』

　そしてタクトは竜槍を構えるとその柄つかを、シェッセが握れる位置に降ろす。

「さあ、シェッセ。おまえもだ」

「うん」

　シェッセは頷うなずき返し、竜槍の柄をタクトとともに握る。

「リュカ、おまえも来い。せっかくだ、子供の頃の思い出に一いつ緒しよにやるぞ」

「ぐぅ！」

　元気に返事をしたリュカはタクトとシェッセの間に入り、一緒に竜槍の柄つかを握る。

　笑いかけるタクトにリュカもほんの少しはにかんだ。

「よっしゃやるぞ！」

『嗚呼』

　竜槍が応ずると同時に、その姿は聖剣『霊れい樹じゆの剣つるぎ』へと変へん貌ぼうしていく。

　３０００年間、霊樹の森の中で溜め込み続けてきた力が解放されていく。

　霊樹の剣を中心に、中空に魔方陣が展開する。一つの魔方陣が分ぶん裂れつし、二つになり、三つになり、無数に展開していく。それらは三人を包み込むと高く舞い上あがった。

　そして霊樹の剣の切っ先に、エネルギーが集中していく。

　大気が脈動し、霊樹の剣に集まってくるようだった。

　シェッセ、タクト、そしてリュカは霊樹の剣の切っ先を真まっ直すぐに竜玉に向けた。

　そんな霊樹の剣に、シェッセはやさしく語りかける。

「竜槍さん……じゃないか、今は霊樹の剣か」

『どちらでも構わぬ。名前は記号に過ぎぬ』

「あのね、ルシーニアから…………ありがとうって」

　そう彼女の言葉を伝えると、竜槍はそっけないような声で答える。

『……我はしたい侭ままにした迄までの事。礼を言われる道理は無い』

　そんな竜槍の態度にシェッセは微ほほ笑えみ返した。

「うん、でもどうしても伝えたかったの」

　霊樹の剣――竜槍は、暫しばらく考えるような間の後にポツリと、

『……………………………左さ様ようか』

　と言い、それから口を噤つぐんだ。

「じゃあ、行くぜ！」

　タクトの掛け声ごえに合わせ、三人は一いつ斉せいに霊樹の剣を放つ。

　それはまるで流れ星が空を駆かけるように光の尾おを引き、迷うことなく竜玉へと突き刺さった。同時に竜玉の中心に達した霊樹の剣は、その切っ先から全力のエネルギーを放つ。

　爆ばく発はつ的てきなそのエネルギー量に、目が眩くらむほどの閃せん光こうが、空いっぱいに満ちた。

　そして終マダル焉・ジユのーウ竜ルカはただ一度、天高く雄おたけびを上げたかと思うと動きを止める。

　時間が静止したように、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは二度と動くことはなった。

　竜玉のあった場所には、薄うす緑みどりの輝きを失い鈍にぶい色を湛たたえる竜槍がまるで墓標のように突き刺さっていた。

　ドラゴンの核ともいえる竜仙華カラフ『竜玉』を割られた終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ。それを失った終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは、頭からゆっくりと灰が風に舞うように崩くずれ始めた。

　その身を守る無数の鱗うろこが一枚ずつ剥はげ落ち、空気に溶けるように崩壊してゆく。

　崩れ去さっていく終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背にシェッセたちは降り立った。

　風が巻き起こるたびに終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの表面は細かく砕くだけて舞う。黒い花びらが舞い散ちっていくようだった。

　そしてタクトは突き刺さる竜槍に向かい、

「………ごくろうさん。ありがとな」

　と小さく呟つぶやいた。

　その時、後方から呻うめくような声が聞こえてくる。

「…………ぁぁ………ぅ……」

　そしてそこには絶望に顔を歪め放心状態になったラクラスが膝ひざを突いていた。

　掛ける言葉もなくシェッセはラクラスに目を向ける。これで全てが終わった。

　ラクラス――アステイリアの目的も、ウィリーの画策も竜玉の崩壊によって終わりを告げたのだ。

　しかし放心状態になっていたラクラスは、我に返るとタクトを睨にらみ付つけた。

「…………許さなぃ」

　ゆらりと立ち上がるラクラス。そしてその手にした塁るい玲れい双そう錬れんをタクトに向ける。

「貴様らを……許すわけにはいかない！」

　言うと同時にタクト目がけて突きを入れる。しかしタクトはその剣をあっさりと受け流した。茫ぼう然ぜん自失となった今のラクラスの剣は、タクトの鉄パイプでも十分にどうにかできるレベルのものだった。

　それはまるでハチャメチャに剣けんを振ふっているかのようだった。

　タクトは軽くその全てを躱すと、

「いつまでも、我わがまま言ってんじゃねえ！」

　と一いつ喝かつしたと同時に、第三皇子であるラクラスの腹に拳こぶしを捻じ込んだ。

「……あぐっぁ！」

　涼すずしい表情のタクトの強きよう烈れつな一撃に、ラクラスは気を失ったように崩れ落ちる。

「ったく、しゃあねえなあ。こいつも運んでやるか……」

　そう言ってタクトはラクラスを担かつぎ上げた。

　やはりタクトは食べる肉以外は狩からないのだ。喩たとえ敵対し剣を向けてきた相手だとしても、竜りゆう神じん信しん仰こうの中心人物だったとしても、見捨てるようなことはしない。

「おし、シェッセ。とりあえず脱だつ出しゆつするぞ」

「うん、わかった。リュカ、こっちおいで」

「うん」

　リュカがシェッセに飛びついてきた。リュカを抱だきかかえタクトに手をのばす。

　急がねばならないだろう。終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは、竜玉を失い崩壊し始めている。

　さほど時間を置かずに、きっとすべてが粉々に散り、消えていくのだろう。

　ふと、タクトは足下の終マダル焉・ジユのーウ竜ルカに向かって申し訳なさそうに呟く。

「すまなかったな。命貰もらったってのに、ちゃんと食わず勿もつ体たいないことしちまって」

　それは終マダル焉・ジユのーウ竜ルカに対する、狩人かりゆうどとしての、捕喰者としての償つぐないの言葉だった。

　王都に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらした終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ。しかしそれとて、一つの命だったのだ。人の思おも惑わくに左右され、予あらかじめ刷り込まれた破は壊かい衝しよう動どうに従って動いただけにすぎない、一いつ介かいの生き物だった。だとすれば、肉屋として何一つその命に報いることが出来なかったという事実は、タクトにとってこれ以上ないほどに悔しいに違いない。

　喰べるという行こう為いは、奪った命への畏敬の心であり、作法なのだ。

　ふとシェッセはタクトと出会った頃、彼かれが言っていたことを思い出だした。

　――俺おれはな、この終マダル焉・ジユのーウ竜ルカを狩りたいんだよ。

　彼はあの時にはナギの記憶を持っていた筈はずだ。そして終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが迎むかえる結末にも思いが至っていたのだろう。竜玉を破壊するしか終わらせる方法のないドラゴン。それは最初から食すことが出来ないことが決められた戦い。

　喩たとえ終マダル焉・ジユのーウ竜ルカに勝ったのだとしても、タクトにとってその命を食べることが出来なかったことは、敗北に他ほかならないのかもしれない。

　風に舞い散り崩れていく終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ。

　シェッセはタクトに手を差さし伸べる。

「行こ、タクト」

「………ああ」

　そう言ってタクトがシェッセの手を取ろうとする。

　その瞬間、巨きよ大だいな殺気がものすごい勢いで近づいてきた。

　咄嗟に二人はその伸ばした手を引き身構える。

　シェッセとタクトを引ひき裂さくように、その間に剣を突き立たてたのはフューゴ・シェーンヴェルグだった。

「ミキハラぁ、僕ぼくと戦え！」

　返す刃やいばがタクトの顔面を狙ねらって翻ひるがえる。即そく座ざに反応したタクトは腰こしから抜いた鉄パイプでその刃を受け止め後ろへ飛んだ。

「なんだ、こいつ!?　寝ねてたんじゃねえのかよ！」

「……ああ、さっきまでね。血を少し流しすぎたかな、少しフラフラするよ」

　確かにそう言ったフューゴの隊服は、自らの血にまみれている。

　それでもフューゴは言葉とは裏腹に、すぐさまタクト目がけて二の手、三の手を繰くり出した。タクトはそのどれもを的確に弾く……が、次し第だいにシェッセとの距離が開いていく。

「タクト！」

「シェッセ！　おまえはリュカを連れて先に行け！　それから、こいつも連れてけ！」

　そう言うとタクトは肩かたに抱かかえたラクラス皇子を持ち上げる。

「でも、タクトは!?」

「こいつを止めておく！　どうせ、こいつは俺と戦わなきゃ気が済まねえんだろ！」

　するとフューゴがそれに答えるように笑った。

「そうだよ！　どうしても君が戦ってくれないなら、この場にいる者を全員殺したって構わないと思ってたんだ。お願いだよ、僕とさ……戦ってよ！　もう時間がないんだ！」

　時間がないという事の意味を、彼の衣服を真っ赤に染める血液が物語っていた。フューゴはタクトと戦う、という意志だけでその場に立っていたのだ。

　いつ死んでもおかしくない程ほどの出血量。

　喩たとえ手当てを施ほどこしたとしても、もう間に合う見込みがないかもしれない。

　シェッセはそのフューゴの狂きよう気きじみた様子に、その場を動くことを躊ちゆう躇ちよした。

　しかもタクトを置いて行けるわけなどない。もし置いて行けば、もうすぐこの終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは崩れ去ってしまう。フューゴとの勝負がつくよりも前に、この場が崩壊するかもしれない。

　しかしこのまま、自分たちがここにいればおそらくフューゴはその刃を、自分に、そしてリュカに向ける。タクトの怒りを引き出さんと、迷わずそれをする。そんな空気をフューゴは持ち合わせていた。

　そんな迷いを生じさせたシェッセにタクトは叫さけぶ。

「急げ！　時間がねえ！　俺は大だい丈じよう夫ぶだ！　必ず帰る！」

　シェッセの肩に掴つかまったリュカが心配そうな顔をした。シェッセはそんなリュカの頭を少しだけ撫なでると一気に加速しタクトの真上へと飛ぶ。そしてタクトの手から、ラクラス皇子を受け取ると再び飛ひ翔しようした。

　その間かん隙げきを縫ぬって、すかさずフューゴがこちらを逃にがすまいと剣を突き付ける。

　タクトの鉄パイプはすかさずそれを払はらいのけ、同時にフューゴの胴どう腹ばらに向けて拳を叩き込む。

「そんなにやりたきゃ、やってやらあ。下町のケンカってやつを見せてやるよ」

　するとフューゴは胴腹に受けた痛みも感じないかのように、平然と涼しげな顔で立ち上がる。

「喧けん嘩かじゃない……これは殺し合いだよ」

　そして真っ直ぐにタクトに向かって八やつ束か蒼そう莱らいを切り上げる。タクトは八双の構えでそれを受ける。しかしそれはフューゴの揺よう動どうだった。間合いに入ったフューゴの拳が、タクトの脇腹に叩き込まれる。

「くあぁっ」

　仰のけ反ぞるタクトのシャツの脇腹部分に血が滲にじむ。先日フューゴに刺さされ、まだ回復しきっていない傷口が開いたのだ。それでもタクトは、気き丈じように大声を放つ。

「シェッセ！　行け！」

「でも……」

「何度も言わせんな！　帰るっつってんだろ。飯用意して待っててくれ！　はやくおまえの飯が食いたい」

　こんな時まで食べることばかり。

　――そうやって君はまた話を茶ちや化かしては、ボクの心の負担を取ってくれるんだ。

　このままシェッセもタクトに加勢したかった。しかしリュカを背せ負おい、ラクラス皇子を抱えたままではただの足手まといになることは必ひつ須す。

　何もできない自分が恨うらめしい。

　だから今はタクトの言葉を信じるしかなかった。帰ってくる、と言った彼の言葉を。

　シェッセは翼を羽ばたかせより高く飛翔する。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカは既すでに原形を留とどめないほどに崩壊を始めていた。

　唇くちびるを噛み、シェッセはその翼をもう一度羽ばたかせた。




　　　　○○○○




　タクトは高く舞い上がるシェッセの姿を確かく認にんすると、鉄パイプを肩に担ぎフューゴに向き直る。

「なあ、まだやんのかよ？」

　すると苦しいに違いない筈のフューゴは、それでもなお嬉うれしそうに笑った。

「……もちろん」

　ニイイッと口くちの端はを上げ、剣を巻き込み水平にタクトに向かって斬きりかかる。

　タクトの鉄パイプがそれを受け止める。ガインッと周りの空気が揺ゆれるほどの衝しよう撃げきが走った。鍔つば迫ぜり合あいする八やつ束か蒼そう莱らいと鉄パイプは力が拮きつ抗こうし、ギリギリと金属同士が擦こすれ合う。

　タクトはそれを全力で押し返し撥はね退のけた。すかさずタクトの鉄パイプが唸うなりを上げる。フューゴの八やつ束か蒼そう莱らいが空を切る。

　交わる度に激しい火花が散り、空気が振しん動どうした。

　その壮そう絶ぜつなまでの斬り合い。

「うらああああああああっ！」

　目を見開き絶ぜつ叫きようするタクト。

「あはははははははははっ！」

　戦いを楽しむかのように笑い声を上げるフューゴ。

　両者の剣速、力、技、全てが拮抗しているかのように斬り結むすばれる。どちらも一歩も引かない。その凄すさまじさは、何物にも形容しがたいほどの気迫。何なん人ぴとも踏ふみ入ることを許されない戦い。

　しかし喜色を浮うかべるフューゴの顔は、次第に白くなっていく。ラクラスに斬られた肩の傷から、血を流しすぎていたのだ。

　しかしそれはタクトも同じこと。先日フューゴにつけられた腹の傷からは血が滲にじみ出し、シャツを汚よごしていた。ここまで一切、腹の傷の痛みを感じさせないように振る舞ってきたタクト。しかし実際には全快していない身体でここまで来られたことだけでも、奇き跡せき的てきとすら言えた。

　どちらも既すでに限界など超えていた。それでも決して倒たおれようとしないのは、双そう方ほうに明確な意志があったからに他ならない。

　戦せん闘とうへの快楽に身を委ゆだねたフューゴ。希望にしか過ぎなかった、最強ともいえる人間との立ち合い。その夢にまで見た地平に立っていられる喜びに剣を振るう。

　そしてタクトもまた、決して揺るがす事の出来ないものがある。

　それはシェッセとの約束。必ず帰ると言った自分の言葉を曲げるつもりは一切なかった。絶対に家に帰り、そして自分の愛したシェッセと共にこれからを過ごす。もう自分一人の命ではないという明確な意識。それがいつ倒れてもおかしくないタクトの身体と精神を、この場所にしっかりと繋つなぎ止とめていた。

　その双方の気迫が、まるで爆ばく発はつしているかのように斬り結ぶ。しかし臨界点に達したのはタクトでもフューゴでもなかった。

「……なっ!?」

「うおっ!!」

　その押し合う斥せき力りよくで踏み込んだ足下が崩れた。限界を超えたのは、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの身体の方だったのだ。竜玉という核かくを失い、そのあまりに巨大な身体を維い持じできなくなった終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの方々に罅ひびが入り崩れていく。

　タクトは咄嗟にまだ形を成している終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの一部を蹴けり、体勢を立て直す。

　が、その頭上にはそれよりも早く行動に移していたフューゴの影かげが覆おおいかぶさってきた。

「まだだ！」

　咄嗟に鉄パイプを構える――と次の瞬間、タクトの胸から血が噴ふき出した。斬られたことすら感じさせないほどの見事な太刀たち筋すじ。

　同時に鉄パイプは根元から切断され、宙を舞った。

　それでも傷は浅い。タクトは身を翻ひるがえし、フューゴから距きよ離りを取る。土ど砂しやのように崩れ落ちてくる終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの破は片へんから破片へと渡わたる。しかしフューゴもそれを放っておくわけがない。あっという間にタクトとの距離を縮め、次の手を繰り出さんとする。

　武器を喪そう失しつしたタクトには、もう攻こう撃げきはおろか、その身を守る事さえできない。

　そして近接したフューゴが八やつ束か蒼そう莱らいを構え、満面の笑えみを浮かべる。

「まだ逃げるのかい、ミキハラ君？」

「…………」

「ねえ、それで終わりなの？　本当にそれっきり？」

　言葉とは裏腹に勝利を確信した笑いが溢あふれだすフューゴに、タクトは苦笑いで返す。

「……さあな」

　脳のう裏りにシェッセの姿が駆け巡めぐる。

　――帰るつったしな……。

　武器もなく、魔ま法ほうもなく、相手を倒す手段など一切持ち合わせない状じよう況きよう下。

　消しよう耗もうした体力は、流血と共に更さらに激しく削けずられていく。

　目の前に聖遺物を高らかに掲かかげるのは、王都最強と謳うたわれる白竜伐騎士。

　全ての希望が閉ざされ、全ての望みが絶たれ、あるのは約定された敗北のみ。

　それは取とり違ちがえようもない『死』という一語に集約された人間の最後。

　どんな人間であろうと、この瞬間にそれを覚かく悟ごしない者はいないだろう。

　どんな人間であろうと、それから目を背そむけられる者はいないだろう。

「だがな……！」

　それでもタクトの目から生気が消えることはない。

「諦あきらめるわけにはいかねえんだよっ！」

　どんな状況であろうと、タクトは諦めたりはしない。諦められるわけがない。

　咄嗟にタクトの身体が動く。それは長きに渡って武器を使ってきた者の習性。

　考えるよりも先に動く身体の本能。

　武器を待たぬタクトの手は、まるで武器があるかのように、垂直に落とされるフューゴの八やつ束か蒼そう莱らいを振ふり払おうと動いていた。

　タクトの目の前の光景がゆっくりと流れていく。

　その流れてゆく光景を目にしながら、その心は妙みように落ち着いていた。

　そんなタクトの耳じ朶だに、何者かが語りかけたような気がした。




『何い時つ迄までぼんやりしている？』




「!?」

　次の瞬間、八やつ束か蒼そう莱らいを振り下ろした筈はずのフューゴが吹ふき飛とぶ姿が目に飛び込んできた。

　そして自分の手の中にある物を見て、タクトは驚おどろきと同時に笑みがこぼれた。

「…………竜槍」

　その手の中には、既すでに役目を終え、事切れた筈はずの竜槍があったのだ。

「……おまえにゃ、助けられてばっかだな」

　タクトは竜槍を握にぎり直し、フューゴに向かい構える。

「……本当に…………ありがとよ」

　その姿に、フューゴはこの上ない程の喜びの笑みを浮かべると、八やつ束か蒼そう莱らいを翻した。
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終章　君のいる食卓で







　王都セントウッドのイオ地区からオルファン地区、リンド北部にかけて甚じん大だいな被害をもたらした終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの進しん撃げきからしばらくがたった。

　街は方々が復旧に向け動き出していた。王立魔法騎士団もまた、被害地区の治安維持や食糧の配給など連日休む間もなく動き続けている。

　最も大きな被害を受けたオルファン地区、イオ地区からリンド北部、そして王領の一部は現在昼夜を問わず復旧に向かって歩みを進めていた。

　肉屋フランシーヌの店主クーミェ自身も、騎き士し団だんたちが荒あらしまわったり、自分たちも暴れまわってしまった店内を元通りにする毎日が続いている。

　――ちょっと大暴れしすぎてしまいましたね。

　クーミェは反省しながらハチャメチャになった店内を片付けたり、補強したりする日々。

　祖父のオルバ、それからリュカやラザといった店の従業員たちの助けもあって、その作業は順調に進んでいる。また一時的に滞とどこおる形になってしまった店の営業も、現在は再開を始めていた。

　国からの営業停止命令は現在もそのまま……というより今回の事態に際してクーミェの経営する店のような末まつ端たんは放置されたままの状態なのだった。それ故ゆえ、国の承しよう諾だくを待っているわけにもいかず、また方々での食しよく糧りよう不足もあってか営業を再開したのだった。

　何より肉の発注が国からも来ている。という事は、再開してもいいという事だろう、と前向きにとらえている。もし何か言われても国からの発注書を突つき付けてうやむやにしよう、というしたたかさをもってクーミェは商売を始めていたのだった。

　そうしてその日も、忙いそがしく立ち回るうちに陽ひは傾かたむき終業の時刻を迎えた。

　ちょうどこれくらいの時刻になるとやってくる者がいる。

　店の看板を下げていると、今日もその人がやってきた。

「やあ、クーミェ」

　シェッセ・リハエルだった。現在彼かの女じよは王都の被害に対し、方々に駆り出され寝しん食しよくを惜おしんで尽じん力りよくしていた。被害地区に足を運び状況の把は握あくと、その詳しよう細さいを纏まとめる為ための要員として駆り出されているのだという。

　彼女はいつも店の終業時刻頃に遠回りを承知で、この肉屋フランシーヌに立ち寄っていく。そして皆みなの様子を確認し、また仕事場へと戻もどっていくのだった。

　そうそう毎日簡単に来られるような距離ではないであろう場所まで足を運んでくれるシェッセに、クーミェは労ねぎらいの意味を込めてお茶をだす。少しでも彼女に休きゆう憩けいを与あたえたいと思ってのことだった。

「ねえねえ、シェッセさん」

「なあに」

　明るく返すシェッセにクーミェはやや困惑する。それは少々言い出し辛づらいことであったからに他ならない。それでもクーミェはシェッセに視線を向けると意を決して、彼の名を出した。

「あの………タクトさんなんですが……」

「………うん」

　そう、あの日以来、タクトは未いまだこの店に帰ってきてはいない。かれこれ一ト月は経たった現在も音おと沙さ汰たはない。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが崩壊する中フューゴと戦い、それに巻き込まれたのだという。

　それでもシェッセは確信を持って毅き然ぜんとした顔をする。

「大だい丈じよう夫ぶ。だってタクトは必ず帰るって約束してくれたもの。タクトは……ちゃらんぽらんだけど約束は必ず守ってくれる」

　力強くそう言う彼女に、逆に励はげまされるような気持ちになった。本当は一番彼を心配しているのは彼女に違いないのに、それを表に出すこともなくシェッセは気丈に振る舞っているようだった。少なくともクーミェにはそのように見えた。

　だからクーミェはそれ以上は何も言えず、ただ、

「そうですね」

　と、ほんの少し笑い頷うなずいた。

　するとそこへ作業途と中ちゆうだったリュカがちょこちょこと駆けてきた。

「しぇっせ！」

　シェッセは飛びついてくるリュカを抱き留とめ、抱え上げる。

「しぇっせ、あのねあのね」

「うんうん、なに？」

　タクトのいない寂さびしさもあるだろうし、それまで毎日朝からきていたシェッセは復旧のために駆り出されている。だからだろうか。リュカは最近、こうしてシェッセがやってくると、妙に甘あまえるところがある。

　そんなすっかり甘えっ子こになったリュカをあやしている姿をクーミェは見守る。リュカがこれほどに人に懐なつくのは本当に珍めずらしいことだった。

　ふと、シェッセがこの店にやってきてから、様々なことがあったのだな、とクーミェは改めて思う。

　するとシェッセは抱っこしていたリュカを膝ひざの上から下ろし立ち上がった。

「クーミェ、ボクそろそろ行くよ」

「そうですか？　もっとゆっくりしていったらいいのに」

「うん、そうも言ってられないんだ。でも、もう少ししたら騎士団の仕事は落ち着くみたいだよ」

「そうなんですか？」

「うん。今、民間の復旧団体と王立復旧対策委員が組織されて、そっちが主導になるらしいから、騎士団は通常営業に戻るってさ」

　シェッセはそう言ってクーミェたちに挨あい拶さつをすると、その足で王立魔ま法ほう騎き士し団だん庁舎へと戻っていった。




　カティナは小高い丘おかの上に広がる共同墓地の一角に佇たたずむ。

　名前も刻まれぬ石の下には、誰とも解わからぬ無む縁えん仏ぼとけたちが眠ねむっている。その中の一人にウィリー・ウォーレンの遺体もあった。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが崩ほう壊かいしたその中から、彼の遺体が運び出されたものの、損そん壊かいが激しく身元の確認が取れなかった、という報告がなされている。しかし実際には皆気が付いていた。

　この件に関して王室からの圧力がかかったことは、まず間ま違ちがいない。おそらく王室内から竜神信仰に関かかわるラクラス皇子を出してしまったことがその原因と思われる。

　そして今回の作戦で総指揮を務めたウィリーは竜神信仰を利用し、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが持つ竜りゆう玉ぎよくを手に入れようとしていた。

　竜神信仰を利用したということ……それはつまりラクラス皇子を利用したことに他ならない。

　ウィリーの存在とその行為に言げん及きゆうしていくということは、自ずとラクラス皇子に行き付いてしまう。だから王室はこの一いつ切さいの事実を封ふう殺さつしようとしていた。

　王室はウィリーに関するあらゆる物を処分し、彼がいなかったかのように振る舞っているのだった。

　ウィリー・ウォーレンという一人の人間の存在が消されてしまったのだ。

　一人の人間の存在が消えることで王家が助かる。それはすなわち、王都全すべてが助かることになる。もしこのことがきっかけで、王家への批判が高まれば、多くの民族が暮らすセントウッド内でいらぬ諍いさかいが起きることは必定。それを避さけるために、一人の人間の存在で済むのなら、王家は迷わずその人間を消すことを選ぶ。

　その事実を考えながらカティナはふと思う。

　自らの存在が消されるであろうことを予測し、あの壮そう大だいな計画を推おし進すすめていたウィリーの心の裡うちはどんなものだったのだろうと。

　彼は死することを覚悟するだけならまだしも、死して尚なお、己おのれの生きた証あかしまでもを賭とす覚悟で、これに挑いどんでいた。

　カティナはウィリーが眠る墓の前に膝ひざを突く。

「王都復旧は現在急速に進んでおります。王立騎士団や行政がどう頑がん張ばっても出来ないであろう位に早く、進んでいます。それもこれも、あなたが残した物のおかげです」

　ウィリーが残した物。それはカティナに渡されたあの封ふう筒とうだった。中に入っていた書類は、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが王都に出現した際に想定される被害、それに対する復旧プランだったのだ。

　まるで未来を見てきたかのように書かれた復旧プランは綿密に構成されており、その書類にある通りに現在王都内の被害地区の復旧が進んでいる。このプランが無かったら、王都の復旧は後何カ月遅おくれていたことだろう。

　カティナは彼に渡されていたこの書類を自分の机の中に隠かくしていた。そのおかげで、王室の者がウィリーの遺品をあさりに来た時も、この書類だけは難を逃のがれたのだった。

　終焉の竜マダル・ジユーウルカ崩ほう壊かい後、カティナはウィリーが残したその書類を目にした。

　そしてその書類の最後には、ウィリーの名ではなく、カティナ・イシュルダールの名が刻まれていた。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの一件で起きうることを彼は全て解っていたのだ。自分の存在が消されてしまうであろうことまで全て。

　その上で、自分の名ではなく、カティナの名が記されていた。そうすれば、この綿密な復旧プランは有う無むを言わさず採用される。

　カティナはその書類に目を通し、胸が潰つぶれるような思いがした。

　自分が死ぬであろうことも、その上でウィリー・ウォーレンという人間がこの世に存在したという記録が消えるであろうことも、全て解っていてこの書類を書いたのだ。

　彼はどんな気持ちでこれを書いていたのだろうか。

　淡々と己の思いなど表面に出さず、業務を熟こなし続ける彼の姿が目に浮かんだ。

　しかしその心の裡うちはカティナには思いが及およばなかった。とてもではないが、自分には出来ないこと。心も身体も疲ひ弊へいするような重圧。彼をおいて他にでき得る者などいない業績。

　１００年後、２００年後を彼は瞼まぶたの裏に描えがきながら、この書類を書きつけていたのだろう。

「ウィリー様、あなたは一人で頑張りすぎたんです。全て一人でやろうとしすぎた……」

　カティナは墓石に一滴てきの涙なみだを零こぼす。

「……私はもっとあなたと語り合いたかった……あなたが見た未来を、もっと耳にしたかった……そしたら」

　彼が描いた未来の姿に思いを馳はせる。

　彼が辿たどった苦く悩のうに思いを馳せる。

　しかしそのどれもが、自分の想像でしかないことに、カティナは涙した。彼の描いたものをもっと知りたかった。もし知ることが出来れば、別の結末があったかもしれない。だからこそ、余計に切なかった。

　カティナはプラン提出責任者に任命され復旧の中心にいる。

　それはウィリーの作ったプランを解かいせる者が、カティナをおいて他にいなかったからだ。

　この建案書に記された内容の不明な部分、または予測外の部分に関しては、カティナが補わねば円えん滑かつに機能はしなかった。そうして一ト月。カティナは不ふ眠みん不ふ休きゆうでこの大事業にあたり、そうして漸ようやくほんの僅わずかな間を見つけ、ここにやって来ることが出来た。

　彼が葬ほうむられたというこの場所に、報告することが出来た。

「……また来ます。長居をすると、あなたに怒おこられそうなんで」

　そう言ってカティナはゆっくりと立ち上がる。彼が残し、指示したことを成さねばならない。その強い意志を胸にカティナは、墓石に向かってやわらかく微笑みかけた。




　帰ったカティナはすぐさま内務部調査室へと籠こもり、再び運び込まれる書類と格かく闘とうした。

　手を止める間もなく、それらの書類の内容を吟ぎん味みし、優先順位をつけて分類し印いん鑑かんを押おしていく。自分が一日休めば、王都の復旧が一日遅れる。そういった意識が芽生えてきたからなのかもしれない。

　ちょうど日が傾き、魔ま力りよく式ランプに火を入れようかと思った時である。部屋をノックする音が聞こえた。追加書類だろうと思い、カティナはそちらの方向も見ずに「どうぞ」とだけ言うと、よく知ったる友人の声が聞こえた。

「カティナ」

「ああ、シェッセか」

　シェッセの声にようやくカティナは疲つかれた目め頭がしらを押さえた。

　彼女も人員不足の中、連日方々を駆けまわり忙しい日々を過ごしていたはずだ。

　こうしてここにやってきたということは、おそらくそれらの事にも一区切りがついたということなのだろう。

「シェッセの方の送り渡しはもう済んだのかい？」

「うん、復旧対策委員会に事後報告と現状資料を渡してきたから、ボクの仕事も大体終わりかな」

「そうか。こちらはまだまだ終わりそうにないな」

　積み重なる書類の山にカティナは辟へき易えきと溜ため息いきを吐ついた。

　さて、今日シェッセが来訪した理由はなんだろうか、とカティナは首を傾かしげる。彼女だって決して暇ひまではないはずだ。

「今日はどうしたんだ、シェッセ」

「うん、カティナが忙しそうだから様子を見に来たのも一つなんだけど……これ」

　そう言って彼女が差しだしたのは、先日幽ゆう閉へいされていた彼女に渡したハンカチだった。

「ああ、これか」

「うん、ちゃんと洗って返そうと思ってたんだけど、なかなか機会がなくて」

「そうか……そうだったな」

　それほどにこの毎日は忙しかった。彼女とゆっくり話す暇ひますらない程ほどだった。

　こうして久しぶりにシェッセと何気ない会話をし、カティナの心は綻ほころんだ。忙しさにかまけて固まりかけていた心が緩ゆるんだ。

　時間にすれば大した時ではなかったが、お互たがいとりとめのない話をすると、気を遣つかったシェッセが席を立つ。まだ彼女と話していたい気持ちもあったが、自分にも仕事が山積している。すべてに片が付いたら、また彼女と食事にでも行きたいな、とカティナは思った。

　そんなことを思いながらカティナはシェッセの去っていったドアをぽつんと見つめる。

「彼女は……強いな。私なんかより、ずっと……」

　思わずそんな言葉が零れた。

　彼女の今の状況を考えれば解りそうなものだった。本当の意味で辛いのは、自分ではなく彼女の方に違いない。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが崩れ去ったあと、リンド北部から王領周辺に対する調査がすぐに開始された。

　あらゆる人員を払って生きている人間の捜そう索さくと救出が行われた。

　時間の経過と共に野戦病院に担ぎ込まれる人の数はどんどん増えていった。

　しかしフューゴ・シェーンヴェルグとミキハラタクトは現在に至るまで見つかってはいない。二人に最悪の事態があったとしても、遺体すら出てきていない。

　だとすれば、まだ生きている可能性もある。もちろんまだ捜索されていない場所がある可能性もある。瓦が礫れきや土砂に埋うまっている可能性もある。だから不用意なことは言えないが、それでも生きている可能性を否定するほどの材料も存在しない。

　ただ日にちが経つにつれ、その可能性が段々減少していくことも事実だった。

　そんなことを考えながら仕事を熟こなし続けていると、またドアをノックする音が聞こえた。

　先ほどのシェッセの来訪からずいぶん時間が経っている。

　忘れ物をした彼女が何かを取りに来た、という訳ではないだろう。だとすれば、追加の書類だろうか。そう思いながらカティナは返事をした。

「どうぞ、開いてます」

　するとそこへ入ってきたのは、リタとガランだった。

「やっほー」

「おう、今いいか？」

　二人の来訪にカティナは立ちあがり笑え顔がおを向ける。

　リタ、ガランとは、朱竜イチカ、翠竜トカカの討とう伐ばつ以来だった。

　終マダル焉・ジユのーウ竜ルカ崩壊よりも少し前。二匹ひきの上位特級種のドラゴンを前に、竜りゆう伐ばつ騎き士し六人と肉屋、それからカティナを含ふくめた面々は、朱竜イチカ、翠竜トカカの討とう伐ばつに成功していた。

　何しろ竜伐騎士が六人も揃そろうこと自体が稀まれなので、それらが全力を出した光景はそれは凄まじいものがあった。さらに凄まじかったのは、肉屋の面々だろう。老人二人に未成年一人が思いのほか奮ふん闘とうするものだから、竜伐騎士全員に火が付いてしまったのだ。

　元々あれ程の戦せん闘とう力りよくを有する竜伐騎士である。とにかく負まけず嫌ぎらいが多かったのだ。

　もうそこからの戦いは、カティナはもちろんその為ために駆かけつけた数千の騎士たちが立ち入れるような状況ではなかった。

　そして戦闘を終え、終マダル焉・ジユのーウ竜ルカが崩壊した後からは、現在に至るまでの復旧の毎日。日々の大量の仕事に忙ぼう殺さつされ、二人と顔を合わせる機会を失っていたのだった。

　そんなガランとリタは旅装束で荷物を背に、気楽な様子で調査室に入ってくる。

「リタさんもガランさんも……その恰かつ好こうは……？」

　カティナがそう聞くと、リタはいつもと変わらずあっけらかんと言った。

「あのね、あたしらさ、これからまた北方へ竜伐に行くから、挨拶にね」

　あっさりとそう言う彼女に、カティナは驚きの表情を浮かべた。するとリタの言葉を補うようにガランが口を開く。

「フューゴのやつが帰ってこないし、ドラゴンの脅きよう威いは昔と変わらん。北方が手て薄うすのままでは、王都の復旧もままならんだろう」

「……そう……ですね」

　カティナはそう答えながらも、一いち抹まつの寂しさが胸を過よぎった。短い間とはいえ、ガランとリタの三人で、様々なことを乗のり越えてきた。一言では表しきれないほどに、様々なことがあり、言葉にするにはあまりに多くの困難があった。

　だからなにも言えず、カティナはそのまま俯うつむいてしまう。

　するとリタがカティナの手を取った。

「おおうカティナ、どうしたどうした。センチメンタルかい？」

「……そんなんじゃないですよ」

　わざと茶化して空気を明るくしようとするリタの思いに、カティナは余計に胸が苦しくなる。するとリタも胸中の感情を隠すように笑いながら少し俯うつむいた。

「へへ、そんな顔しないでよ。別にこれっきりってわけじゃないしさ」

「…………」

「それにたぶん、また近いうちに帰って来るよ、ねっガラン」

「ああ？　そうなのか？」

　とぼけた返事をするガランの足をリタは踏みつける。

「いてえな、なにするんだ」

「あんた、そういうとこ気が利きかないから、いい年して女っ気がないのよ」

「ち、違うぞ！　俺は仕事が忙しくてだな、その気になれば……」

「はいはい、言い訳言い訳」

　そんな二人のやり取りに思わずカティナは噴き出だす。

「二人とも……本当に楽しそうですね」

　やいのやいのする二人は一いつ瞬しゆん手を止め、

「あはは、まあね～」

　と言ってリタが頭を掻かきつつごまかした。

　そんな二人に微ほほ笑えみかけながらカティナはこう言った。

「そうそう、結けつ婚こんして家族のいる竜伐騎士は、優先的に王都勤務に回してもらえるらしいですよ。早くお二人もそういう相手を見つけてください」

　意味ありげに二人を見つめながら言うカティナに、リタとガランは一瞬言葉を失い、急に何やら慌あわてだす。

「え、え、あ、あたしが結婚とか……あはは、そんな、ねえ！」

「あ、ああ、そうだ、お、俺おれはその、なんだ、あれだ、なあ！」

　あまり二人の事に茶々入れをしていけないと思ったので、カティナはそのまま涼すずしい顔をすることにした。

　そうしてリタとガランが無事また王都に帰って来てくれることを心の中で祈いのった。
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　クローディアス・フォンブラウン率いる小隊が一連の任務を熟こなし、ようやく騎士団庁舎に帰って来たのは宵よい闇やみが空を覆った時分だった。

　廃はい材ざい撤てつ去きよやら被ひ害がい地区の測量検分などと毎日めまぐるしく働き、ようやく今日も一段落を迎むかえる。終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの一件でクローディアスが犯おかした行こう為いに対するお咎とがめは今のところない。

　横でいつもと変わらずムスッとした表情のターニャがそのことに言及したことがあった。

「クローディアスさん、たぶんクビですよ」

　だろうな、とは思った。むしろ即そつ刻こく逮たい捕ほされてもおかしくないことだった。ただ、他の隊員は守らねば、とは思っていた。あくまで自分個人の暴走であって、小隊の隊員はみな自分の指揮に従ったに過ぎない。おそらくすぐに沙さ汰たが下りなかったのは、この復旧作業に人員が足りないことが理由だろう。これが一段落すれば軍法会議が待っているに違いない。

「まあ、クローディアスさんがクビの時は、副長の私も連帯責任でしょうけど……」

「いや、そうさせないように尽じん力りよくするつもりだ！」

「別にいいです」

　あっさりとしたものだった。

「ターニャには騎士団への執しゆう着ちやくはないのか？」

「ありますよ。でもクローディアスさんが居なかったら意味ないですし」

「…………ん？　どういうことだ？」

「いいです。教えません。バカ！　死ねバカ！」

「……おまえ……またバカって……」

　ひどい言われようだ。しかしまあそれも致いたし方かたあるまいと思う。それだけのことをしでかしたわけだし。それでもクローディアス個人に悔くいはない。自分がした選せん択たくを間違ったとは思っていない。事の顛てん末まつは噂うわさ程てい度どには聞いている。

「なあ、ターニャはもし本当に連帯責任でクビになったらどうするんだ？」

「………………」

　するとターニャは急に顔を俯うつむけ、何やら口元をむにゃむにゃさせ、テンパりながら何か言おうとしている。

「ん？　どうした？」

「…………あ、あの、そ、そ、その時は、その、クローディアスさんが責任取って下さい」

　たしかに、彼女の言う通り、その責任は自分にあるだろう。

　個人の感情で動いたことに彼女を引ひき摺ずりこんでしまったのだから。

「ああ、分かった。その時は俺がお前の面めん倒どうをみてやる」

「あわわわ」

　責任を取れと言った彼女は、了りよう承しようの意を伝えた途と端たん、どうしたことか顔を真っ赤にして目をクルクルさせるのだった。長く隊長と副長として一いつ緒しよにいたが、まだまだ彼女には驚かされることが多い。

　ふとそんな話をしていた時だった。騎士団庁舎から出てくるシェッセの姿を発見した。

　彼女とはあの一件以来、一度ほどしか話していない。

　ミキハラタクトを間接的に檻おりから解放したことのお礼を言われただけだった。

　いつもであればクローディアスから話しかけるのだったが、彼女の姿を見ているとどうしてもそれが出来なかった。

　ミキハラタクトが帰ってこないことに、彼女は間違いなく気落ちしている。だったら自分にできることは彼女を元気づける言葉をかけてやることじゃないのか。

　そう思ったのに、どうしてもその言葉が見つからなかった。なんとも不ふ甲が斐いない自分に気づかされる。しかし気き丈じように振る舞まうシェッセの姿を見るとどうしても、上うわっ面つらの言葉など掛かけられなかったのだ。

『大だい丈じよう夫ぶだ、彼かれは帰ってくる、気をしっかり持って待ってるんだ』

　――そんな言葉掛けられるものか。人に言われんでも、彼女はそう信じている。自分などが言うまでもない。

　そう思いながらクローディアスは、庁舎を後にするシェッセの背中を見守った。

　するとどうしたことか、ターニャが口をへの字にしてクローディアスの袖そでを摘つまんだ。




　ジゼル・アデューは夕食の用意を整え、皿に盛り付けをしていた。

　王立魔法騎士団に所属するマルコとシェッセは復旧作業により一様に帰りが遅おそいため、最近の夕食も同様に遅い時間にずれ込んでしまう。

　妻であるメイアはジゼルと共に、二人の帰りに合わせて食卓を整える。

　二人が仕事を終えて帰ってくるとすぐに食事が出来るように料理をテーブルに並べていく。

　マルコは現在、捕らえられた竜りゆう神じん信しん仰こうの教徒の尋じん問もんを繰くり返かえしているそうである。掃そう討とう作戦の中で、やはり逃とう走そうした竜神信仰の残党がいるらしく、それらの追つい跡せき調査がなされているらしい。そんな尋問をする教徒の中には、先日捕らえたグレンもいるそうだ。マルコから負った傷は既すでに回復しているそうだが、尋問にはなかなか答えようとしないらしい。

　しかしもし残党が動くとすれば、今をおいて他にない。追いつめられた狂きよう信しん者じやが最後の交戦に打って出ることは十分に考えられる。なにより疲弊した王都にとって、さらなる打だ撃げきはかなりの痛手になる。それ故ゆえに、マルコの追っている事案は、急を要する事案なのかもしれない。

　シェッセの方は、被害地区の検分などをしているそうである。今日くらいでその仕事も一段落を迎えるという話だったが、どうだったのだろうか？　そんなことを考えながら、ジゼルは口を開く。

「シェッセ様の持ち場はいかがな様子なんですか？　これでだいぶ落ち着くというお話でしたが？」

「うん、委員会への引き渡し作業が終わったから、ボクも明日から通常任務になるかな」

　食事を口に運びながらシェッセは明るくそう答える。

「さようで。それでは明日から、騎士団庁舎ですか？」

「うん、そうみたい。でも帰りはちょっと遅くなるかも」

「さようで」

　おそらく帰りにあの肉屋に寄ってくるんだろうな、と思ったが口には出さずにおいた。

　するとシェッセは尚なおも明るい口調で、今日の仕事の報告をする。

「オルファンの方はずいぶん作業が進んでるんです。被害も朱竜イチカが通った辺りが中心なんで、そこを重点的に検分していったんですが、それも一段落つきましたし、後は専門の人たちがやってくれるそうなんで」

　父マルコも母メイアもまた、そんな明るく振る舞うシェッセに、どんな言葉をかけていいのか迷っている様子だった。特にメイアの方は、シェッセの気持ちをより多く理解していたこともあって、余計なことは一切口にはしなかった。

　おそらくは今のシェッセには、どんな立場の者もそのことを口にすることは憚はばかられた。彼女に対する中ちゆう途と半はん端ぱな慰なぐさめが、彼女を一番傷つけることを皆知っていた。

　彼女が悲しみを口にし泣なき叫さけぶことが出来たのなら、むしろその方が良かったかもしれない。しかしシェッセ自身がそれを拒こばみ、気丈に振る舞うのなら、ジゼルを含めた彼女の家族は皆それを見守ろうと思ったのだった。

　決して泣こうとしない彼女の心の緊きん張ちようを解すことの出来る人間は、今この世界に於おいてはただの一人しかいない。長年彼女の教育係として務めてきたジゼルにとっては歯がゆい半面、早くシェッセに楽になってほしいと切に願うのだった。




　　　　○○○○




　シェッセは王立魔法騎士団庁舎にて、昔と変わらぬ雑用を熟こなし、夕方よりも前に仕事から解放された。通常であればその後、練兵所へ行き剣けんや魔法の鍛たん錬れんをするところだったが、支し度たくを済ませたシェッセはその足で庁舎を後にする。

　王都で最も早く回復した運うん搬ぱん機関である機関車に乗り、サウスクインティア近くで降りると商店街で買い物を済ませ、肉屋フランシーヌへ足を向ける。

「やあ、クーミェ」

「あら、シェッセさん」

「リュカは？」

「ぐぅ」

　どうやらこちらも一日の営業を終える為ための閉店作業の途と中ちゆうだったらしい。

　シェッセも手慣れた様子でその手伝いをしていく。

　すると配達に出ていたオルバとラザも帰ってくる。

「おう、シェッセさんか。すまんね、手伝ってもらって」

「うむ」

「いえいえ。あ、夕飯の材料買って来たんで、後で作り置きしておきますね」

　そうして閉店作業を終わらせると、シェッセは裏の貸家に移動し、夕飯の支度をする。

　お米を研といで水分を調節し釜かまを火にかける。野菜を刻み出汁だしを取った鍋なべに入れ味み噌そを加えていく。糠ぬか床どこから漬つけ物ものを取り出し刻んでいく。

　そうしてせっせと食事の用意をするシェッセの元にリュカがちょこちょこと歩いてやってきた。

「…………」

「待っててね。もうすぐできるから」

「うん」

　そう言ってジッと夕飯の支度をするシェッセを見つめるリュカ。

　いつもと変わらないぼんやりとした無表情な中に、リュカは一抹の寂しさを湛たたえていた。

　その様子に、シェッセは手を拭ぬぐい、やさしく彼女の頭を撫なでる。

「大丈夫だよ。きっと帰って来るから」

「………うん」

「その時にリュカがそんな顔してたらダメでしょ」

「………うん」

　ニコリと笑ってシェッセはリュカを抱だきしめる。

「ねえ、しぇっせ」

「なあに」

「しぇっせは、さみしくなぁい？」

　ストレートにそう聞いてくるリュカに、シェッセは一瞬言葉に詰つまった。

　誰だれもが自分に気を遣つかって、その言葉をかけないようにしてくれている。

　つつけばすぐにでも崩くずれる砂の城のようなシェッセの心を皆みな慮おもんぱかってくれている。

　でもずっと一緒に三人で過ごしてきたリュカだけは、素す直なおにその言葉をシェッセに投げかけることができたのかもしれない。

　シェッセは少しだけ唇くちびるを噛かみ、その問いに答える。

「………うん、寂しい」

「………………」

「夜も眠れないくらい寂しくって、胸が痛くって仕方がない。でもね……」

「うん」

「涙が出ないんだ。不思議なの。わからないの。きっとたくさん……たくさんいろんな気持ちが心の中にありすぎて………泣くこともできない」

「うん」

「だからボク……」

　その先の言葉をシェッセは言えなかった。言えばきっと崩れてしまう。

　さきほどリュカに言った言葉が、まっすぐ自分に返ってくるようだった。

　――こんな顔してちゃいけない。

　シェッセは気を取り直すように、立ち上がる。

「さあ、リュカ。ごはん食べよ」

「うん」

　食卓を整え、席に着き二人で食事を始める。リュカの祖父のラザは、肉屋の方でまだ仕事があると言っていた。おそらく仕込みだろう。後で食事を包つつんで持っていこう。

　そうして食事を終え、リュカをお風ふ呂ろに入れて寝ね床どこへと連れて行く。

　寂しがるリュカが寝ねるまで、そばにいてやる。

　しかし今日のリュカはなかなか寝ね付つこうとはしなかった。幾いく度ども目を閉じるのだが、しばらくするとまたパチッと目を開けてしまう。

　それでも漸ようやく寝ね息いきが聞こえだした頃ころには、ずいぶん遅い時間になっていた。

　シェッセはそんなリュカの寝ね顔がおを見つめながらぼんやりとした。

　一日、一日があまりに長く、途と方ほうもなく辛かった。

　彼の事を考えるだけで、胸が潰つぶれそうだった。

　もしその事だけを考えて過ごしていたら、頭がおかしくなってしまうに違ちがいない。こうして連日の忙しさにもまれ、必死になっていればどうにか正気を保っていられる。でもこんなことがいつまで続けられるだろうか？

　彼のいない一日を、一時間を、一分を、一秒を、どう過ごしていったらいいのだろうか。

　泣き崩れ、わめき散らすことが出来れば少しは楽なのだろうか。

　しかしそのどれもがシェッセにはできなかった。心の真ん中にある物を、あの時、置いてきてしまったのだと思った。終マダル焉・ジユのーウ竜ルカの背の上で戦う彼と一緒に、シェッセの心はあの場所でまだ時を止めているのだと思った。

　だからシェッセには、今心のままにその気持ちを表出することが出来ない。

　表出する心がここにないのだから。

　もし、この胸の中の大切な物が動き出すのだとしたら………。

　シェッセがそんなことを考えていた時だった。

「ぐぅ！」

　またもリュカが突とつ然ぜん目を開き、耳をピンッと立てた。

　そして鼻をひくひくとさせ、落ち着きのない様子でキョロキョロしだす。

「どうしたの？」

　聞き返すシェッセの袖そでをリュカはしっかりと掴つかみ、そしてこう言った。

「……におい」

「なんの？」

　聞き返すと同時に聞き覚えのあるサンダルの音が聞こえた。

「……………」

「……………」

　リュカと顔を見合わせ、言葉を探す。が、言葉なんて出てこなかった。

　二人はすぐさま部屋を出た。そしてリビングに走っていく。

　外から聞こえるサンダルの音が玄げん関かん先さきで止まった。

　そしてゆっくりとドアが開き、先ほどまでシェッセの頭の中を埋うめ尽つくしていた人物が隙すき間まから顔を覗のぞかせる。

「………お、おう……その、いろいろあってな」

　シェッセもリュカも驚おどろきのあまり目を丸くし、立たち尽くした。

　そして気が付くとシェッセの目から、ぽろ……ぽろ……と涙が零れだす。あの時、置いてきてしまった彼かの女じよの心が、彼と一緒に帰って来たようだった。

「お、おい、泣くなよ」

　彼は狼狽うろたえながら、おろおろとシェッセの元にやってくる。

　すかさずシェッセは彼に思いきり抱きついた。

　もう二度と離はなすものかとばかりに力いっぱい抱きしめた。顔を埋うずめ、言葉にならない気持ちが涙になって流れる。

　聞きたいことがいっぱいある。

　話したいことがいっぱいある。

　いっぱい、いっぱいある。

　だけど、今は、とりあえず……。

「………おかえり、タクト」

「………おう、ただいま」
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　星が瞬またたくのを忘れたような夜だった。

　月の明かりに目を細めるような夜だった。

　外は静しず々しずとしていて、それでも寂さびしい思いはしなかった。

　寒くもなくて、暑くもない。

　やわらかな空気が、ゆったりと流れ、皆みな空気の底で小さく呼吸をしているようだった。

　屋根の上に腰こしを掛け、窓の向こうを覗のぞき込む。

　食しよく卓たくには料理が並び、積もる話に花が咲さく。

「いやぁ、その落ちたところが王領だったから、そのまま王室に拘こう束そくされててだな……」

　取り留めもなく、話は続く。

　だからボクたちはそっと二人に願う。

　こんな時が続けと二人に願う。

　明日も、明後日も、ずっとずっと続けと、二人に願う。

　ふと窓の中の少女がこちらを見た。

　そしてちいさくこちらに微笑む。

　ボクたちはそれを見届け、お互いの手を取り、約束の場所へと向かう。

　共に過ごすと約束した、静かな森へ……。
















　――ねえねえ、ナギはボクの夢って知ってる？

　――なんだい？

　――あのね………。













《おわり》







あとがき







　この度は拙せつ著ちよお手に取っていただきまことにありがとうございます！

　お久しぶりでございます。内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。

　炊き立てのごはんのお供系ライトノベル、『吼ほえる魔ま竜りゆうの捕喰作法バルバクア』５巻をお届けいたします。




　さて、なんかよくわからん物の肉食べてみよーぜ企画、今回で最後となりましたがやっていきたいと思います。

　最終回ですので、わたくしの地元の郷きよう土ど料理、田んぼのお肉、海のない場所でのたんぱく質は俺に任せろ、イナゴの佃つくだ煮にです。

　まあ、イナゴと言ってもイナゴ料理専門店があるわけではございません。

　よく行く飲み屋のマスターが「入荷したよ」と言ってたので、酒のお供にいただいてまいりました。

　さてさて、イナゴなのですがこいつはもうホントに、原型をそのまま留とどめて佃煮にされております。なんと説明しますか、その……とってもバッタな姿そのままなのです。おっと言葉が過ぎましたね。えー、仮面ライダーそのままでございます。

　虫は見た目のせいか倦けん厭えんされがちなのですが、味はしっかり佃煮です。どこにでもある、甘く煮た佃煮屋の味です。ただ歯ごたえがたまりませんな。エビに近い歯ごたえなのですが、エビとは絶対的に違う。サクサクとした独特の食感なのですが、この歯ごたえと同じものは他にない。イナゴ以外では味わえないサクサク感でございます。これが結構癖くせになります。食べはじめると意外にも止まらず、ずっとポリポリ食べてしまう。

　ご興きよう味みがあれば、ぜひスーパーマーケットなどに稀まれにあるそうなので、ご試食してみては？




　さてここからは謝しや辞じをば。

　いつもながら締め切りを微妙にオーバーするわたくしを見捨てずに最後まで示し唆さを下さった担当の中なか川がわ様、そして毎回ステキな挿さし絵えとかわいらしいあとがきまで描いてくださった真ま琉る樹き様、編集部の皆様、並びに出版流通に関わる全ての皆様に心より御礼申し上げます。




　そして何よりも、最終巻までおつきあいくださった、みなさまに最大の感謝を。

　本当にありがとうございました！

　みなさまのおかげで無事、シェッセとタクトの物語は最後まで到達することが出来ました。その後のシェッセとタクトは……まあ、ああいう二人ですから、ご両親に挨あい拶さつに行ったり、ウエディングドレス着たり、いろいろあったのでしょう。それはそれとして、また別のおはなしでございます。

　さてそう言った訳で、吼える魔竜の捕喰作法の物語もこれにて終わりとなります。

　どうかまた、次の作品にてみなさまにお会いできることを心より願っております。

　書店で内堀の名を見かけましたら、「お、やってるな。バルバクアぶりじゃね？　俺だよ俺」と思っていただければ幸いでございます。

　それでは、また、みなさまにお会いできること願って！




二〇一三年二月吉日　　　内堀優一
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

内堀優一先生／真琉樹先生
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